



























































俺が好きなのは妹だけど妹じゃない５
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富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「えへ、えへへ……。妹好きとか、お兄ちゃんは本当に困った人です……！」

　私は自室で『お兄ちゃんノート』にペンを走らせながら、惚ほうけた笑みを浮うかべます。

　今自分がどれだけ緩ゆるんだ顔をしているか、鏡を見なくたってわかります。

　でもそれは仕方がないことなんです。だって、お兄ちゃんがやっと自分は妹好きだって認めてくれたんですよ？　こんなのうれしすぎるに決まってるじゃないですか！

「つ、つまり潜せん在ざい的には、妹である私のことも……！」

　思考が高速で回転し、一いつ瞬しゆんで恋こい人びと、結けつ婚こん、夫婦といった過程が脳内で展開され、ペンを握にぎる手も無意識のうちにすごい速度で動いていきます。

「えへへへへ！　……はっ!?　い、いえ、落ち着くんです私……！　最高に幸せなのはその通りですが、こういう時だからこそ気を引き締しめないといけません……！」

　そ、そうです、妹好きを認めてくれたのは単なる通過点に過ぎません。

　これからは、私を一人の女の子として見てもらわないといけないのですから！

　私はチラリと壁かべに目をやります。その向こうはお兄ちゃんの部屋です。ここ数日お兄ちゃんは、ラノベ大賞の最終選考結果を待って悶もん々もんとしています。今も自分の部屋で結果の報しらせが来ないかどうか、携けい帯たい電話とにらめっこしていることでしょう。

「こういう時こそお兄ちゃんを支えないといけません」

　私は自分の言葉に深く頷うなずきます。

　……辛つらい時こそ支え合うのが、ふ、夫婦の務めですからね！

　思えばこれはチャンスな状じよう況きようです。ここでバッチリお兄ちゃんの力になって、私が伴はん侶りよに相応ふさわしい女の子と印象付けるのです。

　そう考えた私は、早さつ速そくお兄ちゃんにココアでも差し入れしようと席を立ちます。

　ですがその途と中ちゆう、壁にかけてあったカレンダーが目に入り、ふと立ち止まります。

　もうすぐクリスマス。そしてそれが終われば私の誕生日──

「……今年は、お兄ちゃんにお祝いしてもらえますよね？」

　去年までは私のせいで疎そ遠えんだった関係ですが、今年はきっとお兄ちゃんと……！

「ふ、二人きりでロマンチックな誕生日……！　えへ、えへへへへへへへ」

　私はだらしない笑みを浮かべて身体からだをくねらせながら、なおしばらくの間差し入れの件も忘れて、その場で妄もう想そうにふけるのでした。








第一章　可愛いヒロインの作り方









「…………」

「………………」

　とある十二月中ちゆう旬じゆんの夜。自室でのこと。

　俺こと永なが見み祐ゆうは、さっきからずっと緊きん張ちようしながら自分のスマホを眺ながめていた。

　隣となりでは、妹の涼すず花かも真しん剣けんな表情でそんな俺を見守っている。

　何をしているのかというと、待っているのだ──編集部からの連れん絡らくを。

　ただしそれは、涼花が普ふ段だんお世話になっている皇すめらぎファンタジー文庫編集部からのものじゃなく、俺が新人賞に応おう募ぼしたＮエヌＪジエイ文庫の編集部からのだった。

　ピリリリリリリ……。

「お、お兄ちゃん、きました！」

「わわわわかってる!!」

　着信音と涼花の声に思いっきり焦あせりながら、俺は電話に出た。

　スピーカーモードにしているので、横の涼花にも聞こえるようになっている。

　俺は緊張から舌を嚙かみそうになりながらもなんとか会話を進めていったのだが、その電話の内容は大体次のようなものだった。




『もしもし、永見祐さんですか？　私、ＮＪ文庫大賞の者です。最終選考の結果ですが、今回は残念ながら受賞ならずという形になってしまいました。いえ、かなり惜おしいところまで行ったんですよ？　私も随ずい分ぶん推おしたんですが、ギリギリ届かずという結果になりまして。……あ、理由ですか？　選考委員の先生方によると、ヒロイン描びよう写しやが今一つ不十分ということでした。有あり体ていに言うと、ヒロインがあんまり可愛くなかったというのが主おもな敗因ですね。確かに言われてみれば、私もそこが今一つだった気がします。ライトノベルでヒロインが可愛くないというのは致ち命めい的てきですから。今回は残念な結果になってしまいましたが、次回作ではがんばってください。また新たな原げん稿こうをお待ちして──』




　しばらく呆ぼう然ぜんと通話の切れたスマホを眺めていた俺だったが、やがて全てを理解して両手を床ゆかについた。

「……落ちた。しかもギリギリで……」

　自分で発した現状認識の言葉に、さらにズーンと落ち込む俺。

　……うう、なんてこった。こんな、こんな残ざん酷こくな結果だなんて……！

　ラノベ作家を夢見て早数年。今まで選考落ちなんて何度も経験してきた俺だが、最終選考に残ったのはこれが初めてだったんだ。

　あと一歩で夢がかなう──そう思っていただけに、この結果はヒドイ……！

　なんつーかもうショックってレベルじゃねえよ！

　選考落ちが常態化してすっかり慣れてた俺でもマジ泣きしそうだよ！

　と、そんな感じで見事なorzの姿勢で凹へこみまくっていると、

「お、お兄ちゃん。しっかりしてください」

　隣でずっと黙だまったままだった涼花が声をかけてきた。

　普段は超ちよう真ま面じ目めで毅き然ぜんとした態度の涼花だが、俺の姿をさすがに哀あわれに思ったのか、明らかにその態度は遠えん慮りよがちだった。

　お、お兄ちゃんに代理人をしてもらってる身として、私も結果が気になります──と、そんな理由から涼花も一いつ緒しよに立ち会っていたわけだが、さすがにこの結果はどう声をかけていいものか……と戸と惑まどっているのかもしれない。

「その……、残念な結果になってしまいましたが、とにかく元気を出してください」

「……いや、俺もわかってるんだけど、今回ばかりはマジでダメージがデカい……」

　最終選考まで行って受賞を逃のがしたって事実は、想像以上にすさまじい破は壊かい力だった。

　普段の俺なら「今回ここまで行ったんだから、次回は絶対に受賞だな！」くらいのポジティブシンキングをするところなのだが、ぶっちゃけ今はそんな余よ裕ゆうさえない。

　……ああくそっ、これでやっと涼花と同じ場所に立てると思ったのに……！

　凹みからなかなか回復できない主な理由はそれだ。

　俺の妹の涼花は、永遠とわ野の誓ちかいというペンネームで大人気ラノベ作家をしている。

　いろいろと紆う余よ曲きよく折せつがあり、俺が代理人なんて立場で表の顔を担当しているわけだが、俺自身もラノベ作家になるのが夢なので、いつか絶対涼花に追いついてやると心に誓ってきたわけなのだ。

　それだけに……、あああなんてこったよマジで……。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですよお兄ちゃん。今回は惜しくも受賞できませんでしたが、最終選考まで残ったのは事実なんですから、この調子なら次回作できっと受賞できます！」

　グッとこぶしを握にぎり締しめながら、真剣な顔で言う涼花。

　内心で（勝手に）ライバル視してる相手に励はげまされたことにまた少し落ち込む俺だったが、それ以上に涼花のその言葉は心にしみた。
















「……そう、かな」

「そうですよ。だから元気を出してくださいお兄ちゃん！」

　沈しずんでいた気持ちが少し軽くなる。

　確かに、いつまでもクヨクヨしてたところでどうしようもないことくらい、自分でもわかっているのだ。

　涼花の言う通り、人生で初めて最終選考にまで残れたのは事実。

　俺自身、着実に前進してるわけなんだから、今まで通り作品を書いて応募し続ければ、いつかきっと大賞だって取れるに違ちがいない。

　そう信じて、今まで通りやっていくしかないんだよな、結局。

「……そうだな。悪かった、ちょっと取り乱しちまって。おかげで元気が出たよ。ありがとう涼花」

　俺が立ち上がりながらそう言うと、

「い、いえ、事が事ですから仕方がないです。それに、私はお兄ちゃんの落ち込んでる姿を見たくなかっただけです。べ、別に深い意味があるわけじゃないですけど」

　ほんのりと頰ほおを染めて、不ふ機き嫌げんそうにそっぽを向く涼花。

　こいつには最近情けない姿ばかり見せてしまっているから、そういう意味でも凹んでる俺を見てられなかったのかもしれない。

　この前なんて俺が妹属性萌もえだってこともバレてしまったし。

　……まあそれが理由で軽けい蔑べつされたりしなかったのは幸いだけど、根っこの部分で俺が涼花から嫌きらわれてるってのは変わりないことなのだ。

「まあ、あれだ。お前の言う通り最終選考までは残ったんだから、次はきっと受賞してデビューできるに違いないよな！　わっはっはっは！」

「……かといって調子に乗らないでください」

「すいません……」

　ジト目で睨にらまれて、妹の前で思いっきり萎い縮しゆくする情けない兄貴の図。

　……仕方ないんだよ。俺と涼花の力関係はこういうもんなんだから。

　それにしても、自分を鼓こ舞ぶするための空から元気くらい許してほしいのだが、俺の妹さまはやっぱり容よう赦しやがないのだった。

「……とにかく、だ」

　俺はガシガシと頭をかいて、小さくため息を吐つきながら頭を切り替かえる。

「落ちたものは仕方ない。また一から新しい作品を書いていくわけなんだが──」

「今回の敗因を反省しないといけませんよ」

　ちょっ、頭の回転が速い涼花に先に言われたんですが!?

　なんか俺がそれを忘れてたみたいな空気になってるけど、違うからな？

　俺だってそう言おうと思ってたんだよ。ったく……。

「わかってるよ！　ハッキリと向こうから言われたもんな！　……にしても、ヒロインの描写が不十分とか言われてもなぁ……」

　どうすりゃいいんだよ、ほんと。というか、思いっきりヒロインが可愛くないって言われたことを思い出してまたちょっと泣きそうになる俺だった。

　……そんなに可愛くなかったかな？

　確かにストーリーを進める方を重視したって意識がないわけじゃないんだけどさ。

「ヒロインの描写ですか……」

　涼花が何かを考え込むように俯うつむいている。

　俺もそれに合わせて腕うでを組んでひとしきり考えてみるが、そんな簡単に良案が浮うかんでくるようなら苦労はしない。

「ま、おいおい考えていくしかないよな。逆に言えばヒロインの件さえ何とかすれば、俺も受賞できるだけの実力があると考えていいわけだし」

　もちろんそんな簡単なわけじゃないし、肝かん心じんのその問題もどうやって乗り越こえるべきなのか見当もつかないのだが、とりあえず前向きなことを言ってみる。

　まあほとんどは、放っておいたらまた沈みそうになる気持ちを奮ふるい立たせるための虚きよ勢せいのようなものなのだが──って、こんなこと考えてたらまた涼花に調子に乗るなと怒おこられるかもしれないじゃないか……。

「…………」

　だが、俺がおっかなびっくり視線を向けても、涼花はまだなにかを考えている様子で微び動どうだにしない。

　……なに考えてるんだ？　あ、もしかして大人気作家・永遠野誓として俺に何かアドバイスとかをしてくれるつもりなんだろうか？

　プロラノベ作家のくせにオタク業界のことさえロクに知らない妹から、ラノベのアドバイスをもらうというのは屈くつ辱じよく的なことではある。

　……けど、俺はもうそんなこと気にしないね！

　涼花の作品が面おも白しろいってのは俺も認めてることだし、ってかそもそも俺は涼花のファンだし、アドバイスがもらえるっていうならそれこそ土下座だって厭いとわない覚かく悟ごだ。

　プライド？　夢をかなえるためならそんなもん犬にでも食わせとけ！　それに兄としての尊厳なんて、もう俺にはとっくにないからな！　自分で言ってて泣きたくなるけど！

「…………ヒロイン」

　と、俺がアホなことを考えている間も、涼花が思考から戻もどってくる気配はない。

　いい加減長いので、仕方なく声をかけようとしたのだが、

「……えへ、えへへへへ。こ、これはもしかしてチャンスでは……！」

「え？　す、涼花？」

　なんかいきなり涼花の様子がおかしくなって、俺はちょっと怯ひるむ。

　顔を赤くして、変な笑みを浮かべながら身体からだをクネクネさせている様は、俺がこいつの代理人になって以来時々見られるバグり方だった。

　それは主に涼花が、嫌いな俺と不本意な取材をする時に表れる変化だったが、なんでこの状じよう況きようでそんなことになってるんだ？

「お、おい涼花。どうしたんだよ」

「えへへ、えへ……？　…………はっ!?　ななななんですかお兄ちゃん!?」

「いや、どう見てもそれはこっちの台詞せりふなんだが!?」

「ち、違うんですよ!?　わ、私は別に、これはまたイチャイチャできるいい機会だなんてそんなこと全然思ってないんですからね!?」

「イチャイチャ？」

「そそそそんなことよりも、です！」

　涼花が真っ赤な顔でワタワタしながら続ける。

「お、お兄ちゃんはヒロインの描びよう写しやについて、なにか改善策があるんですか？」

「いや、今の段階で言われても何もないけど……。これから考えていかないとなってくらいでさ」

　俺がそう答えると、涼花は「そ、そうですか。よかった……」と小声で安あん堵どのため息を吐いた。……おい待て、なんでそれがよかったなんだよ。

「お、お兄ちゃん」

「な、なんだ？」

　涼花が改まった様子でこちらを見つめてきたので、何となく背筋を伸のばす俺。

「お兄ちゃんのヒロイン描写の強化についてですが……、私も手伝います」

　そして続いて出た意外すぎるその言葉に、俺は「へ？」と気の抜ぬけた声を出した。

　……いや、だって……、ええ？

「……手伝うってのは……？　それってどういう……」

「で、ですから、お兄ちゃんが可愛いヒロインを書けるよう、私がお手伝いをするということです！」

　涼花が視線を逸そらし、唇くちびるを尖とがらせながら言う。

　一方で俺は、その涼花の申し出にあからさまに戸と惑まどっていた。

　……ど、どういうことだ？　今まで涼花が俺の作品の手伝いをするなんて一度もなかったんだぜ？　それが、なんでまたいきなり……。

「ど、どうしたんだよ急に」

「な、なにがですか」

「だから、どうして急に俺の手伝いなんて言い出したんだって」

「それは絶好のチャンスだから──ではなくてですね！　こ、これは、その、だからそうじゃなくて！　あの……っ！」

　しどろもどろになりながら、顔をますます赤くして言葉を紡つむぎ出そうとする涼花。

　だがやがてキッと俺を睨むと、まるで叱しかりつけるような口調で、

「そ、そうです！　これはあくまでも恩返しです！」

　と、態度と内容がまるで合ってないことを言い放った。

「お、恩返し……だと!?」

　意味がまるでわからないが、少なくともその単語はそんな威い圧あつ的な感じで口にするものじゃないと思うぞ!?

「そ、そうです。勘かん違ちがいしないでください。これは普ふ段だん、お兄ちゃんに取材に付き合ってもらって作品作りに協力してもらってるお返しとして、今回は私がお兄ちゃんの作品を手伝おうという意味であって、他意はありませんから」

「あ、あーそういう」

　そこでようやく理解する俺。

　……なるほどね。そういう意味での恩返しか。確かにそれなら筋が通る。

「でも、俺がお前の取材に付き合ってるのは代理人として当然のことだからで、別に恩に着られるようなことじゃないぞ？」

「い、いいんです。私達は二人で一人のラノベ作家なんですから、お兄ちゃんが困っていたら私が手伝うのは当然です。……それで、どうなんですか。私に手伝わさせてくれるんですか？」

「もちろん、そういう話なら願ってもないことだよ」

　ってか、あの永遠野誓に協力してもらえるとか、考えてみればものすごいことでは？

　舞まいや秋あき乃のさん辺りが知ったらメチャクチャ羨うらやましがるだろうが、あいつらにとって永遠野誓は俺だから、そんなことは口が裂さけても言えないな。

「でも、手伝うったってどんなことを？　……その、申し出はありがたいんだけど、やっぱ俺、自分の作品は全部自分一人で書き上げたいんだよな」

　せっかくの涼花の厚意だが、そのへんの線引きはちゃんとしておきたい。

「それは当然です。作品の内容にまで口を出すつもりはないですし、私もお兄ちゃんには実力でラノベ大賞を取ってほしいです」

　……俺が受賞したら涼花の代理人を辞やめるって約束なのにこんなことが言える辺り、やっぱ俺の妹は超ちようが付くほど真ま面じ目めなやつである。

「それに、お兄ちゃんだって今まで私に協力してくれましたけど、内容には触ふれませんでしたよね？　それと同じことをするだけです」

「というと──」

「もちろん、取材の協力です」

　うん、まあそれ以外ないか。

　要するに、いつもと立場が入れ替わった状態というわけだ。

　俺が納得していると、涼花は「いいですか？」と咳せきばらいを一つしながら続ける。

「私が思うに、可愛いヒロインを書くためにはお兄ちゃんのイメージを補強することが大事だと思うんです」

「そのための取材ってわけか。でも、イメージってのは具体的にどんな？」

「そ、それは……。お、お兄ちゃんの理想の女の子、です……」

「えっ」

　急に理想の女の子という単語が出てきて、俺はカッと頰ほおが熱くなるのを感じた。

　なんか涼花も照れた様子でこっちを見てくるし、なんなんだよこの恥はずかしさは……。

「じ、自分の理想の女の子像をヒロインに投とう影えいしてこそ、キャラが可愛くなるんです！　だからお兄ちゃんは理想の女の子のイメージを明確にしないといけないんですよ！」

「な、なるほど……？　それってあれか？　永遠野誓の描写法とかなのか？」

「いえ、私の場合は自分の欲よく望ぼうをそのまま──って違います！　わ、私は女子ですよ!?　理想の女の子像なんてあるわけないじゃないですか！　というか、私の作品は魔まがさしてできたものだと何度も言ってます！」

「そそそそうですよね!?」

　涼花の剣けん幕まくにビビって身体をのけぞらせる俺。

　なにバカなこと訊きいてんだ俺は！　そうじゃなきゃ涼花があんな〈お兄ちゃんのことが好きすぎて困ってしまう妹の物語です。〉なんて妹モノラノベを書くわけないだろ！

「わ、私のこととは無関係に、一いつ般ぱん論としての意見です。作者が心から可愛いと思ったキャラじゃないと、読者にもそれが伝わらないと思いますから」

「……確かに、それはその通り、かも」

　筋の通った意見に、俺は思わず頷うなずいた──……のはいいのだが、なんで涼花のやつ「ふう……」って感じで汗あせを手で拭ぬぐう仕草をしてんだ？　冬なのに。

「と、とにかくお兄ちゃんの理想の女の子像を確立しないといけないのです。そのためには実際の取材を通じてイメージを固めるのが一番だと思います。こっちは永遠野誓としての体験からくる意見です」

「俺達が今までやってきたことってわけだな」

　涼花の場合はイチャイチャ描写強化のために、嫌きらいな兄貴とそういった場面を再現してきたわけだ。内容は──……まあ、思い出すだけで壁かべに頭をぶつけたくなるようなことばかりなので、具体的にどういったことをしてきたかはここでは割愛させてくれ。

「は、はい。なので今回は私がお兄ちゃんの理想の女の子役をやりますので、思う存分取材してください」

「り、理想の女の子役って……」

　話の流れとしては自然な台詞だったが、俺はなぜかものすごく狼ろう狽ばいしてしまった。

　多分、それはきっと妹である涼花の口から出てきたものだからだろう。

　リアル妹の口から「お兄ちゃんの理想の女の子になる」なんて言葉、いくら「役」ってのがくっついてるとしても相当アレな響ひびきだからな……。

　だが涼花は俺の狼狽を何か勘違いしたのか、もう一度こう言い直した。




「わ、私をお兄ちゃんのラノベのヒロインにしてください！」




　顔を真っ赤に染めて、それでも真まっ直すぐな視線で俺を見つめる涼花。

　我が妹ながら超絶美少女にそんなことを言われ、俺は思わずドキリとしてしまう。

　あの涼花がいくら恩返しとはいえ、こんなことを口にするとは……！

　相当恥ずかしいだろうに、感じなくてもいい恩を感じて俺に協力しようとするなんて、どんだけ真面目でいいやつなんだよこいつは！

　正直俺は、学校では生徒会長を務め、家では家事全ぜん般ぱんをこなし、そして密かにラノベ作家として活動する多た忙ぼうな涼花に、俺自身の厄やつ介かいごとを手伝ってもらうのは気が進まなかったのだ。

　だけど、ここまで言ってくれる涼花を見て、もはや断れるはずもなく──

「こ、こちらこそ、よろしくお願いします」

　気がついたら、俺は頭を下げて謎なぞの敬語で返していた。

「あ、頭を上げてください。私が言い出したことですから」

「いやいや、お前には何のメリットもないのに協力してくれるんだから、こっちからお願いする形が自然じゃないか。ほんと、ありがとう涼花……！」

「そ、その、あんまりかしこまられては困ります……。こっちは思いっきり役得だと思って提案したのに……」

「ん？　役得ってどういう意味だ？」

「いいいいえ！　何でもありません！　と、とにかくそういうわけですので、お兄ちゃんの取材に協力させてもらいますから！」

「お、おう」

　なぜか怒おこったような顔でそう宣言する涼花に、俺は若じやつ干かん引き気味に返事をする。

　……それにしても、涼花に俺の作品の協力をしてもらえるなんて、代理人になる以前はもちろん、なった以降でも思いもしなかったことだ。

「こ、こほん……。では本格的に取材を始める前に、お兄ちゃんに訊いておかないといけないことがあります」

「訊いておかないといけないことって？」

　改まった様子の涼花に首を傾かしげていると、

「も、もちろん理想の女の子像に関する取材なので、お兄ちゃんの理想のタイプをまず訊いておかないといけません」

　涼花は頰を染めて、俺から視線を逸らしながらそう言った。

「お、俺の理想のタイプ……か」

「そ、そうです。どんな女の子が好きなんですか？　髪かみは短い方がいいですか？　それとも長い方が？　年ねん齢れいは上がいいですか下がいいですか？　性格は？　明るい方がいいか大人しい方がいいか、口調は敬語の方がいいか、それからむむむ胸は──！」

「待て待て待て！　お、落ち着け涼花！」

　なぜか急に身を乗り出して矢や継つぎ早ばやに質問を投げかける涼花。

　俺は必死になだめようとするが、なんでこんな真しん剣けんなんだよこいつは！

「わ、私は冷静です！　あくまでこれは、役を演じるにあたって必要な情報を知っておこうというだけで他意はありませんから！」

「それはわかるけど、とにかく一いつ旦たん落ち着いてくれよ！」

　迫せまる涼花をなんとか押おし戻もどしたものの、まだ興奮冷めやらぬ様子だった。

　……生き真ま面じ目めだからやるなら徹てつ底てい的にって理由なんだろうけど、それにしたっていつもの取材よりも真剣に見えるのは気のせいか……？

「で、どうなんですか。お兄ちゃんの理想の女の子のタイプは！」

「そう言われてもな……。正直なところ、自分にもよくわからないんだよ」

「ど、どういうことですか。お兄ちゃん自身のことですよ？」

　それは全くその通りなんだけど、実際に俺の理想の女の子と言われても、具体的なイメージが何も出てこないのだ。

　今までそんなことを真剣に考えたことなんてなかったし、リアルで彼女を作ることよりもラノベ作家になることばかり考えてきたからな……。

「わからないと言っても、少しは何かあるでしょう？　ほら、こう……、髪が長くて年下で小こ柄がらで胸は控ひかえめでとか……！」

「なんでそんな妙みように具体的なんだよ！　じゃなくて、本当にわからないんだってば！　漠ばく然ぜんと『可愛い子』とか『優しくて俺を好きになってくれる子』とかくらいしかさ！」

「……その程度のイメージしかないから、ヒロイン描びよう写しやが不十分と言われたのでは」

　グサッ！　と涼花の言葉が胸に突つき刺ささる。

　反論したいが、俺自身それが図星だと心の底からわかっちまったよチクショウ！

「はぁ……、仕方ありません。これはまず、お兄ちゃんの理想のタイプから調べる必要があるようですね」

　涼花が呆あきれたようにため息を吐つく。

「わ、悪い……。まさか自分でもこんなだとは思わなかった。とりあえずお前に協力してもらうのは、ある程度イメージが具体的になってからで──」

「何を言ってるんですかお兄ちゃんは？　そこから手伝うに決まってるでしょう！　ふふふ、俄が然ぜんやる気が湧わいてきました……！」

「ええ……？」

　なぜかグッとこぶしを握にぎって闘とう志しを燃やす涼花に、俺は困こん惑わくする。

　今の流れのどこに、涼花のやる気が湧くポイントがあったんだ……？

「とはいえ、何か足がかりとなるものを探さないといけませんね」

　そんな俺をよそに、涼花はきょろきょろと室内を見回す。

　そして間もなく、ラノベばかりが詰つまった俺の本ほん棚だなに視線を固定した。

「……そうですね。お兄ちゃんの所持しているラノベの中で、好きな女性キャラクターを挙げてもらいましょう。そこからお兄ちゃんの理想のタイプを分ぶん析せきするのです。……あ、で、でも妹キャラは除外してもらいます」

「え？　なんで？」

「今は妹じゃなく一人の女の子として見てもらうのが目的──違います！　お兄ちゃんは妹好きですから、妹属性があると純じゆん粋すいな理想像とは言えなくなるという観点からです！」

　顔を赤くして力説する涼花に、俺はぐうの音ねも出ない。

　くそ……っ、俺が妹萌もえだってことがバレて以来、涼花には事あるごとにそのことに言げん及きゆうされて、正直泣きそうになる。

　……でもまあ、仕方ない。汚きたないものを見るような目で見られるくらいなら、こうやってイジられてた方がマシってもんだぜ。状じよう況きようはそう違ってない気もするけどな！

　それはともかく、涼花の指し摘てきは的まとを射ていた。

　妹属性が入ってるとどうしてもひいき目に見てしまうし、具体的に例示しろと言われたら涼花の作品のヒロイン『祐ゆう花か』を挙げざるを得なくなるからな。

　涼花は、俺が作品のファンだってことをもう知っているが、それでも本人の前で「お前の書いた妹が最高に萌える！」なんてもう言いたくない。あれは恥ずかしすぎる。

「ＯＫ、わかった。となると、これとこれと……」

　俺は涼花の指示に従い、妹キャラ以外でいいと思った女性キャラの出るラノベを選別していく。

「ふむ……、結構いろいろなタイプにバラけてますね。これでは共通点を見み出いだすのは難しそうです」

　涼花は受け取ったラノベのページをめくりながら、そんな感想を呟つぶやいた。

「まあキャラの良し悪しってストーリーの良し悪しとも関係してるからな。キャラ単体でこいつがいいってのは、なかなかないんじゃないか？」

　多分全く同じキャラでも、バトル系と日常系のストーリーでは言動がまるで違ちがうものになるだろうし、そこからくる印象もまた別物に感じるだろう。

「むぅ……、ラノベだけでは分析資料としては不十分ですね。……仕方ありません。ま、まことに不本意ではありますが、お兄ちゃんが所持している卑ひ猥わいなゲームのキャラも開示してもらいます！」

「はぁっ!?」

　いきなり涼花がトンデモナイことを口走ったので、俺は素すっ頓とん狂きような声を上げる。

　だが涼花は頰ほおを染めて俺を睨にらみつけながら「な、なにを驚おどろいているんですか。お兄ちゃんが言うところの『えろげー』というやつです！」とキレ気味に続けた。

「いや、それはわかってるけど！　な、なんでまたエロゲなんて……！」

「あ、あれもまた女性キャラが多く出てくる媒ばい体たいなのでしょう？　なら分析資料としては役に立つかもしれないじゃないですか！　ひ、卑猥なのは感心できませんが『えろげー』というのは、そ、その……！　せ、せせせ性せい癖へきが如によ実じつに出るものだってこの前Ｗダブルピースさんが言ってましたし！」

　いやまあエロゲっつったら『そのため』のゲームなんだからそれは当然のことなんだけどさ！　……くそっ、あの涼花にこんなことを言わせるなんて、Ｗピース先生の影えい響きようはやっぱり恐おそろしい……！

　ちなみにＷピース先生というのは涼花のラノベで挿さし絵えを描かいてくれているイラストレーターさんで、正式にはアヘ顔Ｗピースというペンネームなのだが、普ふ段だんはもちろん前半分のヤバイ単語は省略して呼んでいる。名は体を表すを地で行く人である。

「い、言っておきますが隠かくしても無む駄だです。お兄ちゃんがそういったゲームをノートパソコンに入れているのは知ってますから」

　涼花がそう言って、ジト目で押入れの方に視線を向ける。

　この前、桜さくらが家うちに転がり込んできた騒そう動どうの時に、俺のエロコレクションを妹に全部開示するという超ちよう絶ぜつ罰ばつゲームな状況に陥おちいったので、ここで誤ご魔ま化かすのは不可能だった。

「……ぐ、わかった。これも取材のためだ……！」

　俺はもうヤケクソ気味に押入れからノートＰＣを取り出す。

　妹相手にこのエロゲキャラがイイ！　なんて話をするとか、想像しただけで舌を嚙かんで死にたくなる状況だった。

　だがこれもラノベ大賞を取るためだ……！　それに、エロシーンにさえ入らなければそんなに気まずいことにもならないだろうしな……！

　間近で涼花が画面を覗のぞき込む中、俺はエロゲを起動してはその中でいいと思ったキャラを見せていく。もちろん妹キャラは除外してだ。さすがにリアル妹相手にエロゲの妹キャラを紹しよう介かいするのは拷ごう問もんに等しいので勘かん弁べんしていただきたい。

「…………………………………………なるほど、お兄ちゃんはこういう女性キャラが好きなんですね」

　隣となりで涼花が静かに呟く。……けど、なんか声がものすごく怖こわい。

　何の感情もこもってないような響ひびきなのに、なぜかすごく冷たく感じる……。

「……あ、あのー、涼花さん？」

「胸の大きい女の子ばかりですねお兄ちゃん。でも、この大きさはあまりに不自然だと思うんですけど」

「そ、そこはエロゲですから……」

　謎なぞの威い圧あつ感に敬語で返す俺。

　なんで俺はエロゲ特有のデフォルメ表現に申し訳なさを感じさせられてんだ……。

「まったく……！　や、やっぱり胸なんですか……！　胸がなければ……！」

「いやいや！　エロゲイラストは実際のサイズよりも大げさに描写するもんだから！　そういう風に見えるってだけで！」

「!?　で、では私もこの世界の中に入れば胸が大きく見える……!?」

　どういう発想だよそれ！

「いや、胸がなければそれはそれで思いっきりペッタンコに描かれて──って痛いてぇ!?」

　俺が貧ひん乳にゆう描写の解説をしていると、涼花に思いっきり脇わき腹ばらをつねられた。

　超不ふ機き嫌げん顔で「お兄ちゃんのバカ……！」とそっぽを向く涼花。

　……いつつ、今のは確かに俺が迂う闊かつだった。最近わかったんだけど、どうやら涼花は自分の胸の大きさを気にしてるみたいだからな……。

　そんなの気にしなくても涼花はスタイルもいいし、女の子として十分可愛いのに。

　ふう、俺の妹さまは完かん璧ぺき主義者だから困るぜ……。

「ふん、もういいです。早く次のキャラも見せてください」

「わ、わかりました……」

　不ふ貞て腐くされた様子の涼花に促うながされ、俺はビクビクしながらキャラ紹介の続きに戻る。

　そんな中、ある幼おさな馴な染じみキャラが主人公を起こしに来るシーンが表示された。

「ちょ……っ。し、下着が見えてるじゃないですか……！」

　それは、幼馴染キャラがベッドの上に立って寝ねてる主人公を足あし蹴げにして起こすというシーンだったのだが、スカートでそんな体勢になればお約束のようにパンツが見える。

　今時ラノベであってもおかしくないサービスイベントなわけだが、案の定涼花から汚いものを見るような目を向けられる俺。

　だが、てっきりまた非難されるとばかり思っていたのだが、

「……お、お兄ちゃんはこういうのが好きなんですか」

　と、なぜか涼花は真しん剣けんな顔で画面を眺ながめている。

「い、いや、俺は別にこういうのは……」

「ゲームの中の主人公も似たような反応ですが、これは男性へのサービスシーンなんですよね？　私もだんだんわかるようになってきました」

　おお、涼花も着実にオタク業界のお約束を学んできているようだ。

　って感心してる場合じゃない。

　……まあ、あれだよ。確かに主人公も不満を口にしてるけど、端はたで見てる限りは嫌きらいじゃないイベントだ。ヒロインのツンデレ感も出てるし、パンツも拝めるしな。

「お兄ちゃんは相変わらずどうしようもないエロ魔ま王おうですね……」

「人の思考を読まないでほしいんですが……」

「お兄ちゃんがわかりやすすぎるのが悪いんです」

　返す言葉もない。……でも、この辺の思考は男子なら全員同じになるよな？　な？

「…………」

　涼花は呆あきれたように俺を睨んでいたが、また無言で画面を眺めると、

「……私もお兄ちゃんを起こす時、こういう風にした方がいいですか？」

　と、衝しよう撃げき的すぎる発言をしてくれたので、俺は思いっきりむせた。

「ごほごほっ!?　な、なに言ってんだお前!?」

「べ、別に変な意味じゃありません！　お、お兄ちゃんがこういうのが好きなら、取材に協力する者として私もした方がいいかなと思っただけです！」

　もちろんそれ以外の理由なんてあるはずもないけど、それでもやっぱり遠えん慮りよする！

　毎朝リアル妹に踏ふみつけられてリアル妹のパンチラを拝みながら起き床しようとか、いろいろ開けてはいけない扉とびらが開きそうな気配しかしないからな！

　その後、一通りキャラの紹介を済ませると、涼花はいつの間にか取り出していた自前のメモ帳を見ながら何やら難しい顔をしていた。

「これまで見てきたキャラの共通点から分析すると、お兄ちゃんの理想のタイプは──」

　と、そこでなぜか一いつ旦たん言葉を切って、顔を赤くする涼花。
















「あ、相手のことが好きで好きでたまらないけれど素直になれない女の子、という要素が多かった気がしますね……！」

「あー、いわゆるツンデレか」

　うん、まあ確かにツンデレは嫌いじゃない。やっぱツンがあるぶんデレが強まるし、そういう女の子は一いつ生しよう懸けん命めいな性格が多いから好感が持てる。

「ま、まあそれは素晴らしいことなんですが、えへへ……」

　なぜ俺がツンデレ嗜し好こうで涼花がうれしそうなのかは謎だが、間もなくその笑顔が消えると、底冷えするような視線がこちらに向けられた。

「……あとの共通点といえば、全員胸が大きかったことでしょうか……？」

　…………え、えーと。

　そそそそれは仕方なくないですか!?　男がおっぱいを求めるのは自然な欲よつ求きゆうであって、だからって別に胸がなければダメってことになるわけでもないし!?

「まったく、お兄ちゃんは本当にどうしようもない人ですね……！」

　何も言い返せない俺に白い目を向ける涼花。

　……こ、これは明らかに怒おこっておられる。

　どうしよう。もしかしたら「こんなイヤラシイお兄ちゃんに協力なんてできません」なんて言われて見捨てられたりする可能性が……。

　と、そんなことを考えながら俺が戦せん々せん恐きよう々きようとしていると、涼花は「これだからお兄ちゃんは……」となぜか頰を赤らめて、

「お、お兄ちゃんの理想の方向性は大体わかりました。……な、なので明日あした早さつ速そく、その、で、でででデートをしましょう！」

　いきなりそんな爆ばく弾だん発言をして俺の度ど肝ぎもを抜ぬいたのだった。

「で、デートぉっ!?　なんで急にそんな話に!?」

「だから勘かん違ちがいしないでください！　こ、これはあくまでも取材のためです！　ヒロインが一番可愛いのはイチャイチャしてる時じゃないですか！　だったら取材のためにデートをするのは必然です！　ですよね!?」

　真っ赤な顔で力説され、俺は思わず「お、おう！」と頷うなずいてしまう。

　……確かにそれはそうかもだけど、てっきり呆れられていると思ってただけに、唐とう突とつに出てきた「デート」という単語に変にドキドキとしてしまう。

「そ、それにデートと言っても、明日はもともとクリスマス会のプレゼントを買いに行く予定だったじゃないですか。そのついでに、あれです……、ちょっとイチャイチャして、取材をしてしまおうと、ただそれだけのことです」

　ぷいっと俺から視線を外しながらそう言う涼花。

　言われてみれば、明日は冬季合宿とクリスマス会の準備のため、涼花と一いつ緒しよに買い物に行くことになってたんだった。今思い出した。

　冬季合宿というのは、舞の主しゆ催さいでクリエイターが集まって合宿をしようという──まあそんな名めい目もくの旅行みたいなもんだ。夏休みにもやったあれと同じで。

　ただ今回は冬ということもあって、行くのは北国。それにクリスマスとかぶるから、ついでにみんなでクリスマス会もしようという話になっている。

　だからそれ用のプレゼントを買いに行くつもりだったんだが──

「……なるほどな。そのついでにデート取材ってわけか」

「そ、そうです。私は全然そんなことしたくないし、全く不本意なのですが、協力を名乗り出た以上仕方がありません」

　そっぽを向いたままそうまくしたてる涼花に、俺は頭が下がる思いだった。

　自分のためならまだしも、俺の作品のために嫌いや々いやでもデート取材に付き合ってくれるなんて……、やはり俺の妹はいいやつすぎる。

　兄貴が妹萌もえなんてキモイ状じよう況きようでもこうやって変わらず（まあ代理人の件があるから嫌々なんだろうけど）接してくれるあたり、本当に人格者だ。感謝してもしきれないぜ。

「……わかった。じゃあ悪いけど、明日取材に付き合ってほしい。ほんと、俺のためなんかにわざわざすまん。いつも迷めい惑わくばっかかけてんのに……、ありがとうな涼花」

　だから俺は素直な気持ちでそうお願いした。

「うう……。そ、そこまで純じゆん粋すいに感謝されると良心の呵か責しやくが……。私の思おも惑わく通りになったのはいいけどちょっと申し訳ない気分です……」

　けれど、なぜか涼花は複雑そうな顔をして、小声でなにやら呟つぶやいていた。

　……なんだ？　やっぱ俺の理想の女の子役でデートするってことに抵てい抗こうがあるんだろうか？　いやまあ、それは抵抗があって当然なんだろうけどさ。

　とにもかくにも、そんなわけで俺は涼花の協力を得て、ヒロイン描びよう写しやの強化に取り組むことになったのだった。




　　　　▼




　で、翌日の昼下がり。

　俺は四よつ葉ば公園の時計近くで、涼花が来るのを待っていた。

　同じ家に住んでるんだから一緒に出てくればよかったのだが、あくまでもデートということで、外で待ち合わせをするべきだという涼花の主張に則のつとったわけだ。

「……こうやってると、夏休みの偽ぎ装そうデートを思い出すなぁ」

　俺はぼんやりと空を眺めながら、そんなことを呟く。

　あの時は、俺が本物の永遠野誓かって疑いを持った舞に見せつけるためのデートだったわけだが、今度は俺の作品の取材のためにこんなことをしてるとは、未来のことはわからないもんだ。

　それはともかく、あの時は夏だったからよかったものの、冬真っただ中の現在じゃ外での待ち合わせは結構キツい。風が吹ふくたびに寒くて身体からだが震ふるえるし。こんなことなら外で待ち合わせをするにしても、どっか屋おく内ないのがよかったな。

「……ふむ。冬の待ち合わせは屋内が自然、と」

　そんな感じで、また一つ作品に反映すべきリアリティをゲットしていると、

「お、お待たせしました！」

　涼花の声が聞こえてきたので、俺は後ろを振ふり向いた。……のだが、

「……え？　誰だれ？」

　そこに立っていた人物に、俺は思わずそんな反応をしてしまう。

　というのも、俺に声をかけてきたのはツインテールで胸が妙みようにデカく、しかもミニスカニーソ姿の見覚えのない美少女だったからだ。

　恥はずかしそうに頰ほおを染め、ちょっと不安そうな感じで上うわ目め遣づかいをしてくるその姿がものすごく可愛くて、俺は思わずドギマギしてしまう。

　……いや、あれ？　でもおかしくないか？

　涼花の声がしたと思って振り向いたはずなのになんでこんな子が……？

　俺が頭に？マークを浮うかべながら混乱していると、その見知らぬ美少女は、

「ど、どうしたんですか？　こ、この格好が何か変ですか？」

　と、聞き覚えのある喋しやべり方で、少し焦あせったような声を出した。

　……って、待てよ？　ひょっとしてこの子は……。

「ま、まさか、お前涼花か……？」

「な、なにを言ってるんですかお兄ちゃんは？　そんなの当たり前じゃないですか」

　呆れたように眉まゆをひそめるその表情はまぎれもなく涼花のものだったが、俺はホッとするよりもますます混乱が増した気分だった。

「えーと……、なんでまたそんな格好を？」

　とりあえず、一番気になってることを率直に訊きいてみる。

「こ、これは取材のためです。今日の私はお兄ちゃんの理想の女の子役ですから、いつもと違ったイメージになるようにしたんです」

　すると、涼花は照れながらもハッキリと筋の通った答えを返した。

　……なるほど。役のためにイメチェンしてきたと。それはいいんだけど──

「そのヘアスタイルと服装をチョイスしたのは……？」

「か、髪かみはお兄ちゃんが提示した女性キャラにツインテールの子が多かったからで、服装は『えろげー』のキャラを意識して……！」

　恥ずかしそうにスカートを押さえながら答える涼花。

　つまり、昨日の分ぶん析せき結果を踏まえたうえでそういう格好をしてきたというわけか。

　俺の取材のためにわざわざ……と思うと、ちょっとジーンときてしまう。

　……と感動するのはいいんだが、気になってる点はもう一つ残ってるだろ俺。

　ただ──これは果たして訊いてみるべきことなんだろうか……!?

　なんだかパンドラの箱を開ける時のような謎なぞの緊きん張ちよう感が全身にみなぎってくるが、さすがに見て見ぬふりはできそうになかった。

「あー、その、あれだ。涼花」

「な、なんですかお兄ちゃん？　もしかして、この格好は似合ってませんか？」

「い、いや、それはすごく似合ってて可愛いと思うけど」

「か、かかかかわ……っ!?」

　耳まで真っ赤に染まる涼花に、俺の方もなんだか気き恥はずかしくなる。

　……で、でも仕方ないだろ！　俺の妹は元からメチャ可愛いんだから、どんな格好でも似合うに決まってんだよ！

　そうじゃなくてだな！　今問題なのはもっとピンポイントなことであって！

「……その、な」

「な、ななななんでしょうか!?　もっと他にも褒ほめてくれる点が──」

「なんで胸がそんなことになってんの？」

「………………………………………………………………さあ取材に行きましょうか」

　おい!!

　話題を変えるにしたって、ちょっとあからさますぎるだろそれは！

「お、お兄ちゃんは女子になんてはしたないことを訊いているんですか！　せ、セクハラです！　変質者です！　事案ですよ！」

「お、落ち着け！　確かにアレな質問だったかもしれないけどさ！　でも、この場合は仕方ないだろ!?　明らかに不自然なんだから！」

「わ、私の胸が大きかったら不自然だって言うんですか！」

　言うから訊いてるんだけど、なんで逆ギレしてんだよお前は！

　……その、別に涼花の胸が小さいとか貧ひん乳にゆうとか言ってるわけじゃなくて、昨日までなかったものが今日あったら絶対おかしいだろ!?

「お、お兄ちゃんは意地悪です……！　わ、わかってるくせにあえて訊かなくったっていいじゃないですか……！」

　涼花が拗すねたような顔で俺を睨にらむ。

　まあそう言われたらそうなんだけど、やっぱそこは確認しておきたいじゃないか。

「……ってことはやっぱ、それも役作りの一いつ環かんってわけ……か？」

「…………」

　涼花は不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを尖とがらせながら、無言の肯こう定ていを返す。

　つまり、俺が巨きよ乳にゆう好きだから、わざわざイメチェンに合わせて胸も盛ってきてくれたというわけなのか……。

「その……、ありがとな？　わざわざそんなことまで」

「お、お兄ちゃんのためじゃなく取材のためです。それから、もう胸のことについては言げん及きゆうしないでください。……と、とにかく今日の私は胸の大きな女の子ですから。いわゆる『きょにゅう』というやつですから！　その認識でお願いします！」

　睨みながらそうまくしたてる涼花に、俺はコクコクと何度も頷く。

　涼花と巨乳か……。イメージ的には全く合わないけど、取材のためにここまでしてくれてるんだから本当にありがたい話だ。

　最初見た時は驚おどろいたけど、涼花の気き遣づかいを無む駄だにしないよう、俺も今だけは認識を改めるとしよう。……涼花は巨乳涼花は巨乳……。

「わ、私もそのように振る舞まいますから。……こほん。あー、ちょっと肩かたが重いですね。やっぱり胸が大きいと凝こって仕方がないですよー」

「さすがにわざとらしすぎるだろそれは！」

　俺は涼花のあんまりな演技に思わずツッコんでしまっていた。

「な、なんでですか！　氷ひ室むろさんやＷピースさんは時々こういうことを言ってますよ!?　それがどれだけ羨うらやましかったか！」

「羨ましかったのか……。ってか、女子同士だとそういう話にもなるんだな……」

　性格にいろいろと問題があるあの二人でも、さすがに俺の前ではそういう露ろ骨こつな台詞せりふを口にしたことはない。

　ちなみに氷室ってのは、俺のクラスメートでありプロラノベ作家で永遠野誓の熱心なストーカーでもある氷室舞のことだ。これだけでいろいろと問題のある人物だってわかってもらえると思う。

「ううう……！　も、もういいです！　とにかく今日の私はお兄ちゃんの理想の女の子役なんですから、それでデート取材を始めますよ！」

「あ、おい！」

　真っ赤な顔でさっさと歩き出す涼花に、俺は慌あわててついて行く。

　まあ何はともあれ、涼花にここまで協力してもらってるんだから、バッチリ取材をこなして、ヒロイン描写の上達につなげないといけない。

「まったくお兄ちゃんはデリカシーがないんですから……！」

　不機嫌そうに呟いている涼花を横目に見ながら、俺は再度認識を強化する。

　今日の涼花は、巨乳の女の子巨乳の女の子……！

　と、その時ふと気が付く。

　もし、涼花が本当にそんな女の子だったら？

　その問いに対して俺は、驚くほどすんなりとこんな答えを思いつくのだった。

　……そんなの、超ちよう絶ぜつ可愛い美少女がウルトラスーパー超絶可愛い美少女になるに決まってるじゃないか。そんだけの話だよ。




「ところで、今日のデートのコンセプトですが」

　と、ちょうど公園を出たあたりで涼花がそう切り出した。

「今日の私は、その……、お兄ちゃんのことが好きすぎるけど素直になれない『きょにゅう』の女の子ですから、お兄ちゃんも私をそういう風に扱あつかってください」

　恥ずかしそうにしながらも、しっかり巨乳にアクセントを付けて言う涼花。

「そりゃもちろんそのつもりだけどさ……」

「けど……、なんですか？」

「お前のその『お兄ちゃん』ってのはどうにかならないのか？　さすがにその呼び方だと完全に──」

「あ」

　俺の指し摘てきに、涼花はかああぁと顔を赤くして押おし黙だまる。

　妹属性じゃないヒロインの取材をしてるのに「お兄ちゃん」呼びってのは、やはりよろしくない。そこは涼花も気づいたようだ。

「そ、そうですね……。では…………、では……？　では、代わりにお兄ちゃんをどう呼べばいいんですか？」

　……なんでそんな愕がく然ぜんとした顔をしてるんだお前は。

　それはさておき、お兄ちゃんに代わる呼び方ねぇ？

　うーん、とりあえず適当にいろんな人から呼ばれている名めい称しようを思い浮かべてみる。

　ナガミン、先生、師し匠しよう、同志──と、この場に適切なものが何一つとして存在しないってのはどういうことだよ……。

「そうだな……。やっぱデートまでしてるんだから、普ふ通つうに名前を呼び捨てにするのが一番自然じゃないか？」

「な、名前を呼び捨て!?　ということは……、ゆ、ゆゆゆ、ゆゆゆゆゆゆ！」

　涼花は真っ赤な顔で「ゆ」を連呼してるが、あんまり人の名前で遊ばないでほしい。

「ゆ──……………………祐」

「おう。やっぱそれがこの状じよう況きようじゃ一番適切だと──」

「……お兄ちゃん」

「おい……」

　なんでわざわざ後からその単語を付け加えるんだ……、と俺が呆あきれていると、

「ち、違うんです！　わ、私にとってお兄ちゃんはやっぱりお兄ちゃんだから……っ」

「それはそうかもだけど、取材なんだからそこはやっぱ何とかしないと」

「わ、わかっています。ちょっと練習させてください！」

　涼花は何度か深呼吸を繰くり返して気を落ち着かせている。

　けど、なんで俺を名前で呼ぶだけでそんな大層なことになってるんだ？

「こ、こほん。ではいきます。……えー、きょ、今日はいいお天気ですね、……祐？」

「そ、そうだな」

　なんだか涼花の緊きん張ちようがこっちにまで伝わってくるみたいだ。

　ちなみに今日は曇くもり空でかなり寒いが、さすがにそんなツッコみを入れるほど俺も空気が読めてないわけじゃない。

「は、春の陽気の中を小鳥が元気にさえずってますね、祐」

「いや、そっちは明らかにおかしいだろ!?」

　だが季節感の欠片かけらもない言葉はさすがに聞き流せなかった。

「い、いいじゃないですか。これは単なる例文です」

「例文で会話されても受け答えに困る！」

「ま、まったく融ゆう通ずうが利きかないんですから祐……お兄ちゃんは！」

　って、またお兄ちゃんって言ってるし、融通が利かないのはどっちだよ！

「あああ、もうダメです……！　お兄ちゃんはやっぱりお兄ちゃんだから、どうしてもお兄ちゃんって言ってしまいます……！」

　頭を抱かかえて悩なやんでいるという、涼花にとってはかなりレアな光景だった。

「……わかったよ。じゃあとりあえず呼び捨てはなしで。協力してもらってる身で、無理な強要はできないしな」

「すいません……。で、でも、お兄ちゃんは私を妹じゃなく一人の女の子として認識してくれないとダメですよ!?　あくまでも取材のために！」

　無茶なことを言ってくれるぜ……、とため息を吐つきたいところだが、これは俺の取材なので不満を言える立場にはない。

　とりあえずできるかどうかはわからないけど、涼花の「お兄ちゃん」を「祐」に脳内変へん換かんするよう努つとめるしかないな……。

　そんなことを考えていると、間もなく本日の目的地が見えてきた。

　といっても、この前の偽ぎ装そうデートでも来た駅前のショッピングモールなんだけどな。

　本来の目的が買い物なわけだから仕方がない。けど、いろんな店があるしショッピングはデートとしても定番だと思うから問題はない……と思う。

「お兄ちゃん、買い物はするわけですけど、取材の目的に沿った設定にしませんか？」

　モール内に入ると、涼花がそんなことを言いだした。

　俺が「目的に沿った設定？」と訊たずねると、

「はい。クリスマス会のプレゼントを買うことには変わりませんが、設定としては、お互たがいへのプレゼントということで選ぶのがいいと思います」

「お互いへのプレゼントか。それってなんか恋こい人びと同士っぽいような……」

「い、イチャイチャするのも取材ですから！　だから、こういうことをするのも取材の内なんです！」

　そう言って、涼花は突とつ然ぜん俺の腕うでに抱だき付いてきた。

　涼花の甘いにおいがふわりと香かおって、柔やわらかい感かん触しよくが腕に押し付けられる。

　……まあ感触は偽にせ物ものなんだけど、それでもやっぱりこういう体勢はどうしてもドキドキとしてしまうのだった。

「わ、わかった。じゃあ今日はそういう設定で取材するってことで、よろしく頼たのむ」

「は、はい」

　お互い緊張しながら、モールのショッピング街へと向かう俺達。

　……それにしても、素直になれない女の子が何かを口実にこうやって腕に抱き付いてくるとか、もし現実だったらどんだけうれしいイベントなんだよな。

　で、それがもし自分の理想の女の子だったら、きっともっとうれしいに違ちがいない。

　その感覚をラノベに反映させるためにも、俺は俺自身の理想の女の子像ってやつをハッキリ見み極きわめないといけないんだよな。……よし、がんばろう。

　そうこうしているうちにショッピング街に到とう着ちやくした。

「ど、どのお店に行きますか？」

「そうだな……。お互いへのプレゼントとなると何がいいかな……」

　俺は涼花の質問に、周りの店を見み渡わたしながらどう答えたものか悩む。

「あの、じゃあ洋服屋さんに行きませんか？」

「ん？　別にいいけど、何か欲しい服でもあるのか？」

　涼花の提案に訊きき返す俺。やっぱ涼花は女の子だから、新しい服とかが欲しいのだろうか──なんて考えていると、

「い、いえ。……その、好きな人に可愛いって言ってもらえる服を選んでほしいなって思って……。あ、でも、違いますよ!?　これはあくまでも役としての意見であって、私個人としての願望とかじゃないですからね!?」

　涼花は真っ赤になってワタワタと慌てる。

　涼花個人の願望だなんて思わないけど、それでもその台詞はかなりキた。

　……くそっ、なんで涼花のやつ、こうもキャラの演技が上手うまいんだよ……！

　毎回取材の時は思うけど、本当にこいつはそういうところがスゴイ。キャラへのなりきりが半はん端ぱじゃない。今の言葉だって、ものすごくリアルだったし。

「そ、そうだな。俺も、女の子の方から似合う服を選んでほしいってのはかなり可愛いと思うし……。じゃあ、最初は服を見に行くか」

　俺がそう言うと、涼花はうれしそうな笑顔で「はい」と頷うなずいた。

　そんなわけで、俺達は男女両方の服がそろった大型店へと入る。

「そ、それでお兄ちゃんは、私にはどんな服が似合うと思いますか……？　べ、別にお兄ちゃんのためにそれを選ぶというわけじゃないですけど、あくまでも参考意見として聞いておいてもいいかなと思いまして！」

　ツンデレ台詞ぜりふも実に自然な感じに使いこなす涼花。

　そんな感じに促うながされた俺は、涼花に似合うような服を探すのだが、

「う、うーん……」

　ヤベえ……、全然わからん！

　どうしよう。俺って女の子の服はおろか、自分の服装にもあんまり頓とん着ちやくしないくらいだからな。女子に似合う服と言われても、どんなのがいいのかさっぱりだ。

「えーと………………、これとか？」

　とはいえ、期待するように待っている涼花にわかりませんと言うわけにもいかない。

　それにこれは俺の取材なんだから、俺がしっかりやらないとダメだ。

　そう思って、俺は目についた服を指さしたのだが、

「……悪くはありませんが、少し子供っぽい気がします」

　その明るい花はな柄がらのワンピースに、涼花は不満そうに唇くちびるを尖とがらせる。

「お兄ちゃん、今日の私は妹じゃなくて一人の女の子なんですよ？　その辺りの意識がまだ希き薄はくなのではないですか？」

　ジト目でそう非難された俺は、一人の女の子だっていうならやっぱお兄ちゃん呼びはおかしいだろ……と、心の中で力なく返す。

　とはいえ、確かに言われてみればちょっと子供っぽかったかもしれない。

　涼花の指摘通り、俺がまだ妹としての視点を捨てきれていないから、無意識のうちに妹に似合いそうなものをチョイスした可能性も大いにある。

　……まあ一人の女の子として見ても涼花は小柄で実際よりも幼い外見だから、こういう服でも十分似合うんだけど──って睨にらむなよ！　マジで俺の心を読んでるのかお前は！

「えっと、じゃあ……」

　俺は不ふ機き嫌げんな視線に促され、再度涼花に似合いそうな服を探す。

　その時、

「あ、すいません」

　と、棚たなの陰かげから人が出てきて、軽くぶつかってしまった。

　相手は年上のお姉さんで、向こうも「こちらこそごめんなさい」と言って頭を下げる。

　穏おだやかそうな人で、その件はそれで終わったのだが、俺は一いつ瞬しゆんだけその人のある部分に見とれてしまった。

　……デカいな。

　服の加減もあるのかもしれないが、パッツンパッツンになっている胸むな元もとに思わず視線が吸い込まれる。別にエロい目でジロジロ見てたわけじゃなく、男なら条件反射的にそっちに向いてしまうって感覚だ。……わかるだろ？

　お姉さんはすぐにすれ違って行ってしまい、それでまた俺も服探しに戻もどる──はずだったのだが……、

「……お兄ちゃん？　一体どこに視線を釘くぎ付づけにしてたんですか……？」

　地の底から響ひびくような声が背後から聞こえて、俺はビクッと背筋を伸のばした。

　恐おそる恐る振ふり向くと、腕を組んだ涼花が思いっきり俺を睨んでいたわけだが、あんな一瞬の視線移動まで把は握あくしてたのかこいつは……！

「い、いや、釘付けとか語ご弊へいがあるぞ。ただ単に少しだけ視界に入った程度で」

「いえ、明らかに胸元に目線が固定されていました。納得のいく理由を聞かせてほしいものですね」

　んなもん『デカかったから』以外に説明のしようがあるか！

「そ、そんなことより取材に戻ろうぜ？　お前に似合う服を探さないとだよな！」

「ええ。ですがその前に理由をどうぞ。女の子とデート中に他の女性の、しかも胸元に着目した明確な理由を。数秒で済む話です」

　噓うそつけ！　お前の目が「その程度ではすませない」って雄ゆう弁べんに語ってるじゃねえか！

　……くそっ、単に男の生理的な反応なんだから許してくれてもいいだろ。

　それに、そもそも今はお前だって巨きよ乳にゆうキャラじゃないかよ。

　文句を付けるのは筋すじ違ちがいってもんで──

「……あ」

　と、そこで俺はある考えを思いついた。起き死し回かい生せいの策とかそういうのじゃないけど、本能がもうそれでいくしかないと叫さけんでいる。

「なんですか？　納得のいく説明をする気になったんですか？」

「ち、違うんだ。さっきのあれはだな……、取材の参考になると思ったからなんだよ！」

「じょ、女性の胸を何の参考にすると言うんですか！　お、おおおお兄ちゃんはどこまで変態で破は廉れん恥ちなエロ皇こう帝ていで──」

「そうじゃなくて！　今はお前も巨乳の女の子だろ!?　だったら巨乳に似合う服を選ぶのがこの場合正しいんじゃないかって思って！」

「え？」

　俺の言葉に、涼花がピタリと動きを止める。

　そして真顔のまま、思い出したように自分の胸元に手をやった。

「きょ、きょにゅうに似合う服……!?」

　むにゅむにゅと自分の胸（偽にせ）を触さわり続ける涼花。端はたから見てると結構すごい光景なのだが、呆ぼう然ぜんとした様子の涼花はそれに気づいた様子はない。

「そ、そそそその発想はありませんでした……！　す、素晴らしい着眼点だと思いますお兄ちゃん……！」

　そして間もなく、俺の発言に全面的に同意するかのように、コクコクとすごい勢いで頷きまくる。

　冷静に考えてみればセクハラ以外の何物でもない発言なのだが、どうやら涼花を納得させられたらしい。我ながら信じられない。

「そ、そうですよね……！　今の私はきょにゅうなんですから、そこに着目するのはごく自然というものです！　そ、それで、似合う服というのはどういうものですか!?」

　涼花は目を輝かがやかせながら身を乗り出す。

　……ま、まさかここまでアグレッシブに反応するとはな。

　とはいえ、言い出した手前本当に巨乳に似合う服ってのを探さないといけない。

「え、えっと……！　そうだ！　これは似合うと思うぞ！」

　幸いすぐ近くにピンとくる服があり、俺はそれを手に取る。

　縦に線の入ったタートルネックのセーターだ。身体からだのラインがハッキリ出て、なおかつ縦線の湾わん曲きよくが胸の大きさを強調する……はず！

「な、なるほど！　確かにこういったセーターを氷室さんも着ていた記き憶おくがあります。あの時は実に妬ねたましかったですが、今の私はきょにゅうキャラなのできっと着こなせるに違いありません！」

　……妬ましかったのか。なんかちょっとだけ涼花の心の闇やみに触ふれたような気がする。

「早さつ速そく試着してみます！」

　そう言ってセーターを摑つかむと、さっさと試着室へと向かう涼花。

　俺も後からついて行き、試着室の前で待っていると、しばらくして勢いよくカーテンが開いた。

「……ど、どうですか」

　おずおずといった感じで、涼花はセーター姿を披ひ露ろうする。

　俺の思った通り、胸のところだけ縦線が歪ゆがみ、それが大きさを強調しているように感じられる。少々丈たけの余った裾すそなどもポイントで、照れた涼花の顔も相まってメチャクチャ可愛く見えた。

「あ、ああ、よく似合ってるぞ……」

「そそそそうですか……！　えへへ……！」

　素直に褒ほめたつもりなのに、なんか妙みように気き恥はずかしいな……。

　一方で涼花はうれしそうな笑顔で、自分の姿を試着室の鏡に映しながらいろんなポーズをとっていた。どうやら気に入ったらしい。

「ふ、ふふふ、さすがきょにゅう用の服です……！　きょにゅうでないと着こなせない感じが──」

　と、偽にせ物ものの胸なのに誇ほこらしげに胸を張った時だった。

　ストン──と、かすかな音がしたかと思うと、涼花の巨乳が突とつ然ぜん消えた。

　……い、いや、消えたというより、これは移動したといった方が……。

「す、涼花。涼花」

「なんですかお兄ちゃん？　も、もしかして私の胸に見とれてたんですか？　まったく、お兄ちゃんは本当にイヤラシイんですからっ」

　恥ずかしそうな笑顔でそういう台詞を言うのは確かに萌もえるんだけど、今はそういうことを言ってる場合じゃなくてですね……。

「その、胸が……………………、落ちてるぞ」

「はい？　お兄ちゃんは何を意味不明なことを──」

　と、涼花が胸に手をやると、瞬しゆん間かん笑顔のままピシリと固まった。

　ペタペタスカスカ。虚むなしい音が辺りに響く。

　そして視線が自分の腹部に向けられた瞬間、

「あ……ぅ、あううううううううぅ…………っ！」

　涼花はまるで裸はだかでも見られたようなリアクションで、真っ赤になってその場に沈しずみ込んだのだった。




「……ううう、きょにゅう用の服は真のきょにゅうにしか着こなせないことが判明しました……。私にはその資格がなかったのです……」

　あの後、涼花はセーターからもとの服に着き替がえ、何とか立ち直ったもののやっぱりまだ少し凹へこんだままだった。役のための巨乳（偽）は既すでに取り払はらわれ、いつも通りの控ひかえめな涼花に戻っている。

「ま、まあ事故だって。さっきのことは忘れて取材をやり直そうぜ」

「……でも、お兄ちゃんにあんな恥ずかしいところを……。ううう～……」

　恥ずかしいってのは、偽の巨乳ではしゃいでいたことか、それともその後に現実を突つきつけられたからか。

　よくわからないけど、胸の大きさにコンプレックスを抱いだいているらしい涼花にとっては一連の出来事が結構なダメージになってしまったらしい。

「……だ、大だい丈じよう夫ぶだ。女の子の可愛さは胸の大きさなんかで決まらないから」

　俺はどんよりと暗いオーラを背負っている涼花が見ていられず、そう声をかける。

「……でも、お兄ちゃんは胸が大きい方がいいんですよね？」

　ちょっと涙なみだ目めで訊たずねる涼花。

　俺は一瞬その問いに「う……」と詰つまったが、やがてハッキリとこう答えた。

「確かに男として魅み力りよくに感じるけど、……でもそれだけで判断なんてしないって。本当に可愛いって思ったら胸の大きさなんて関係ないからさ。だからお前ももう気にするな。巨乳じゃなくたって、お前は十分ヒロイン役をこなしてくれてるよ」

　それは正直な言葉だった。巨乳の涼花には確かにドキッとしたけど、そうじゃないからってこいつの可愛さは全然変わらないのだから。

「お、お兄ちゃん……！」

　涼花はそれを聞いて、ぽ～っと顔を赤らめて俺を見上げる。

　……ほら見ろ。それだけでお前は十分美少女じゃないかよ。

「と、とにかく、巨乳だなんだって、それに合った服を選んだ俺が全面的に悪いってことでこの件は終しゆう了りような！　で、今度はちゃんとお前に似合う服を選ぼう」

「は、はい……！　お願いしますお兄ちゃん……！」

　ようやく元気を取り戻したのか、涼花はやっと笑顔に戻った。

　で、肝かん心じんの涼花に似合う服だけど、実はもう見つけてあったりするんだよな。

　さっき涼花が試着室にいる間に、ふと目に入ったものだ。

　あれなら涼花に似合うんじゃないかなーって自然に思えた服。

「これなんて、お前にはピッタリじゃないかな？」

　そう言って俺が指差したのは、白のブラウスと黒いシックなジャンパースカートを着たマネキンだった。それに黒いストッキングという組み合わせが可愛くて、あれは絶対に涼花に似合うと直感したんだ。

「あ、これ……」

　涼花が驚おどろいたように目を見開く。

「まあ俺のセンスだから、あんまりあてにならないかもだけど……」

「そ、そんなことありません！　……あの、また試着していいですか？」

　俺がもちろんと頷うなずくと、涼花は急せいた様子で服を片手に試着室へと入った。

　そして、やがてカーテンが開くと、

「…………あ」

「ど、どうですかお兄ちゃん……？」

　想像していたよりも何倍も可愛い涼花が出てきて、俺は言葉を失った。

「……どうしたんですか？　な、何か言ってください」

「あ、わ、悪い……！　見とれてたから……！」

「えっ!?」

　って、妹相手に何を言ってんだ俺は！　……い、いや、今はヒロイン役だから別におかしな台詞せりふじゃないはずだ……！　でも、今のは演技でも何でもなく、普ふ通つうに素すで出ちまった言葉なんだが……、ああもう落ち着かない！

「え、えっと、すごく似合ってると思うぞ……。俺が選んだものだったから不安だったんだけどさ……」

「そんなことありません……。この服、私から見てもすごく可愛くて、きっと欲しくなってたと思います」

　涼花はまるで慈いつくしむように、自分の着ている服をゆっくりと撫なでる。

「それをお兄ちゃんが選んでくれて……、私のために……！　何よりも、そのことが一番うれしいです……！」

　そう言って、涼花は顔を真っ赤にさせながら、ニコリと笑った。

　今まで見たことがないような極上の笑みに、俺はカッと頰ほおが熱くなるのを感じる。

　……これはあくまでも取材。それはよーくわかってるさ。それでも──いや、それだけにいつもと違ちがった涼花の可愛さが見えて、俺は胸が高鳴るのを抑おさえられない。

　女の子に喜んでもらえて、しかもそれが涼花みたいな子だったら、こんなにもドキドキするもんなんだな……。

　俺はそんなことを考えながら、なおぼんやりとうれしそうな涼花を眺ながめるのだった。




　　　　▼




「えへへ、買っちゃいました……」

　あの後、涼花は自分であの服を購こう入にゆうした。

　お互たがいへのプレゼントなのだから俺が買おうかと言ったのだが、

「い、いえ、これはクリスマス会とかとは関係なく、私個人の買い物です。は、初めてお兄ちゃんに選んでもらった服ですから」

　と言って譲ゆずらなかったのだ。

　あの服が欲しかったってのは本当で、それに役としてのニュアンスを付け加えたんだろうけど、本当に涼花はこういうのが上手うまい。上手すぎて照れるよマジで。

「あ、結局お兄ちゃんの服を選んでません」

　店を出た後、涼花が思い出したようにそう言ったが、

「別にいいよ、お前のだけで十分取材になったから。それより他の店に行こうぜ」

　俺がそう言うと、涼花は少し不満そうな顔をしたが、すぐに「はい」と頷いた。

　俺は涼花の服が入った紙かみ袋ぶくろを受け取り歩き出す。……さて、次はどうするか。

　クリスマス会用のプレゼントを買うって目的も果たさないといけないし──

「お？」

　と思っていると、ちょうどいい店が見つかった。

「涼花、今度はあそこに行ってみるか？」

「あそこは……アクセサリー屋さんですね。はい、いいと思います」

　涼花の同意も得られたので、アクセサリーショップに向かう俺達。

　あそこならプレゼント用の小物とかも見つかるかもしれないし、デート感も出ていい感じなんじゃないかと思う。……俺もだんだん慣れてきた気がするな。

「へー、いろいろあるな。ペンダントにブローチ、ネックレス……か」

　俺は店内を見み渡わたしながら、そのまばゆさに少し目を細める。客も女性ばかりで、やっぱり女の人はこういうのが好きなんだなぁという感想を抱いた。

「涼花もこういうのに興味が──」

　あるのか？　と言おうとして振ふり向くと、涼花はある一点を熱心な様子でじっと見つめていた。……あれは、指輪か？

「…………はぅ」

　なぜかウットリとした様子で熱いため息を吐つく涼花。

　こいつは普ふ段だん、こういったキラキラしたものとかは身に着けてないんだけど、やっぱ興味があるみたいだな。女の子だもんな。

「指輪が欲しいのか？」

「ぴぅっ!?」

　俺が声をかけると、涼花は変な声を出してビクッと身体からだを震ふるわせた。

「べ、べべべ別に私はお兄ちゃんとの婚こん約やく指輪が欲しいなんてこれっぽっちも!?」

「お、おま……っ！　婚約指輪って……！」

　いきなり飛び出してきたトンデモ単語に、涼花以上にこっちが焦あせる。

「ち、ちちち違うんです！　い、今のはあくまでもヒロイン役としての意見でですね！　私個人がお兄ちゃんとの婚約指輪が欲しいなんてこれっぽっちも……！」

「わ、わかってるって！　だからまず落ち着け！」

　どこの世界に兄貴との婚約指輪を欲しがる妹がいるんだよ！

　涼花は単に役としての演技で言っただけだが、それがお兄ちゃんって呼こ称しようと混じってちょっとおかしなことになっていた。

「……ふ、ふう。つ、つまりですね、今の私は好きな気持ちを素直に表に出せない女の子役ですから、そんな女の子なら好きな人から指輪を贈おくられるのを夢見るのは自然という話であって、他意はありませんからね!?」

「も、もちろんだ。わかっております」

「……で、でもまあそういうヒロインなら、やっぱり指輪は欲しいと思います。しかもそれがお揃そろいだったりしたらもう……！　その意味でもこのペアリングというのは実に興味深いですね……！」

　そう言って涼花は再び役に戻もどりつつ、指輪に視線を戻す。

　なるほど、確かにそういうキャラなら今の涼花みたいな反応が自然なんだろう。

　……にしても、ペアリングか。

　男女で同じ指輪とか、それってもう完全に婚約指輪だよなぁ……。

「で、デートでお互いへのプレゼントとなると、こ、これが一番適切なのでは……！」

　涼花がこちらをチラチラ見ながら、ものすごく静かに力説している。

　うん、まあ取材の一いつ環かんでクリスマス会のプレゼント用に買うのはいいんだけどさ。

「でもクリスマス会のプレゼントって、みんなで交こう換かんするんだって舞が言ってたぞ？」

「はっ!?」

　俺がそう言うと、涼花はなにかを思い出したかのように真顔になった。

「……そ、そうでした。するとこれを買っても、私ではない誰だれかの手にお兄ちゃんとの婚約指輪が行く可能性が……!?」

「ペアリングな!?　……ってか、そもそも俺に指輪の片割れが当たらない可能性だって十分にあると思うんだけど」

「だ、ダメです！　そんなのもういろいろダメです……！」

　愕がく然ぜんとした様子の涼花。演技が上手すぎてちょっと引くくらい迫はく力りよくがある。

「まあさすがにペアリングを自分達用に買うのは……、その、取材としてもやりすぎだと思うし、指輪はちょっとな」

「ううう……」

　悔くやしそうにペアリングを睨にらむ涼花。

　だが一向に視線を外す気配がない。……そんなに欲しいのか。

「あー、じゃあとにかく、一回着けてみるか？」

「え？」

「買うのは無理でも、着けてみるくらいならいいだろ？　ペアリングはともかく、お前自身指輪に興味があるんじゃないのか？」

　俺がそう言うと、涼花は驚いたように目を見開いたが、やがて顔を赤くして遠えん慮りよがちにコクリと頷いた。

　店員さんを呼び、涼花が指のサイズを告げると、試着用の指輪を持ってきてくれた。

「お、お兄ちゃん、せっかくだからお兄ちゃんがはめてくれませんか……？」

「え？　お、俺が？」

「か、勘かん違ちがいしないでください！　取材のためです！　……その、こういう時は男の人にはめてもらいたいと思うのです。ヒロインとしては……！」

　な、なるほど、そういうものなのか……。

　涼花に促うながされ、俺は指輪を手に取る。

　涼花が左手を差し出すが……、どの指にはめればいいんだっけ？

　確か薬指だったか？　いや待て、でもそれって確か結けつ婚こん指輪とかをはめる指だったような……。この場合は取材としてそれでいいのか？　だがやっぱり取材とはいえそういう大事なことは軽はずみに──

　と、俺が思い悩なやんでいた時だった。

「あああ、あんた何やってんのよ!!」

　急にデカい声が聞こえてきたかと思ったら、俺達のところに見覚えのある二人がやってきた。赤毛の美少女に、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美女──

「って舞にＷピース先生!?　な、なんでこんなところに!?」

「一いつ緒しよに合宿用の買い出しに来てたのよ！　それよりも祐、あんたこそ何やってんの!?　こんなところで見知らぬ美少女と二人で……！　し、しかも指輪なんて……！」

「そ、それは誤解だ！」

「さすが先生デスね！　隙すきあらば女をたらし込むその性せい欲よく……。やはり先生は一流の鬼き畜ちくデス！」

「こんなとこで人聞きの悪いことを言わないでくださいよ！」

　突とつ然ぜん現れた、例の性格──というか人間性に問題のある二人に、俺はあからさまに狼ろう狽ばいする。まさか、こんな場面を一番面めん倒どうくさいやつらに見られるとは……！

「で、誰なのこの美少女は!?　あんたは毎度毎度、一番のファンである私を差し置いて新しい女をとっかえひっかえ……！」

「してねえよ！　ってか一番のファン云うん々ぬんは関係ないだろ!?」

「ひ、氷室さん、落ち着いてください！　私です。永見涼花です！」

　なぜか涙なみだ目めで迫せまる舞に、涼花が慌あわてて間に入る。

「……え？　す、涼花さん？　な、なんで？　いつもと髪かみ型がたが違うけど……」

「おや、妹さんだったんデスか。でも妹さんがどうしてイメチェンして先生と一緒にこんなところでイチャイチャしてたんデス？」

　い、イチャイチャなんてしてません！　と俺と涼花の声が綺き麗れいに重なる。

「こ、これはその、取材の一環ですよ。取材の」

「……あんたが涼花さんと取材してるのは知ってるけど、それにしたって指輪はやりすぎなんじゃないの……!?　ま、まさかいよいよ本格的に涼花さんを毒どく牙がに……！」

　俺は疑わしそうな舞に「んなわけあるか！」と速そつ攻こうで反論した。だが、直後に涼花から「お、お兄ちゃん……！」とクイクイ袖そでを引っ張られ、ハッと我に返る。

　……い、いかん。思わず否定しちまったけど、俺が自分の作品のために取材してるなんてことがこの二人に知られたら……非常にマズイ！

　最悪、俺が本物の永遠野誓じゃないってことまでバレる可能性がある。

　永遠野誓の新作のための取材だとか何とか言って誤ご魔ま化かす手もあるが、この二人に下手へたに情報を与あたえるとロクなことにならない気がするし……、やっぱりここは全力で誤魔化す以外なさそうだ。

　もちろんその方法は俺の尊厳を犠ぎ牲せいにするものなのだが、今回は完全に俺の事情なんで躊ちゆう躇ちよする権利さえない……！

「こ、こほん……。いや、あの、やっぱり取材なんだ。うん。妹が兄から指輪を贈られるシーンがこの先あるかもしれないような気がしないでもないから、今日は涼花に付き合ってもらってその取材をしてるというわけで……」

「やっぱり！　あ、あんた、リアル妹に婚約指輪を贈るとか！　取材にしたってやっていいことと悪いことがあるでしょ!?　こ、これはもう警察に通報するレベルなんじゃないの!?　家庭内妹毒牙事件とかそういう感じで！」

「なにその怪あやしい事件名!?　あとマジで妹に手を出すとかそういうことはないから、本気で通報しようとしないでくれますかねぇ!?」

「いやー、さすが私の尊敬する先生デスね。で、今後あるであろうエロシーンのために妹さんとエロい取材をするのはいつデスか？　その時は是ぜ非ひ私も立ち合わせてくだサイ」

「そんな予定は永遠にありませんから！　確定事じ項こうみたいに言わないでください!!」

　俺は、取材という名めい目もくで妹に手を出そうとする変態兄貴というレッテルを貼はられながらも、なんとか真相を誤魔化す。

　もちろん、涼花が本当に俺の毒牙にかかってるんじゃないかって疑ぎ惑わくだけは持たれないよう、細心の注意を払はらいながらだ。

　幸い二人はいつもの永遠野誓の取材ということで納得してくれているようで、俺は内心安あん堵どしながら涼花の方をチラリと確認した。……のだが、

「……そんなに全力で否定しなくてもいいじゃないですか。お兄ちゃんのバカ……」

　……なんでそんな不満そうな顔で俺を睨んでるんですかね。

　相変わらずの頼たよりない代理人っぷりを嘆なげかれているとしたら、切ない話だ。

「まあなんにせよ、こんなところで偶ぐう然ぜん出会ったわけデスし、合宿の買い出しは一緒にしマショうよ。ついでにその取材のお話についても詳くわしく聞かせてもらいマスよ？」

「ま、マジですか……」

「そうね。前々から言おうと思ってたけど、いくら妹モノ作家だからってあんたは涼花さんとイチャイチャしすぎ！　そろそろ他の女の子にも興味を持たないと、本当に引き返せなくなるんだからね！　その辺りについてもいい機会だからじっくり話し合うわよ！」

　俺は別にそんな魔ま道どうに堕おちてるわけでもないんですけど……。

　だが、もちろん口に出して反論なんてできない。

　しかも代理人としてはうれしい勘違いでもあるので、ますます救いがない。

「ふっふっふー。こうなったら逃にがさないデスよ？　先生」

「…………はい」

　なにはともあれ、こうなってしまった以上はこの二人から逃のがれる術すべなどなかった。

「……というわけで、取材はここで終しゆう了りようだ涼花」

「仕方ないことだとはわかってますけど……。うう～……！」

　涼花は明らかに不満そうだったが、それでも俺の言葉に不ふ機き嫌げん顔で頷うなずいた。

　完かん璧ぺき主義者だから取材が途と中ちゆうで終わったことに怒おこっているのか、それともまた迷めい惑わくをかけてることにご立腹なのか……。

　どちらにせよ、これは後が怖こわいパターンだ。ここ数カ月の経験がそう告げてる。

「さてと、じゃあ場所を変えるわよ。落ち着いて話を聞けるところへ行きましょう」

　舞の言葉に従って、アクセサリーショップを後にする俺達。

　俺はこれから待つであろう尋じん問もん（大げさな表現じゃないのが悲ひ惨さんなところだ）を想像して、盛大にため息を吐つく。

　とその時、

「あ」

　俺は、ふとある考えが頭をかすめて、その場に立ち止まった。

「どうしたの祐？」

「……いや、悪い。ちょっと用事があるから先に行っててくれ。すぐ追いつく」

　俺は舞にそう告げてから、返事も待たずに三人から離はなれる。

「コソコソしなくても、エログッズを買いに行くなら私達は気にしマセんよ！」

「そこは気にしてくださいよ女性として！」

　Ｗピース先生に「じゃなくてただの野や暮ぼ用です！」と返しながら、俺は来た道を戻もどる。

　俺の頭に浮うかんだもの──それは、涼花の誕生日のことだった。

　クリスマスのすぐ後。十二月二十六日。それが俺の妹の生まれた日だ。

　昔は毎年盛大に誕生日会とかを開いていたのだが、涼花との関係が疎そ遠えんになって以来、ちゃんと祝うことができていなかった。

　でも今年は違う。俺と涼花の根本的な関係は変わっていないにしても、代理人の件があってからは、以前みたいなギスギスした間あいだ柄がらじゃなくなった。

　だったら、今年こそは涼花の誕生日をちゃんと祝わないといけない。

「あれだよ、兄貴の義務みたいなもんだからな……！」

　俺は誰にともなくそんなことを呟つぶやきながら、目的の場所に向かうのだった。








第二章　雪と湯気の合宿









　十二月二十三日。クリスマスイブ前日のこと。

「おお、雪デスよ、雪！　トンネルをヌケるとそこは雪国なんデスよね!?　トンネルでもヌケるなんて、やはり日本文化は素晴らしいデスね！」

「そういう危険な発言をしないでもらえますかね!?」

　俺はＷダブルピース先生のあんまりな言葉にツッコみを入れてから、ため息を吐ついて車窓の外を眺ながめる。そこには一面の銀世界が広がっていた。

　冬季合宿のため舞まいの別べつ荘そうに向かう途中──俺達は今、その電車内にいるのだ。

　参加メンバーは全部で七人。

「相変わらず、あんたの発想はトンデモナイわね」と呆あきれ顔の舞。

「いやはや、雪景色につい興奮してしまいマシた。冬といえば着エロの季節デスから、どうしてもハッスルしてしまって」と笑顔のＷピース先生。

「ったく、アッヒーは相変わらずなんだから……」と不ふ機き嫌げんそうな神かん坂ざか妹。

「さすが永遠とわ野の先生。ツッコミも鋭するどい」と謎なぞに頷く神坂姉こと秋あき乃のさん。

　それから俺と涼すず花かの計六人が、二人掛がけの座席の前後左右に分かれて腰こし掛かけていた。

　ちなみに神坂姉妹は大人気同人作家であり、先日ラノベ作家としてもデビューした姉妹コンビだ。姉が文章、妹がイラストを担当している。ちょっと前にひょんなことで知り合いになって以来、こうやってたまに一いつ緒しよに行動するようになった。

　で、あとの一人──水み無な月づきさんは、仕事の関係で明日あしたから現地で合流する予定だ。

　水無月さんというのは今大人気の声優・水無月桜さくらのことで、永遠野誓ちかいの大ファンでもあり、これまたいろいろ経けい緯いがあってプライベートでも付き合うようになった人だ。

「お兄ちゃん？」

　その時、今まで黙だまっていた涼花に声をかけられて、俺はギクリとする。

　別にやましいこともないし、声に怒いかりが含ふくまれていたわけでもないのだが、今の涼花に話しかけられるのはものすごく緊きん張ちようするのだ。……というのも、

「今の会話、どうせまたお兄ちゃんらしくイヤラシイ意味合いだったのでしょう？　是ぜ非ひお兄ちゃんの口から詳くわしく解説していただきたいですね。うふふ……」

　こ、これだよ……。

　妖よう艶えんというか嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべて寄りかかってくる涼花に、俺はたじろぐ。

「い、いや、別に解説するほどのものでは……」

「その反応、やはり予想通りのようですね。で、ヌケるとはどういう意味なんです？　エロ魔ま皇こう帝ていなお兄ちゃんのことですから、どうせロクでもないことなんでしょうけど」

　うふふ……、と普ふ段だんと違ちがう雰ふん囲い気きで迫せまってくる涼花。いつもなら「どういうことですか！」と不機嫌になる場面だが、今はまるで獲え物ものをもてあそぶ猫ねこのように楽しげだ。

　……う、ううむ。覚かく悟ごしていたとはいえ、どう反応すりゃいいんだ……。

「……ねえ、さっきからずっと気になってたんだけどさ」

　そんなことを考えていると、舞が訝いぶかしむような顔で俺と涼花を見ながら、

「なんか今日の涼花さん、ちょっといつもと違くない……？」

「え？　そ、それは……」

　突とつ然ぜん名前を呼ばれた涼花が一いつ瞬しゆん焦あせるが、それでもすぐに余よ裕ゆうの笑顔に戻もどって、

「……そんなことはありませんよ？　私はいつも通りです」

「さっきみたいなエロイラストレーターの発言があったら、すぐさま祐ゆうに詰つめ寄るのがいつもの涼花さんだと思うんだけど。なんか雰囲気も普段と違うみたいだし……」

　さすが舞は付き合いが長いぶん、涼花の性格もよく知っている。

　実際、その指し摘てきはまったくその通りで、今の涼花はいつもの涼花じゃなかった。

「イヤラシイことを考えているお兄ちゃんにはお仕置きしないといけませんからね？　ちょっとくらい困らせてあげないと。うふふ……」

　そのまったく涼花らしくない返答に、舞は明らかに困こん惑わくの表情を浮かべる。

　……さて、なぜこんなことになっているかというと、それはもちろん取材の一いつ環かんなわけだけど、話はあのデート取材の日までさかのぼるんだ。




「ツンデレの取材については、その……、か、可愛くて参考になった。もちろんキャラとしての話でな!?　……でも巨きよ乳にゆうはやっぱ無理があったというか──」

「む、胸のことはもう忘れてください！」

　あの日、取材を終え帰宅した後、俺は涼花と一緒に反省会をしていた。

　そこで、ツンデレ巨乳の取材に一定の手て応ごたえがあったことを涼花に話すと、

「け、けどそうですか。か、可愛かったですか……。えへへ……！　じゃあこれで理想像は把は握あくできたということですよね……！」

　恥はずかしそうに頰ほおを染めながらも、期待するような目でそう訊きき返してきた。

　確かに、舞とＷピース先生の乱入こそあったが、それでも自分の理想の女の子像についておぼろげながらも『なにか』をつかめそうな感かん触しよくは出てきたんだ。

　とはいえ、それはまだ明確なものじゃなく、俺はその『なにか』をつかもうと必死に頭を悩なやませていたわけだが──残念ながらハッキリした答えは出なかった。

「そ、それならもう一度取材をして、さらにイメージを補強する必要があります！」

　そのことを涼花に打ち明けたところ、さらなる協力を申し出てくれたのだ。

「私から言い出したことですから！　ちゃんと結果が出るまで付き合いますから！　だからお兄ちゃんは好きな女の子像を言ってください！　ふ、不本意ですけど、私がそんな女の子になります！　お兄ちゃんが望むなら……！」

　しかも持ち前の責任感の強さからそこまで言ってくれた。

　なんか小声で「役得」とか「さらなる機会」とか言ってたけど、俺はこの状じよう況きようを利用して涼花に手を出したりなんてしないので安心してほしい。

「それで、どういうキャラがいいんですか？　遠えん慮りよなく言ってください」

「あ、ありがとう。でもどういうキャラと言われても……。ツンデレはやったし……」

　俺は腕うでを組んで考え込むが、すぐにアイデアが浮かぶはずもなかった。

　とはいえ、ここまで協力姿勢を見せてくれてる涼花に「何も思いつきませんでした」なんて返すわけにはいかないので、うんうんと唸うなりながら必死に頭を回転させる。

「あ、そういえばこういうのは」

　とその時、ふと頭に浮かんだことがあって呟くと、涼花が「そ、それは何ですか!?」と身を乗り出した。

「あ、いや、ドＳな小こ悪あく魔まキャラなんてのもいたなって思って」

「ど、『どえす』？　それに『こあくま』ですか……？」

　俺は、いまいちピンとこないといった顔の涼花に説明する。

　いわゆる主人公を翻ほん弄ろうしてドキドキさせるタイプのキャラだ。たまに見せる素直な女の子な一面がギャップ萌もえにもなる。……うん、改めて考えてみても嫌きらいじゃない。

「そういえば、お兄ちゃんが挙げた中にはそういった傾けい向こうのキャラもいました……。つまり、優位な位置から大人な魅み力りよくを見せつける女の子ということですね!?」

「そ、そうだな。確かにそういうヒロインもいたかも。うん」

「いたんです。そして、そんなヒロインがいたということは、潜せん在ざい的にお兄ちゃんの理想像である可能性もあるじゃないですか！　ま、まったく気が進みませんが、そういうことなら仕方ありません。私がそういったキャラを演じます！」

　確かに、気付いていないだけで、実はそれが俺の理想像の可能性はある。

　涼花も協力してくれるということだし、取材すべきってのもその通りだろう。

「……でも、俺から言い出しといてなんだけど、小悪魔とかお前とは正反対すぎるキャラだけど大だい丈じよう夫ぶなのか……？」

「そ、そこは仕方がありません。これも取材のためですから。お兄ちゃんの理想像を知るために必要なことです。躊ちゆう躇ちよしている場合ではありません」

　……そう、だな。俺は何としてでもヒロイン描びよう写しやを向上させないといけないし、涼花にも無理して協力してもらってるんだ。こっちが迷っててどうするよ。

「わかった。……じゃあまた迷めい惑わくをかけるけど、俺の取材に付き合ってくれるか？」

「し、仕方ないですね！　私から言い出したことですからね！」

「ごめん。……それから、ありがとうな」

「……い、いえ、私の魅力に翻弄されるお兄ちゃんという構図は素晴らしいですし、こっちが主導できるから今までよりも沢たく山さん──じゃなくてですね！　……そ、それより次の取材をいつ行うかですが」

　さっさと話を進めていく涼花。なにはともあれ、また協力してもらえるのはありがたい限りなので、次で本格的に自分の理想像について把握できるようがんばらないとな。

「私が思うに、合宿の日が一番適当なのではないでしょうか？」

　そんなことを考えていた俺だったが、その涼花の言葉に「え？」と面食らう。

「合宿って……、舞達がいる前でか？　今日はなんとか誤ご魔ま化かせたけど、みんなの前でそんな取材とかするのはマズイんじゃないか？」

「し、しかしあえて人前で取材をすることで、真しん剣けん味みも増すのでは!?」

「た、確かにそれはあるかも!?」

　涼花がすごい勢いで前のめりになってきたので、思わず頷うなずいてしまう俺。

「……最悪、みなさんには永遠野誓の取材ということで説明できますし、いつも以上にイチャイチャするならあえてみなさんの前で牽けん制せいするという意味合いも──」

「牽制？」

「な、ななななんでもありません！　とにかく完かん璧ぺきな取材をするためにも、合宿中がベストだと思います！　なので、私もがんばって『こあくま』な女の子を演じますから、お兄ちゃんもそれに合わせてイチャイチャしてください！」

「は、はい!?　わかりました!?」




　……とまあ──そんな経緯があって、今まさに俺達は『ドＳで小悪魔な女の子』というキャラを取材中というわけなのだ。もちろん、みんなには内ない緒しよにしたまま。

「おやおや、まだ白状しない気ですかお兄ちゃんは？　し、仕方ないですね。正直に答えたらご褒ほう美びをあげてもいいんですよ？」

「ご褒美？」

　物思いにふけっていた俺は、涼花の一言で現実へと引き戻された。

　その涼花は、なぜか真っ赤になりながらスカートの裾すそを摑つかみ、

「しょ、正直に白状したら……！　ぱ、パンツを見せてあげてもいいんですよ!?　うふふ、うふふふ……！」

「パ……っ!?　お、おまっ！　何を……！」

　あり得ない台詞せりふが飛んできて、俺は完全に狼ろう狽ばいしてしまった。

　……い、いや、小悪魔キャラを演じてるってのはわかってるけど、パンツとか……！

　そんな感じでしどろもどろになる俺だったが、焦あせっているのは俺だけじゃなかった。

　当の涼花も、普段の自分とは対極に位置するキャラだからか、上手うまく演じながらも顔を真っ赤にして目を回しそうになっている。無茶しやがって……！

「おお!?　今日の先生達は主従プレイデスか!?　ハァハァ！」

「むうぅ……っ！　や、やっぱりおかしいわよ……！　そりゃ祐は普段から妹萌えだったけど、涼花さんはここまでじゃなかったじゃない……！」

「さすが永遠野先生の妹さん。正直そのプレイはすごく羨うらやましい」

「ちょ、ちょっとお姉ちゃん!?　変なこと言わないでよね！」

　一方で事情を知らない涼花以外の女性陣じんは、そんな俺達──特に普段ではあり得ないようなアプローチを続ける涼花を訝しむような目で見ていた。

「ど、どうでしゅか……！　ドキドキしすぎてにゃにも言えにゃいですか……！　うふ、うふふ……！　うふふふふにゃふにゃ……」

「お、おい涼花!?　しっかりしろ!?」

　そのうち演じるキャラの恥ずかしさがキャパオーバーしたのか、涼花の頭がグラグラと揺ゆれ始めた。そんなになってまで演技を続けようとする姿勢はすごいのだが、明らかにこれはもう限界にきてるだろ……！

「むむむうぅ、やっぱり早く祐を矯きよう正せいしないと大変なことになるわね……！」

　舞がこちらを睨にらみつけながら何かを呟つぶやいていたようだったけど、俺は目を回した涼花を介かい抱ほうするのに気をとられて聞いちゃいなかった。




　　　　▼




「……と、とりあえず小悪魔キャラには無理があったみたいだな……」

「う、ううう……」

　あの後、雪国の駅に降り立った俺達は、バスに乗って温泉街を抜ぬけ、目的地である舞の別べつ荘そうへと向かって歩いていた。
















　舞が先導する中、俺と涼花は後方でひそひそとさっきのことを話し合っていた。

「た、確かに恥ずかしさであんなことになってしまいましたが、今度はちゃんと耐たえてみせます……！　しゅ、取材のためですから……！」

「いや、取材とはいえ、お前にこれ以上無理させるわけにはいかないよ……」

　そもそも涼花と対極に位置するキャラなので、いくら演技が上手くてもどうしても違い和わ感かんが拭ぬぐいきれないんだ。素直に萌えることもできない以上、取材も何もない。

「少なくとも、小悪魔キャラはリアルでは戸と惑まどいの方が大きくて、理想像としてはいまいちしっくりこないってのはわかったから、取材の甲か斐いはあったよ」

「ううう、私が不甲斐ないばっかりにせっかくのチャンスを……」

　俺がフォローしても、責任感の強い涼花は悔くやしそうに俯うつむいている。

　……まあ根が優しい涼花にドＳだの小悪魔だのって属性がそもそも無茶だったんだ。

「なに二人でこそこそ話してんの？　着いたわよ。これがうちの別荘」

　そうこうしていると、いつの間にか舞が足を止めているのに気がついた。

「……別荘って、これはもうほとんど旅館なんじゃないか……？」

「そう？　普ふ通つうでしょ？」

　俺の呟きに、舞が「大したことないわよ」と事もなげに返す。

　夏に見た海の別荘もそうだったけど、こっちもまたすさまじく豪ごう華かだった。広い庭付きのどデカイ建物で、しかも温泉付きなのだそうだ。……さすがいいとこのお嬢じようさま。

「いやー、こんな素晴らしいところに泊とめてもらえるなんて、舞に感謝デスねー」

「……すごい」

「え？　なんなの？　ひょっとしてお金持ち……？」

　舞のお嬢さまぶりを初めて知った神坂姉妹もまた、別荘を見上げて目を白黒させている。

　涼花は──……と、まだ小悪魔取材が中止になったことを気にしているのか、一人でブツブツと何かを呟いていた。……そっとしておこう。

「そ、そんなことはいいから、さっさと荷物を置いて合宿を始めるわよ」

　少しだけ頰ほおを染めて玄げん関かんに入っていく舞。俺達もその後に続く。

　建物の中は、リビングやキッチンなどのある洋風の間取りになっていた。

　俺達は二階に割り当てられた部屋にそれぞれ向かい、そこに荷物を置いてから一階のリビングへと集合することになっていたのだが、その前に涼花が俺の部屋を訪れた。

「お兄ちゃん、次の取材ですが」

「つ、次の取材？」

　いきなり来てなんだと言う間もなく、涼花は早口でまくしたてる。

「さきほどのこあくまキャラは確かに上手くいきませんでした。しかし、取材そのものを中止するわけにはいきません。お兄ちゃんはまだ理想像を把は握あくしてないんですから」

「つ、つまり、またさっきと同じことを続けると？」

「そうです。お兄ちゃんが好きと思われる属性を私が演じるのです。時間を無む駄だにするわけにはいきませんから、こあくまがダメなら次の属性です」

　こうなれば虱しらみ潰つぶしです！　とこぶしを握にぎる涼花。

「せっかくみなさんを牽制──ではなく！　か、可能性のある属性を一つ一つ試してトライアルエラーをしていくしかありませんから！」

　確かに、これといったのが思いつかない限りいろいろ試していくしかないのは事実だ。

　でも急に次の属性と言われても──……と口にしかけたが、涼花が熱意たっぷりの目でこちらを見つめているので、何も思いつかないとはとてもじゃないが言えない。

　……いや、そもそもこれは俺の取材なんだから、思いつかないで済ませていいわけがないんだ。こうなりゃ何でもいいから、少しでも気になってる属性はないか、脳内を総ざらいで検けん索さくしていくしかない！　ツンデレでもなく小悪魔でもなく……！

「そ、それで、次はどんなキャラがいいんですか？」

「えーと……。そ、そうだ、『甘えさせてくれる女の子』とかいいかも！」

　気づいたら俺は、思い浮うかんだことを反射的に口に出していた。

　それを聞いた涼花は「甘えさせてくれる、ですか……？」と首を傾かしげる。

「あれだよ、ひたすら主人公を甘やかしてくれるタイプのヒロインってのがいるんだ。結構テンプレなレベルでさ」

　そういうのは年上が鉄板だが、最近ではそれに限らず『バブみ』といわれて年下でも甘えさせてくれるようなキャラが出てくるほどだ。もちろん俺も嫌きらいじゃない。

「な、なるほど。……そういえば、お兄ちゃんが挙げた作品の中には、主人公の全てを許容し甘やかす女の子が何人かいましたね……。た、確かにそれならお兄ちゃんの好みである可能性があります！」

　咄とつ嗟さに出たアイデアだが、涼花もうんうんと納得してくれている。

「わ、わかりました。では私はこれからそういうキャラを演じますから、お兄ちゃんは全力で私に甘えて取材してください！」

　そして再び、特に嫌いやがりもせず協力を申し出てくれる涼花。

　とはいえ、いきなり全力で甘えろと言われてもどうすればいいんだ……？

　自分で言い出したことだけど甘えるってどうやって……、と戸惑っていると、

「……で、ですが、さきほどの取材は不本意な結果に終わってしまいましたので、今回はみなさんの前で取材する前に少し練習しておきたいですね……！」

　涼花はそう言って、なぜか俺のベッドに腰こし掛かけると、小さく深呼吸をした。

「……さあお兄ちゃん、こっちへ来てくださいね～」

「な、なにをするんだ？　ってか口調が……」

「もちろん膝ひざ枕まくらに決まってますよ？　ほら、これは練習ですから」

　ひ、膝枕だと……!?　練習とは言うけど、いきなりのことで俺は驚おどろく。

　しかし涼花がにこやかな笑顔でおいでおいでと手招きしていたので、仕方なく俺は涼花の膝の上に頭を載のせて寝ね転ころがった。

　……これが人生初の膝枕か……！　ふ、太ももの感かん触しよくが……！

「ど、どうですか？　気持ちいいですか？」

　涼花はそんなことを訊たずねながら、俺の頭を優しく撫なで始める。

「しょ、正直メチャクチャ恥はずかしいなこれ……！」

「ダメですよ？　取材のためですからお兄ちゃんも甘えてこないと」

　そうは言うけど、恥ずかしいものは恥ずかしい。でも、膝枕と頭を撫でられる感触は不思議と気持ちよくて、なんだか複雑な気分だった。

「つ、つまりこういうキャラを演じるってわけだな」

　膝枕が終わった後も、俺は照れくささで涼花をまともに見られなかった。

　涼花は涼花で顔を真っ赤にしながら「こ、これは今までにないイチャイチャです。新たな世界かも……！」とよくわからないことを呟いていたが、おそらくあっちも恥ずかしくてたまらないのだろう。

「そ、そういうことです……！　私は『全てを許容し、甘えさせてくれる女の子』になりますから、お兄ちゃんもそのつもりで取材してくださいね……！」

　涼花はそれだけ言い残すと、慌あわてた様子で部屋から出て行った。

　……うん。とにかく涼花のおかげで新たな取材ができるんだから、今度こそ理想像をつかむ足がかりにしないといけない。

　涼花は甘えさせてくれる女の子、甘えさせてくれる女の子……！

　俺は頭の中でそう呟きながら部屋を出て、集合場所のリビングへと向かう。

　そこは高そうなソファに暖だん炉ろまである豪華な部屋で、既すでに俺以外は全員集まっていた。

　涼花と目が合うと一いつ瞬しゆん頰を染めたが、すぐににこやかな笑顔に変わった。どうやら既にキャラ演技に入っているらしい。

「やっと来たわね。じゃあ早さつ速そく合宿といきましょうか」

「えーと、確かスキーに行くんだったな」

　もともとこの合宿は冬イベントの取材が目的ということになっている。

　俺（涼花）と舞と秋乃さんはラノベ作家、Ｗピース先生と神坂妹はイラストレーターとして、それぞれ描びよう写しや力を高めるため取材に来た──というのが一応の前提だ。

　だから、冬といえばスキーということで、それはあらかじめ決まっていた予定だった。

「ふっふっふ、スキー場なので露ろ出しゆつは少ないデスが、先生と身体からだを温め合うイベントなどは期待できそうデスね」

「アッヒー天才。そのイベントは素晴らしい」

「ちょ、二人ともなに言ってんのよ！　……って、エロい目でこっち見んな！」

　しかし早速そういった趣しゆ旨しをガン無視するような発言をするＷピース先生に、乗っかる秋乃さん。そして神坂妹がこっちを睨んでくるし、俺は何も言ってねえよ……。

「あ、あのねぇ！　祐を矯正するのは私の役目だからね！」

「おっと、舞だけに美味おいしいとこ取りはさせマセんよ？」

　さらに舞も加わって謎なぞの会話を繰くり広げる女性陣。

「お兄ちゃんはモテモテですね。私としても鼻が高いですよ～」

　そんな中、涼花がにこやかな顔で呟いた。

　普ふ段だんなら取材に集中しろという意味を込めて俺を睨む場面なのだろうが、宣言通り『全てを許容する』というキャラを忠実に演じているらしい。

　俺がモテモテ（本当は違ちがうが）なのを素直に喜んでいる風だが、なんだろう？

　その笑顔がなぜか引きつっているように見えるのは……、俺の気のせいだよな？




　別荘を後にした俺達は、そのまま歩いてスキー場へと向かう。

　舞の別荘はゲレンデまで徒歩五分というすさまじく便利な立地になっており、間もなく白い雪原が目の前に広がった。

　レンタルショップに入ってウェアとスキー板を借りる。

　先に着き替がえて店の前で待っていると、涼花が一人で中から出てきた。

「い、一番最初にお兄ちゃんに見てもらいたくって急いで着替えてきました……！　ど、どうですか、この格好は……？」

　そんなことを言いながら、頰を染めて上うわ目め遣づかいな涼花。

　スキーウェアなんて普段は見慣れない格好だけにかなり新しん鮮せんで、しかもそれにストレートなキャラの演技が加わり、すさまじく可愛く見えてしまった。

「あ、ああ、よく似合ってるよ」

「も、もう、お兄ちゃんはお上手ですね……っ」

　涼花が恥ずかしそうに、でもどこか満足そうに手を振ふっていると、残りの女性陣じんも着替えを終えてやってきた。

「先生？　顔が赤いけどどうしたの？　涼花さんも」

「お兄ちゃんが私のことを似合っててすごく可愛いって言ってくれましてっ」

　秋乃さんの質問に、両手を頰に当てて笑顔で返す涼花。

　……似合ってるとは言ったけど可愛いとは言ってないぞ。思ってはいたけどさ。

「なんかさっきとまた雰ふん囲い気きが違うし、やっぱりおかしいわよ絶対……」

「まあまあ舞、それより私達の格好はどうデス？　似合ってマスか？」

　怪あやしむ舞をなだめながら、Ｗピース先生がさっきの涼花と同じ質問をしてきた。

　それに呼応して舞と秋乃さんも迫せまってきたが、みんな文句なしに似合っている。

「み、みなさんもお兄ちゃんにほめられてうれしそうですね～」

　……その間涼花の笑顔がヒクヒクしてたようにも見えたが、気のせいだよな……。

　それはさておき、いよいよ滑すべり始めるという段階になったのだが、

「……実は俺、スキーって初めてなんだよな」

　小声でボソリとぶっちゃける俺。

　ここまで来ておいてアレだけど、俺は今までスキー経験がなかったりするのだ。

　するとそれを聞いた舞が呆あきれたような口調で「なに言ってんのよ」と返した。

「大だい丈じよう夫ぶよ。そんなの私もないから」

「その台詞せりふはそんな自信満々に口にするもんじゃねえだろ!?」

「し、仕方ないでしょ！　ないものはないんだから！　っていうか、経験がないから合宿で取材しようって思ったのよ！　ちょうどいいでしょ!?」

「な、なるほど……。確かにその発想は作家としては当然だな……」

　とはいえ全員が全員滑れないとなると、それはさすがに困るので、

「えーと……、この中でスキー経験のある人は？」

「私はあります。去年学校でスキー旅行に行きましたから」

「私もありマスよ。ま、ほんのちょこっとデスけどね」

「一応滑れるって程度なら、私もあるわよ」

　……ほ、よかった。涼花とＷピース先生と神坂妹は滑れるみたいだ。

「ということは、滑れないのは俺と舞と──」

「私。師し匠しようを差し置いて弟で子しが滑れるなんてことにならず、よかった」

　……あの、そういう気のつかい方をされても困るんですけど……。

　とりあえず全員の経験の有無はわかったので、滑れない組はゲレンデの低い辺りで滑り方の練習をすることになった。

「ふっふっふ、先生が滑れないというのは好都合デス！　経験者であるこの私が先生の指導をしてあげマスから心配いりマセんよ！」

「好都合ってどういう意味ですか……」

「まあまあ、細かいことはどうでもいいじゃないデスか。とにかく私が、手とり足とりその他いろいろとって、みっちり教えてあげマス！」

　満面の笑みでそう言うＷピース先生に一いち抹まつの不安を覚えながらも、未経験者なので教えてもらわないとどうしようもない。

「最初はフォームの確認からデス。スキーは重心とバランスが大切デスから」

「なるほど」

　Ｗピース先生の言葉に頷うなずく。最初はフォームからというのは納得のいく話だ。

　俺はスキー板を装着し、ストックを両手に持ってその場に立ってみる。

「で、どういうフォームがいいんですか？」

「そうデスね、口で説明するのは難しいので、直接指導するとしマショう」

　……直接？　俺が首を傾げていると、Ｗピース先生は背後から俺の腕うでをとって、

「腕はこういう風に曲げるのデス。それから腰こしはもっと落として──」

「ちょ、ちょっとＷピース先生!?　なにしてんですか!?」

「もちろんフォームの指導デスよ？　ほら、言う通りにしないとダメデスよー」

　そう言って満面の笑みを浮うかべながら、後ろから密着してくるＷピース先生。

　厚手のスキーウェア越ごしでもわかる二つの豊満な膨ふくらみが、むにゅむにゅと背中で変形する感触に、俺はかああぁと頰ほおを熱くする。

「ちょ……っ！　だ、ダメですって……！　当たってますから……！」

「んー？　当たってるって何がデスかー？」

　絶対わかってる！　ってか、あからさまにわざとこういうことしてるでしょ！

　俺が焦あせって背筋を伸のばしている間にも、魅み惑わくの感触は押し付けられ続ける。

「ほらほら、何が当たってるんデス？　お姉さんに言ってみなサイ？　ハァハァ！」

「変質者のおっさんですか!?　ってか、なんで急にこんな……！」

「だから、さっき言ったじゃないデスか。先生と身体を温め合うイベントも期待できるって。とはいえこれは指導中のアクシデントデスけどねー」

　本ほん音ねをぶっちゃけた後にしらばっくれるとか、図太いにもほどがある！

「私もすごく恥ずかしいけど、先生にフォームを教えるためデスからねー」

「超ちよう棒読み!!」

　Ｗピース先生は「先生はうれしくないんデスー？」とか上じよう機き嫌げんな声を出しながら、さらにその反則級の胸を押し付けてくる。

　ああもう……っ！　逃にげ出そうにもスキー板を装着してる状態では自由に動けないし、どうすりゃいいんだよ俺は……！　なんて考えていた時だった。

　シャアアァと音がして、斜しや面めんの上から俺達の方に向けて誰だれかが滑り降りてくる。

　見事なスキーを披ひ露ろうしながら間もなく近くまでやってきたのは、涼花だった。

「お、おやおや、ちょっと私が滑ってる間にお兄ちゃんは何をしてるんですか？」

　笑顔は笑顔だし、声こわ音ねも穏おだやかなのだが、なぜか俺はビクリと身体を震ふるわせた。

　なんか涼花からゴゴゴ……って感じの音が聞こえてくるような……。

「いやー、先生がスキー未経験ということで、私が教えてたところなんデスよ」

「な、なるほど、そうだったんですか。お兄ちゃんもＷピースさんみたいな綺き麗れいな人にしっかり教えてもらってよかったですね～」

　こ、今度はなぜか涼花からどす黒いオーラが立ち上のぼっているような……！

「そ、そうだ。せっかくだからスキーは涼花に優しく教えてほしいな！」

　取材という意味もあったが、それ以上に本能がそう発言すべきだと告げていた。
















　そして涼花が俺の言葉を聞いた瞬しゆん間かん、さっきまでの剣けん吞のんな気配はパッと消えて、

「そ、そうですよね！　やっぱり私が教えるべきですよね！　もう、お兄ちゃんは仕方ないですね。私がいないと何もできないんですから～」

　急にさっきまでとは正反対の雰囲気と満面の笑みで、俺とＷピース先生の間に割り込んできた。「あんっ♪」となぜか笑顔で俺から引き剝はがされるＷピース先生。

「私が一から順番に教えてあげますからね。フォームはもちろん、ストックの持ち方や板の装着のし方。あ、それとスキーウェアの着方も必要ですよね～」

「い、いや、それはもうできてるので結構です……」

　涼花は上機嫌で、Ｗピース先生に代わって俺に密着してくる。

「おやおや妹さん、今日はずいぶんと先生へのラブラブ具合を出してくるんデスね？　ツンデレがデレデレになったんデス？」

「ひゃうっ!?　わ、私はツンデレとかデレデレなどというものではありませんよ？　これもお兄ちゃんが甘えてくるから、し、仕方なくです！」

　演技は継けい続ぞくしながらも、取材のためだと正直に言えないので焦る涼花。

「お、お兄ちゃんは私がいないとダメですからね。妹として、仕方なくやっているだけなので、別に他意とかありませんよ？」

「そうなんデスか？　また何かの取材でもしてるのかと思ってたんデスが」

　Ｗピース先生の口から取材という単語が出てきて、俺達は同時にビクッとする。

「い、いえ、これは普段通りの私達ですから。お兄ちゃんはいつもこんな感じで私に甘えてくるんですよ！」

　俺の尊厳を犠ぎ牲せいに誤ご魔ま化かす涼花。……だがこの状じよう況きようだと文句も言えない……！

「はー、そうだったんデスか。普ふ段だんからそんな風に密着したりしてるんデス？」

「こ、これはスキーを指導するためで……！　だ、Ｗピースさんもさっきやってたじゃないですか！　仕方なくですよ仕方なく！」

「私は仕方なくじゃなくて、フォームの指導とスキー場でのサービスイベントの取材を兼かねていたんデスけどね」

「……え？　さ、サービスイベントですか？」

「はい、指導にかこつけて胸を押し付けられるイベントデス！　どうデス先生？　うれしかったデスか？」

　Ｗピース先生は満面の笑みを浮かべて爆ばく弾だん発言を投下した。

　瞬間、俺は条件反射的にＷピース先生の胸むな元もとに視線を向けてしまったわけだが、その一瞬の動きを涼花が見過ごすはずもなく、

「……お兄ちゃん？　どこを見ているんです……？」

　演技とか取材とかいう空気が一瞬で吹ふっ飛び、純じゆん粋すいに怒ど気きをはらんだ涼花の声が聞こえてきて、俺はゲレンデにいるのに一筋の汗あせを流す。……こ、怖こええ……！

「まあまあ妹さん落ち着いて。先生に胸を押し付けるなんて楽し──いえ、私も恥はずかしいことなんデスけど、お互たがいの取材のために私が犠牲になったわけデスよ」

「今楽しいって言いましたよね!?」

　涼花は素すで問い詰つめたが、次の瞬間ハッとした様子で演技のことを思い出したのか、

「な、なるほど。……もう、お兄ちゃんは本当に仕方ないですね～。そんなに胸が恋こいしいんですか？　いくつになっても甘えん坊ぼうなんですから～」

　と、再び『甘えさせてくれる女の子』キャラに戻もどった。

　……のだが、明らかに笑顔の端はしの方がヒクヒクと痙けい攣れんしてるのがわかるな……。

「そんなわけなので、先生の指導は私がやりマスから、妹さんは存分に滑ってきてもらっていいデスよ？」

「いえいえ、お兄ちゃんはうちの子ですから、スキーの面めん倒どうだって私が見るのが当然なのですよ。ほらお兄ちゃん、あんよは上手～です」

　俺は赤ん坊か！　甘やかすにしてもその扱あつかいはないだろ！

　と、それはともかく、なんとか引き剝がそうとする涼花に対しＷピース先生も一歩も引こうとしない。そのためか、二人のやり取りは続き、謎なぞの緊きん張ちよう感が充じゆう満まんしている。

　声をかけようとするも「二人で話があるので、お兄ちゃんはいい子で待っててくださいね～？」と穏やかだけど有無を言わさぬ感じで言われてしまったため、俺はもう無言で引き下がるしかなかった。

　……ここはしばらく距きよ離りを置いてクールダウンしてくれるのを待つしかなさそうだ。

「ちょ、ちょっと祐！　そこどいて～っ！」

「へ？」

　そうやって離はなれたところで一息吐ついていると、突とつ然ぜん上の方から声が聞こえてきた。

　振ふり向くと、舞が斜面を滑すべって降りてきているところだった。

　ちゃんとスキー板をハの字にして、へっぴり腰ながらも滑れている。

　……のはいいんだけど、

「ど、どいてってば！　ぶつかるから！」

「ちょっ!?　ま、待て！　方向転てん換かんしろよ！」

「無理無理無理！　滑るだけで精一杯なのよ！」

　舞の進行コースが明らかに俺の立ってる場所とかぶっていて、ものすごく焦る。

　や、ヤバイ！　このままだとマジでぶつかる！

　舞も初心者だし傾けい斜しやも全然急じゃないからヘロヘロしたスピードしか出てないけど、それでもスキー板を着けた俺は緊きん急きゆう回かい避ひなんてできないんだよ！

「うわっ!?」「きゃあっ!?」

　結局お互いどうすることもできないまま、俺達は正面から衝しよう突とつした。

　衝しよう撃げき自体は大したことなかったものの、それでも雪の上に倒たおれ込む俺と舞。

　背中に雪の感かん触しよくがあるから俺が下になっているようだけど、舞のやつは……！

「お、おい舞！　大だい丈じよう夫ぶ──」

　か──と、立ち上がろうとして無意識に腕を伸ばした時だった。

　むにゅっ。

「……え？」

　右手の平にものすごく張りのある、それでいて柔やわらかい感触がした。

　かすかに動かすと、沈しずみ込むような弾だん力りよくに指と意識が持って行かれそうになる。

　それに頭上から「んん……っ」となにかを押し殺すような声も聞こえて──

「……って、いや、これは……」

　俺は恐おそる恐る視線を上の方に向ける。

「ゆ、祐……！　あんたどこを触さわって……！」

　すると、爆ばく発はつしそうなほど真っ赤な顔の舞が俺を睨にらんでいるのが見えて、同時に俺の手が舞の胸を思いっきり摑つかんでいるのがわかった。

　………………………………………………………………マジですか。

「ごごごごごごめん!?」

　ようやく事態を把は握あくした俺は、急いで右手を引っ込めようとする。だが、

「ちょっ!?　舞さん!?」

　なぜかその瞬間、舞が俺の右手首をガシリと摑み、それを阻そ止しした。

「は、放せって！　ってかこれってそっちの台詞せりふだよな!?」

　混乱している俺を尻しり目めに、舞は真っ赤な顔でキッと俺を睨みつけると、

「こ、これはあんたを矯きよう正せい──じゃなくて！　わ、私が単にラッキースケベの取材をしたかっただけなんだから、か、勘かん違ちがいしないでよううううううぅ……っ！」

　真しん剣けんな顔で意味不明なことを口走りながら、しかし最後は恥ずかしさからか自分から撃げき沈ちんしてしまった舞。……意味がわかんねえよ！

「ラッキースケベの取材!?　なんでまたそんな……！」

「だ、だって事故で胸を揉もまれただけだと損じゃない……！　で、でもこれがラノベを書くための取材なら、恥ずかしさにも耐たえられるかもって思って……！」

「発想が斜ななめ上すぎんだろ!?」

　ある意味スゴイ。転んでもただでは起きないを地で行く精神だった。

「自分でもわかってるんだから言わないでよ！　とにかくこれは取材なんだから！　祐に胸を揉まれたって恥ずかしくないんだからぁ！」

　どうやら恥ずかしさで頭がバグっているらしく、舞はわけのわからないことを言いながら俺の手を胸にグイグイ押し付けてくる。

　ヤバイ！　こんな場面を誰かに見られようもんなら、問答無用で性犯罪者扱い──

「で、何をしているんですかお兄ちゃん……？」

　あ、終わったわ。

「ふーむ、雪上プレイデスか……。うん、アリデスね！」

　ゴゴゴ……と、演技でもなければ取材のためでもない黒いオーラを発しながら俺を見下ろす涼花に、こんな時でもいつも通り頭の沸わいたことを言うＷピース先生。

　俺は急いで立ち上がって事情を説明しようとしたのだが、それよりも早く舞が「こ、これは違うのよ！」と釈しやく明めいを始めた。

「い、今のは事故であんなことになって！　でもせっかくだから取材にしちゃえば事故じゃなくなるからっていうナイスアイデアで！」

「む、胸を揉ませるのが取材だって言うんですか……！」

「逆！　逆だから！　取材は胸を揉まれる方だから！　ら、ラッキースケベはラブコメの基本だからね!?」

　マジで意味がわからんぞ……。ってかお前はラブコメ作家じゃないだろ。

　涼花は舞の説明になってない説明を無言で聞いていたが、やがてなぜか「ふぅー……」と大きく深呼吸をしたかと思うと、一転して柔にゆう和わな笑みを浮うかべた。

「た、確かにそれは一理あるかもしれませんね……！」

　そして意外にも理解を示す言葉を口にする。

　……でもやっぱり、その笑みの端はじっこが微び妙みように歪ゆがんでいる気がするぞ。

「それで、ぶつかって転んだんですよね？　お兄ちゃん、どこか怪け我がとかしてませんか？　私が来たからもう大丈夫ですよ？　い、痛いの痛いの飛んでいけ～」

　涼花は舞との間に割って入るようにして俺の傍そばまでやってくると、俺の頭を撫なでながらそんな恥ずかしい台詞を口にした。

　取材の一いつ環かんとはわかっているが、言ってる本人も照れてるみたいだからこっちも余計に恥ずかしくなる。……でも、ちょっとだけうれしかったり。

「また事故が起きてはダメなので、お兄ちゃんは私と二人で練習しましょうね～？　それから、イヤラシイことはメッですから」

「い、イヤラシイって、さっきのは事故だってば！　別に祐の妹萌もえを矯正しようとか思ったわけじゃなくて、ラノベ執しつ筆ぴつのリアリティの追求のために……！」

「そうデスよ。私の胸押し付けだってイラストのクオリティを上げるための取材だったんデス。決して先生の反応を見てハァハァしてたわけじゃありマセん。多分」

「た、多分って言いましたよね……？　こほん、そういうのはお兄ちゃんの教育上よくないので、やっぱり遠えん慮りよしてほしいですね～」

「あ、あのー……」

　再度始まる女子同士の謎の言い争い。一見和なごやかだが空気だけが張りつめている。

　俺は涼花をなだめようとおっかなびっくり声をかけるのだが「今ちょっとだけ大事な話をしていますので、お兄ちゃんは静かにしててくださいね～？」と笑顔で返されて、それ以上は何も言えなかった。

　……またしても、落ち着くまでそっとしておくしかないんだろうなぁ……。

「まさに女の戦い」

「うわっ!?　い、いつの間に……！」

　知らないうちに隣となりに立っていた秋乃さんに、俺はビクッと後ずさる。

「状況はよくわからないけど、長引きそうだから向こうで一いつ緒しよに練習する」

「……そうですね」

　俺はそのお誘さそいを受けて、涼花達から離れてゲレンデの端っこに向かった。

「みんな先生のことが大好きだから衝突する。もちろん私も同じだけど」

「……そ、それは非常にありがたいことなんですが」

　まあ俺は本物の永遠野誓じゃないから、いくらみんなから好意を向けられても俺自身が好かれてるわけじゃないんだけどな……。

　俺がため息交じりに答えると、秋乃さんはいつも通りの無表情で、

「……私の胸も揉む？」

「なにサラッと意味不明なことを言ってんですか!?」

「でも、私にはあの二人みたいな胸はない。弟で子しとして不ふ甲が斐いなくてごめんなさい」

「マジで謝らないでください！　ほんと、俺が最低最悪のクズ野や郎ろうになるんで！」

「ところで先生、今日は涼花さんと特に仲がいいけど、何かあった？」

「えっ!?　い、いきなりなにを!?」

　急に話がそこに飛んで、俺はあからさまにギクリと焦あせる。

　ま、まさか、取材してるってことに勘かん付づいたとか……？

「先生が妹萌えなのはいつも通りだけど、涼花さんからのアプローチがいつもよりあからさまだから気になった」

　秋乃さんの言葉はもっともすぎて返す言葉がない。

　そりゃあの涼花を見たら誰だれだってそう思うだろう。とはいえ、正直に俺の取材のために演技してくれてるんですと言えるわけがないし……、どう誤ご魔ま化かすか。

「……もしかして、もうヤっちゃった？」

「何をですか!?!?!?」

　そんなことを考えていると、いきなり秋乃さんがあり得ないことを口走る。

「いや、だからあんなに仲よくなってたのかと」

「お、俺達は兄妹きようだいなのにそんなことあり得るわけないでしょ!?」

「まだなんだ。安心した」

「いやいや！　『まだ』とか『もう』とかそういう話じゃなくてですね！」

「もし我が慢まんできなくなったら私に相談してほしい。弟子として、師し匠しようの力になる所存」

「もうどこからツッコんでいいのかわからなくなってきたんですが……！」

　なんなんだよこの会話は……。話が逸それたのはいいんだけど、いつの間にか俺が妹を性せい欲よくのはけ口にする男にされてるし、どうすりゃいいんだ……。

「ちょ、ちょっと永遠野誓！　あんた二人きりでお姉ちゃんに何してんのよ！」

　とその時、神坂妹がすごいスピードで俺達の方に滑すべり降りてきた。

「先生を人ひと気けのないところに連れ込んで襲おそわれようとしてた」

「あ、あんたやっぱりそういうやつだったのね！」

「待て！　今の発言の主体は明らかに秋乃さんだろうが！」

　それでどうして俺が非難されんだよ！　こっちが被ひ害がい者しやじゃねえか！

「春はる菜な、冗じよう談だん。本当は先生と恋こいバナしてた。……ぽっ」

「こ、恋バナ!?　あ、あんたお姉ちゃんとそんなやらしいことしてたの!?」

「落ち着け！　ってか別に恋バナはやらしくないだろ!?」

「だ、男女が恋バナとかやらしいに決まってんじゃない！　しかもこんな人気のない場所で……！　やっぱりあんたは変態だったのね！」

　なんでだよ！　なんでその程度で変態扱あつかいされないといけねえんだ！

「先生先生、春奈はそういうところ初心うぶだから、許してあげてほしい」

「いや、初心っつっても程度があるでしょ……」

「春菜は昔から男嫌ぎらいで高校も女子校だし、そういうことに免めん疫えきがない。というか男という存在そのものに免疫がない」

「ちょ、ちょっとお姉ちゃん！」

　……そうだったのか？　そんな風には全然見えないけど。ってかそもそも──

「免疫がないって、俺にはこんなにもズケズケしてますけど？」

　俺がそう訊たずねると、神坂妹が「う、うるさい」と睨にらむ。ほら、遠慮がない。

「先生は特別だから。なぜか春菜は先生だけには気軽に接してる」

「お姉ちゃん！　そ、そんなことないから！」

「口ではこう言ってるけど、春奈は先生のことを相当気に入ってる」

「ぎゃーっ!?　じょじょじょ冗談じゃないわよ！　こいつの作家としての実力は認めても、個人としては何とも思ってないんだからね!?」

　神坂妹は涙なみだ目めで必死に否定するが、その態度が余計に余よ裕ゆうのなさを際きわ立だたせている。

「ウソ。その証しよう拠こに、最近では春菜、先生と電話している時が一番生き生きしてる。私が先生に電話する時はいつも傍にいるし。やっぱり特別」

「ち、違う！　それはお姉ちゃんがあんたに変なこと言われないか監かん視しするためよ！　特別は特別でもあんたは悪い意味での特別なんだから勘違いしたら殺すわよ!!」

　真っ赤な顔で俺に詰つめ寄る神坂妹に、俺は「わ、わかってる」と後ずさる。

　勘違いも何も、秋乃さんがからかってるだけなのは丸わかりなんだから、神坂妹もムキにならなきゃいいのにな。

「大体お姉ちゃんが……！」「春菜はもっと素直に……」

　いつの間にか俺の存在を忘れて姉妹喧げん嘩かを繰くり広げている二人。

　……とりあえず、巻き込まれるのもアレだし落ち着くまで離はなれていよう。

　なんだかさっきからこんなことを繰り返してる気がするな……。

「で、お兄ちゃんはこっちでもモテモテなんですね」

「うぉわっ!?」

　そんなことを考えていると、背後から急に声が聞こえてきて、俺は思わず背筋をピンッと伸のばした。振ふり返ると、案の定涼花が張り付いたような笑みを浮かべていた。

「い、いや、これはそういうアレじゃなくてだな！」

「なにを焦ってるんですかお兄ちゃんは？　私は別に怒おこってないですよ？　お兄ちゃんがみんなの人気者で私もうれしいですから～」

　実に朗ほがらかに言ってはいるが、今涼花がどんなキャラを演じているか知っている俺にとっては、その態度の裏に隠かくされているものが恐おそろしくて仕方がない。

「そんな人気者なお兄ちゃんは私の自じ慢まんです。さすがお兄ちゃんですね～」

　涼花はそう言って背伸びしながら俺の頭をナデナデする。

　俺はくすぐったさを感じながらも、どこか複雑な気分で撫でられ続けるのだった。




　　　　▼




　その後、間もなく他のメンバー達が合流してきて、そろそろスキーの取材はもう十分だから他のことをしようという話になった。

「結局スキーではほとんどイチャイチャできませんでしたから、次こそは……！」

　次の取材に向けて気合を入れているらしき涼花。

　確かに、さっきは合宿というか、みんなに気をとられて涼花と過ごす時間が取れなかったからな。反省を踏ふまえ、次こそは俺個人の取材に集中しないといけない。

「……えーと、それで他のことって何をやるんだ？」

「もちろん、せっかく雪国に来たんだもの。ここでしかできないことを体験しておかないと合宿に来た意味がないじゃない」

　舞の言葉に俺は頷うなずく。……ふむ、一理ある。

　普ふ段だんできなくて、雪がたくさんあるここでしかできないイベントか…………、ん？

「向こうで子供達が雪だるまを作ってるけど……」

「ああ、あそこはもうゲレンデじゃないから、好きに遊べる広場みたいなものね。……でも、そうか、雪だるまよ！」

　そう、雪だるまづくりだ。俺達の住んでる場所じゃ雪だるまなんか作れないし、けど雪といえばやっぱり一番最初に浮かんでくるイメージだ。

「さすが私の師匠。着眼点が素晴らしい。実際に雪だるまづくりを体験することで、描びよう写しやに深みを与あたえられる」

「いいデスね！　私も雪だるまなんて初めてだから楽しみデス！」

「えー……？　メンドイんだけど。……でもまあ、仕方ないか」

　みんなも賛成なようで、次の合宿活動は雪だるまづくりと決まった。

「涼花もそれでいいか？」

「……え？　あ、はい。もちろんかまいませんよ。お兄ちゃんと雪だるま……！」

　とりあえず涼花も賛成してくれたし決定。俺達は広場に向かうと、まだ誰の手も入っていない一画に陣じん取どって、早さつ速そく各自で一体ずつ作ることになった。

「俺、雪だるまづくりも初めてだから、正確な作り方がわからないんだけどな」

「そんなの全員知らないでしょ。でもだからこそ、マンガとかで描写されてる作り方が正しいのかどうか、検証できるわ」

　なるほどな。……となると、俺の知識の範はん囲いではまず小さい雪ゆき球だまを作って、それを雪の上で転がしていけばどんどん大きくなるってイメージだから……。

「お、本当に大きくなる！　あれって本当だったんだな」

「デスね！　ということは、雪の坂道で転んで、そのまま雪球になって転がっていくというあのギャグ描写も真実だったんデスね！」

「是ぜ非ひ見てみたい。春菜、挑ちよう戦せん」

「できるか！　大体人間が雪球みたいに転がれるのかどうかも怪あやしいもんだわ」

　そんなことを言い合いながらも、和わ気き藹あい々あいと雪だるまづくりに励はげむ俺達。

　だが、本格的にやってみるとこれが案外難しい。

　確かに雪球を雪の上で転がすと大きくなるのはわかったけど、綺き麗れいな球状にするのはかなり困難だ。どうしても歪いびつな感じになるな。

「お兄ちゃん、こうやって角度を変えて転がしていくと綺麗な形になりやすいですよ」

　俺が苦戦していると、涼花がクイクイと服を引っ張って教えてくれた。

　見ると、涼花の雪球はかなり形のいい球形だった。

「なるほど、こうか……」

「もっと丁てい寧ねいに、こうやってそっと……」

「おお、妹さんが先生のタマを優しく上手に転がしていマス！」

「誤解を招くような表現をしないでくれますかね!?」

「？　どういう意味ですか？」

　キョトンとした顔で訊きかないでくれ涼花……。わからなくて正解だから。

　そうこうしている間に、なんとか俺は雪だるまの胴どう体たいを完成させた。

　同じ要領で今度は頭を作って……と、胴体の上にのせれば完成だ。

「ふう、初めてだけどなんとかできたな……」

　俺は額の汗あせを拭ぬぐいながら、自分の作った雪だるまを見て満足する。

　大きさは俺の胸より下くらいまでしかないし、顔は枯かれ枝えだを目と口代わりにした雑なものだけど、それでも達成感はあった。雪だるまってこういう感じなんだな。

「さすがお兄ちゃんです。上手にできましたね」

「そうか？　普ふ通つうだと思うけど」

「いえ、立派です。……でもちょっと傾かたむいてるようにも見えますね」

　涼花にそう言われて改めて自分の雪だるまを見ると、確かに少し斜ななめになっている。

　すると涼花は「仕方ないですね」と言って、さっきまで自分が作っていた雪球を二つこちらに転がしてくると、俺の雪だるまの隣となりでそれらを重ねた。

「私の雪だるまで支えてあげます。こうすれば倒たおれる心配はないですね」

　涼花の雪だるまは俺のより一回りほど小さくて、並んでいるとまるで雪だるま同士が寄り添そっているようにも見える。

「あ、ああ、悪いな。ありがとう」

「い、いえ、お兄ちゃんを支えるのは私の役割ですから。それに……」

「……それに？」

「ゆ、雪だるまでもお兄ちゃんに甘えてほしいですから……！」

「────っ！」

　その言葉を聞いて、俺も涼花と同じくらい頰ほおを熱くする。

　……は、恥はずかしいことを……！　けどデレ表現としては上手うますぎる……！

　ゆ、雪だるまでも甘えてほしいとか、そんなこと言われたら萌もえるに決まってるじゃねえか！　どんだけキャラ作りスキルがあるんだよ俺の妹さまは……！

「ああやって並んでると、雪だるまが、こ、恋こい人びと同士みたいにも見えますよね……！」

「そ、そうだな……」

　俺は恥ずかしさから思わず俯うつむいて黙だまってしまいそうになったが、取材だってことを思い出して慌あわてて言葉を付け加えようとする。
















　せっかく涼花が甘えさせてくれるキャラを演じてるんだから、俺も応こたえないと……！

「お、俺も雪だるまみたいに甘えていいか……！」

「え？　も、ももももちろんいいに決まってますけど……！」

　そんな感じで、俺がドキドキしながら涼花に寄り添おうと思っていると、

「あ、ちょっと二人で何やってんのよ」

「ほう、先生の雪だるまと並べたわけデスか」

　こっちに気づいた舞達がわらわらと集まってきて、俺達の雪だるまを眺ながめる。

「これはナイスアイデア。雪だるまを使うとは。私達もやろう」

「え？　わ、私も？　ちょっと、恥ずかしいんだけど……」

「いや、私達もって──」

　と、俺が言い終わる前に、みんながみんな自分の作った雪だるまのところへ戻もどる。

　そして揃そろって俺の雪だるまの傍そばへと移動させると、

「ちょっと、私のスペースがなくなるじゃない！」

「ふっふっふ、先生の隣は雪だるまでも譲ゆずれマセんねー」

「背中から支えるのが弟で子しの役目。これぞ内助の功」

「あーもう、私はどうだっていいのに……！」

　瞬またたく間まに、俺のを中心に雪だるまが周りを囲むように密集しだした。

「ちょ、ちょっとみなさん……！　そこは私の指定席で……！」

　涼花がなにやら声を上げるが、並べるのに夢中で誰だれも聞いちゃいなかった。

　そうこうしているうちに、追加で四体の雪だるまが設置完かん了りようする。

「ふう……。こ、これで私の雪だるまも祐と一いつ緒しよにいるってわけね！」

「いやー、こう見ると完全にハーレムデスね！　先生は雪だるまでも鬼き畜ちくデス！」

「心なしか、先生の雪だるまもうれしそうに見える」

「……私には、なんか全員に囲まれてリンチされてるように見えるんだけど……」

　俺も神坂妹の意見に同意だった。

　さっきまでは涼花の雪だるまと二人だけで微笑ほほえましかったのに、今は大量の雪だるま達に寄りかかられて、どことなく悲しそうにさえ見える。

「ううう……、お兄ちゃん甘やかすのは私だけの特権なのに……！」

　また取材に乱入されたからか、それともアイデアがパクられたからか、悔くやしそうな顔でそんな光景を睨にらみつける涼花。

　……やっぱ状じよう況きようを生かせるとはいえ、みんなの前で取材ってのは無理があったかな。

　と、今いま更さらながらにそんなことを考えている時だった。

　バランスが崩くずれたのか、突とつ然ぜん俺の雪だるまの頭部がグラリと傾いたかと思うと、

「「「「「「あ」」」」」」

　全員の声が綺麗に重なったのとほぼ同時に、ドサドサドサ──と連れん鎖さ的に全ての雪だるまが倒れて崩れてしまった。

「「「「「「……………………」」」」」」

　残ざん骸がいと化した雪だるまを前に、無言のまま立ち尽つくす俺達。

　ひゅううぅと雪国の厳きびしい寒風が吹ふきつける中、みんな呆ぼう然ぜんとしていたわけだが、

「……ま、まあ、形あるものはいつか壊こわれるわよね」

「おい！」

　舞の一言で俺は我に返ると同時にツッコむ。

「お前らの雪だるまがそろって寄りかかってきたから倒れたんだろうが！」

「べ、別にいいじゃない！　雪だるまづくりっていう合宿の目的は達成したんだし！」

「先生の雪だるまが全員に押おし倒されるエンドというのも、あれはあれでアリなのかもしれマセんねー」

　のほほんと言うＷピース先生に、もはやツッコむ気力も湧わかない。

「つまり、先生の人生はハーレムエンド？」

「……どっちかっていうと、八方美人で全員に刺さされてのデッドエンドじゃないの」

　くそ……っ、冷めた目でこっち見ながら不ふ吉きつなこと言ってんじゃねえよ神坂妹！

　現実には俺のハーレムなんて存在しないってのに……。ううう……。

「わ、わた、私とお兄ちゃんの……！」

　ふと見ると、涼花が目を見開いて愕がく然ぜんとした様子で雪だるま（残骸）を眺めていた。

　……フォローしようにも、なんて声をかけりゃいいんだ……。

「さ、さて、じゃあ次は何を取材しようかしら？」

　舞が空気を変えるように、話題を転てん換かんさせた。

　と、とりあえず雪だるまのことを忘れるためにも乗っておこう。

「そ、そうだな。雪国じゃないとできないことを考えないとな」

　俺は腕うでを組んで考える。だが何かを思いつくよりも早く涼花が、

「雪ゆき合がつ戦せんをしましょう」

　と、いきなりそんなことを言いながら振ふり向いた。

　さっきまでの表情はどこへやら。再び甘えさせてくれる女の子を意識した朗ほがらかな笑顔に戻っていて、その立て直しの早さが逆に不安になる。

「……な、なあ、大だい丈じよう夫ぶか涼花？」

「なにがですか？　私はなにも気にしてませんよ～？」

　小声で訊たずねてみたものの、返ってきたのはのんびりとした言葉。

　……ほ、本当に気にしてないってんならいいんだけどさ……。

「なるほど、雪合戦デスか。確かに、雪といえば雪合戦デスね！」

「すっかり忘れてた。素晴らしい意見」

　涼花の案を聞いたみんなも乗り気な反応を見せる。

　確かに、雪合戦もこういう時にしかできないイベントだしいいと思うが……。

「……そうね。しかも合戦ってことは戦いだし、私達にとっても相応ふさわしいわね！」

「そうかもしれませんね～」

　舞の言葉に、涼花も笑顔で頷うなずく。

　俺はそのやり取りの意味がわからず「どういうことだ？」と訊ねるが、みんな既すでに雪合戦用の雪球を作り始めていて答えは返ってこなかった。

「……お、おい涼花、今さっきのは一体……」

「大丈夫です。安心しててください。お兄ちゃんは私が守りますからね？」

「……え？　守るってどういう」

　よくわからず首を傾かしげていると、間もなく不ふ穏おんな空気を感じて俺は振り向いた。

　するとそこには大量の雪球を抱かかえているみんなの姿が──

「って、なんでみんなそんな目で俺を見てるんでしょうか……？」

「いやー、たまにはこういうバトル展開もいいと思うんデスよね」

「決着をつけるいい機会」

「ま、私はどうでもいいんだけど、お姉ちゃんがやるから仕方なくね」

　……い、意味がわからない。わからないけど、なんだかとても危険な予感がする！

「別に深い意味はないわよ？　ただ単に、真しん剣けんに雪合戦の取材をするだけだから」

　舞はそう言うが、目が本気だった。獲え物ものを見るような視線を俺に向けてくる。

「ちょ、ちょっと待て……！　雪合戦するのはいいけど、その、チーム分けとかをしないといけないんじゃないでしょうか……!?」

「本格的にやるわけじゃないから、こんなのは好きな相手にぶつけるのでいいのよ」

　そうかもだけど、その言葉と同時に全員が俺の方を向いたのは偶ぐう然ぜんじゃないよなぁ!?

「大丈夫ですよお兄ちゃん」

　その時、みんなと同じように雪球を抱えた涼花が俺の横に立ち、

「お兄ちゃんは私が守るって言ったでしょう？」

　ニッコリと、俺を安心させるようにそう言ってくれた。

　……けど、この状況だと何一つ安心できないんですが……。

　ってか、そもそも一体何がどうなってこんな不穏な空気が立ち込めてるんだ!?

　しかし、俺の疑問は晴れることなく、まるでそうなることが当然だという空気のまま、間もなく雪合戦は始まってしまった。

　そして俺がその場で最後に見た光景は、全方位からこっちに飛んでくる雪球と、

「……お兄ちゃんとイチャイチャするのは私だけなんですから……！」

　こんな謎なぞな状況でもキャラ演技を続ける涼花の声だったとさ。
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「あー、ヒドイ目に遭あった……」

　俺はヘロヘロで自分の部屋へと戻ると、そのままガクリと床ゆかに膝ひざをついた。

　あの後、俺は全員からの最初の一発で見事轟ごう沈ちんし、その後はずっと雪の上でぶっ倒たおれていたわけだが、そんなことはおかまいなしに雪合戦自体は結構な間続いた。

　最初の方こそ涼花ＶＳそれ以外って感じだったが、その構図もものの数秒で崩れ、みんなお互たがいに好き勝手なことを言い合いながら雪球を投げ合っていた。

　敵も味方もない乱戦。完全なるバトルロイヤル。それはまさに『勝者のいない戦い』だったのだが、未いまだになんであんなことになったのか全然わからない……。

　とりあえず結論から言うと、全員が全身雪まみれになって勝負は終しゆう了りようし、さっさと温泉に入ろうということで別べつ荘そうに戻ってきたわけだ。

「結局なんだったんだよあの騒さわぎは……」

　涼花はキャラ演技を続けていたみたいだが、もちろん取材どころじゃなかったし。

「……はぁ、まあいい。とりあえず取材のことはまた後で涼花と話し合うとして、今は温泉を楽しみにしとこう」

　あんなこともあったせいで、身体からだはすっかり冷えきっていた。

　早く温かい湯につかりたい。なにせこの別荘には天然の温泉があるのだ。

　だが、今すぐ温泉にＧＯ！　というわけにはいかない。

　デカイ風ふ呂ろ場ばがあるとは聞いているが、さすがに旅館やホテルじゃないんだから、男風呂女風呂に分かれているわけじゃないんだ。

　人数も多いし、まずは女子からということで先行を譲った。今いま頃ごろはみんなで一緒に天然温泉を楽しんでいることだろう。……って、別に想像とかしてないぞ？

「と、とりあえず原げん稿こうを書くか」

　俺は執しつ筆ぴつ用に持ってきていたノートＰＣを鞄かばんから取り出し、文書作成ソフトを立ち上げて、早さつ速そくさっきまでの取材結果を基もとにヒロイン像を模も索さくしようと思った。

　体験が新しん鮮せんなうちにフィードバックしようと考えたわけだが、

「……ううむ」

　何も思い浮うかばない。白紙のドキュメントと同じように、俺の頭も真っ白だった。

　さっきまでの涼花のキャラを思い浮かべながらヒロイン描びよう写しやをしようと思っても、一向に指はキーボードを叩たたこうとしてくれないのだ。

　俺は腕を組んでうんうんと唸うなっていたわけだが、ふと気がつくと、いつの間にか三十分以上も経過していた。

「……あーもう、なんで何も思いつかないんだよ」

　涼花にあれだけ無理して協力してもらったのに……、と自分の不ふ甲が斐いなさにため息を吐つきながら、俺は立ち上がった。

　……そろそろ温泉に行くか。気分転換にもなるしな。

　さすがに女子ももう上がってるだろうと考えながら、俺はタオルと着き替がえを手に部屋を出て温泉へと向かった。

「誰だれもいない…………よな？」

　脱だつ衣い所の扉とびらをそっと開けながら、慎しん重ちように中の様子を窺うかがう。

　ここで無む警けい戒かいに入って「きゃーエッチ！」みたいなラッキースケベイベントを起こすわけにはいかない。命に関かかわるからな……、マジで。

　念のため、温泉に続く扉でも同じことをしたが、もちろん誰もいなかった。

　俺は端はじっこにあった脱衣籠かごに脱ぬいだ服を入れると、かけ湯をしてから温泉に入る。

「はぁ～……、最高だな……！」

　メチャクチャ広い岩風呂の天然温泉を独どく占せんとは、これ以上ない贅ぜい沢たくだ。

　なんか風呂の真ん中にデカい岩があるし、個人の別荘の風呂場とは思えないな。

「ふぅ……」

　俺は肩かたまでお湯につかりながら、星が浮かび始めた空を見上げる。

　火ほ照てった顔に冷たい空気がすごく気持ちいい。心も身体からだもリラックスしていく。

「……にしても、俺の理想の女の子……か」

　そんな中、俺はぼんやりと今抱えている問題について考え始めた。

　今回涼花に『ドＳな小こ悪あく魔ま』と『全てを許容し、甘えさせてくれる女の子』を演じてもらったおかげで、また一歩『なにか』を摑つかんだような感かん触しよくはあった。

　だが、やっぱりまだ「これが俺の理想像だ！」と言い切れるくらいのイメージは定まってはいなかった。何か必要なものがまだある気がする。さっきフィードバックが上手うまくいかなかったのも、そんな感触からなのかもしれない。

「でも……、あーわからんな……」

　……俺は何が足りないと感じているんだろう？

　俺がそんな漠ばく然ぜんとしたことを考えていた時だった。




　──おお、脱衣所も広いデスね！

　──本当に、これはまるっきり温泉宿ですね……。




「っ!?!?!?!?!?」

　いきなりガラリと音がして、脱衣所の方から声が聞こえてきた。

　弾はじかれたように振り向くと、脱衣所へ続く扉のすりガラスに複数の人ひと影かげが見えて、さっきまで火照っていた顔からサーっと血の気けが引いていく。

「な……っ！　なん……で……っ!?」

　誰だと言うまでもない。聞こえてくる声で、それが涼花達女性陣じんであることがわかる。

「で、でもどうして……!?　先に入ってもう上がっていたはずじゃ……!?」

　と、そこで気がつく。

　……ま、まさか、実はまだ入ってなかったってこと……？

　……なのに俺は確認もせずに上がったもんだと思い込んで……？

　ゴクリ……。

　ヤバイ。ヤバイヤバイヤバイヤバイヤバイなんてレベルじゃない!!

　なんで!?　普ふ通つう三十分も経たったらもう入り終わったと思うだろ!?　その間何してたんだよ！　ってか、脱衣籠に俺の服があるんだからそれで気づいてくださいよ！

　だがそんな祈いのりもむなしく、温泉へと続く扉が開いていく。

　俺はもう何をどうしていいのかわからなくなって、慌あわてて中央の岩いわ陰かげに隠かくれたのだが、これが悲劇の始まりだったのだ──




　　　　★




「ふぅ……、気持ちいいですね……」

　私は温泉につかり、ホッと一息を吐きます。

　別荘に戻もどってからすぐに温泉に入るつもりだったのですが、みなさんとおしゃべりしてて少し遅おそくなってしまいました。

　お兄ちゃんが待っているから早く上がりたいですが、この気持ちよさではすぐに出たくなくなってしまうから困りますね。

　……でも、まあいいでしょう。今回ばかりは少しお兄ちゃんに待っててもらいます。

　せっかくお兄ちゃんを甘やかすことで大手を振ふってイチャイチャできて、しかみなさんへの牽けん制せいもできる最高の状じよう況きようだと思ったのに……！

　それなのに、気づいたらみなさんともイチャイチャしてるとか、ヒドイです……！

　なんとか取材用のキャラは維い持じしましたし、思いっきり雪合戦したことで怒いかりも収まりましたが、ちょっとくらいお兄ちゃんにお仕置きするのもいいでしょう。

『甘やかす』キャラクターとしては不適当ですが、今はお兄ちゃんもいませんしね。

　なのですみませんが、温泉はじっくり堪たん能のうさせていただきます。

「デスねー。温泉付きなんて、こんな豪ごう華かな別荘を持ってる舞に感謝デスね！」

　その時、Ｗピースさんが私の言葉を引き取ってお湯の中で思い切り伸のびをしました。

　腕うでを真まっ直すぐに上げて背中を反そらしているので、必然的にあの凶きよう悪あくな胸が前に突つき出されて──……うう、何度見てもあれはおかしいです！　反則です！

「持ってるのは私の家で、私がスゴイわけじゃないわよ」

　今度は氷ひ室むろさんが、お湯につかりながらそう答えます。

　氷室さんもやはり大きいです……。あそこには何が詰つまってるんです？　夢ですか？

「……どうしたの涼花さん？」

　う……っ、ジッと眺ながめていたら氷室さんから変な顔をされてしまいました。

　いけません。あのお二人は規格外ですから。イレギュラーですから。あれと比べるなんてそもそも間ま違ちがっているのです。

「い、いえ、なんでもありません」

　なので私は誤ご魔ま化かしつつ、私と同じ次元の人達に目を向けます。

「マジでお金持ちすぎるでしょ……。完全にお金とれるレベルじゃんこれ」

　そこでは春菜さんが、いつものツインテールをおろして温泉の縁ふちに腰こし掛かけていました。

　……大きすぎず小さすぎず、形も綺き麗れいです。

「風ふ情ぜいもあって素晴らしい。合宿に誘さそってくれたことを感謝」

　その向こうでは、秋乃さんが同じように髪かみをおろしています。

　胸は……、確かに親近感を覚える大きさなのですが、それでも私より大きいです……！

「はぁ……」

　私は自分の胸を見下ろして、深い深いため息を吐きます。

　みなさんに囲まれていると、自分の身体の貧相さが浮き彫ぼりになります。

　……お兄ちゃんが好きな『きょにゅう』──……とまではいかなくても、少しくらい大きくなる気配があってもいいのに……。

　タンパク質だってとってますし、乳製品だってちゃんと摂せつ取しゆしてるんですよ？

　それなのに、なんの変化もないっておかしくないですか？

　考えてみれば最近身長も伸びてないような気がしますし、もしかしたらもう成長が止まってしまっているなんてことは……！

「ん？　どうしたんデス妹さん。胸が苦しいんデスか？」

　私が胸を押さえていると、Ｗピースさんが気づいて声をかけてきてくれました。

　それに反応して、氷室さんや神坂さん達も私の方を向きます。

「そういえば顔色も優すぐれないみたいだけど、大だい丈じよう夫ぶ？　涼花さん」

　氷室さんにもそう言われ、私は慌てて「大丈夫です」と誤魔化そうとしました。

　ですが、ふと考えが浮かびます。

　私が羨うらやむような胸を持った人達が目の前にいるんですから、その人達に胸を大きくする秘ひ訣けつを訊きけばいいのでは……？

「いえ、いえいえいえ……」

　な、なんてはしたないことを考えているんですか私は……！

　しかもライバル相手にそんな情けないことを訊けるわけ……、訊けるわけ……。

「あの、実はですね……」

　訊きます。やっぱり訊きます。

　もう変なプライドにこだわっている場合ではありません。

　なんとしても『きょにゅう』になって、お兄ちゃんの視線を独ひとり占じめしたいですから！

　考えてみれば、取材中にもかかわらずお兄ちゃんが私以外の女性に注意を向けるのは、この胸が問題な気がしてきました。というかきっとそうです！

　私はなにか人として大事なものをかなぐり捨てながら、おずおずと続けます。

「そ、その……、胸を大きくするにはどうすればいいと思いますか……？」

「「「「え？」」」」

　ううう……、みなさんポカンとした顔でこちらを見ています。呆あきれられたのかも。

　……あれ？　今、温泉の中にある岩場の辺りからなにか音が聞こえたような気がしましたが……気のせいでしょうか？

「ふーむ、なるほど、胸を大きくするにはどうすれば……デスか」

「そ、そんなこと訊かれても困っちゃうんだけどね」

　Ｗピースさんと氷室さんが、反応してくれました。どうしてそんなことを訊たずねたのか、理由を訊かない辺りがいい人なんですよね、お二人とも。

「胸の大きさで悩なやんでるの？　そんなの別に気にする必要ないわよ。そんなことで女の価値なんて決まらないんだし」

　と、今度は春菜さんが答えてくれます。ですがその答えは、

「……春菜、あなたは今、持たざる女子全てを敵に回した。もちろん私も」

　秋乃さんが見事に私の気持ちを代弁してくれました。

「な、なんで!?　お姉ちゃん、今まで胸のことなんて何も言ってなかったじゃん！」

「状況が違う。先生と出会った今となっては、胸の大きさは大問題」

　ストレートにそう言える秋乃さんが羨ましいです。

　本当は私もそうなのに、さすがに恥はずかしくて理由を正直に言うことはできません。

「わ、私はお兄ちゃんがどうとかは関係ありませんよ？　……ただ、その、やっぱり女子としては大きい胸に憧あこがれみたいなものが……」

　なので結局誤魔化してしまいます。……うう、ライバル達を前に、私はなんて弱いんですか……。自分で自分に呆れてしまいます。

「で、でも、どうすればいいのかって言われてもね……。自分は平均よりはちょっと大きいかなって思うけど、いつの間にか自然にこうなってたわけだし」

　胸を隠しながら恥ずかしそうにそう答える氷室さん。
















　く……っ、いつの間にかとか自然にとか、完全に選ばれし者の答えです。じゃあどうして私は自然に大きくなってないんですかと、神様に文句の一つも言いたくなります。

「そういうのって遺伝的な要素が強いんじゃないの？　大きくしようと思ってできるようなもんじゃなくない？」

「それを言ったらおしまい。大きくしたいと思ったならば、あらゆる可能性を模も索さくするのが女の子の義務。がんばろう涼花さん」

「秋乃さん……」

　勇気づけるように言ってくれる秋乃さんに、私は少し感動してしまいます。

　……さすが胸の小さい──いえ、控ひかえめな者同士です。わかりあってます。

「ふっふっふ……」

　とその時、Ｗピースさんが腕うで組ぐみをしながら意味深な笑い方をします。

「確かに胸の大きさは重要デス。エロゲの女の子キャラでも最重要課題デスからね」

　……イヤラシイゲームを引き合いに出されても困るのですが、なにやら考えがありそうなＷピースさん。私は無言でその続きを待ちます。

「安心してくだサイ妹さん！　私は胸を大きくする方法を知っていマス！」

「な……っ!?　ほ、本当ですか!?」

　その言葉に、私は弾はじかれたように身を乗り出します。

　是ぜ非ひ教えてくださいと懇こん願がんすると、Ｗピースさんは快こころよく頷うなずき、こう言いました。




「好きな人に揉もんでもらえば胸は大きくなりマス!!」




　…………え？　す、好きな人に……もんで……？

「ちょ、ちょっとアッヒーなにバカなこと言ってんのよ！」

「おやルナちゃん、どうしたんデスかそんなに慌てて？　これはエロゲやエロマンガでは有名な定説デスよ？」

「都市伝説もいいところのエロネタじゃないのよ！」

　春菜さんが真っ赤になって指し摘てきしますが、私はそれどころではありません。

　……す、すすすす好きな人に、も、もん、揉んでもらうって……!?

　そ、それってつまり、おおおお兄ちゃんに私のむ、胸を、揉んでもらうということですか!?　そ、そんな破は廉れん恥ちなこと……！　いくらなんでもそれは……!!

　も、もちろん嫌いやじゃないですよ!?　将来的にはそういったことももちろん視野に入れてはいますけど！　でも、まだ今はそういう関係じゃないですし！　早すぎるというか、心の準備ができていないというか……！

　いずれ試してみてもいいかもしれませんが、それは恋こい人びと同士になった後のお話で、今そんなはしたないお願いをお兄ちゃんにするなんて、そんなことは……！

　というか、お兄ちゃんに振り向いてほしいから胸を大きくしたいのに、恋人同士になった後でしか使えない方法じゃないですか!?　そ、それとも恋人じゃなくても胸を揉んでくださいってお願いを……？　いえいえ、やはりそれはあまりにも破廉恥すぎますよ！

　ああでも、そうしないと胸を大きくできないとなると、私は一体どうすれば……！

「……お、落ち着いて涼花さん。あんま真まに受けない方がいいわ。胸を、その……、す、好きな人に揉んでもらって大きくするとかいうのは、一種の定番ネタみたいなもので、信しん憑ぴよう性せいとかそういうのは全然ない話だからね？」

「そ、そうなんですか氷室さん……？」

「いえいえ、可能性はゼロとは言えないデショう？　これだけ広く信じられている説なんデスから、信憑性だってありマスよ！」

「だからそれはネタの範はん疇ちゆうを出てないって言ってんの！」

　氷室さんとＷピースさんが言い合う中、私は一つの疑問を口にします。

「あの、Ｗピースさんのその胸は、誰だれかに揉んでもらったものなんですか……？」

「ちょ、涼花さん、なに言ってんの!?」

「いえいえ、これは舞と同じで勝手に大きくなったものデスよ。舞は誰かに揉んでもらった経験は？」

「ああああるわけないでしょ!?　む、胸を揉ませるとか、そんなのあいつ以外──じゃなかった！　好きな人以外にさせられるか！」

「まあ、そうデスよね。で、舞って好きな人はいるんデス？」

　笑顔でストレートに訊ねるＷピースさんに、氷室さんは「う……っ」と詰まって、

「い…………、いるわけないでしょ!!」

　これ以上ないくらい顔を真っ赤にさせながら、お湯の中に沈しずんでいきました。

　……まあ当然です。あんな質問に答えられるわけないですよね。

「それで、結局、その……、Ｗピースさんのその説はウソなんですか……？」

「ウソじゃないデスよ。実際にそうやって胸を大きくしたエロゲヒロインは結構な数に上るのデス！」

「二次元の話を現実みたいにしゃべってんじゃないわよ！」

　春菜さんがＷピースさんにそう指摘しますが、秋乃さんは落ち着いた様子で、

「でも、現実でも可能性がゼロというわけじゃない。因果関係などは証明されていないけど、ある程度信じられる話ではある」

「お、お姉ちゃん、何を根こん拠きよにそんなこと言ってんのよ……」

「胸を揉まれるって、なんだか効きそうな感じがする」

　秋乃さんの答えに春菜さんが泣きそうな顔になり、Ｗピースさんは「そうデショう？」と目を輝かがやかせて笑っています。

　なんの科学的根拠も客観性もない話だというのは、確かにその通りです。

　……ですが、秋乃さんの言う通り「効きそう」というのは、その……、恥ずかしながら内心で大いに頷いてしまった自分がいます。

　となると、やっぱり胸を大きくするためにはお兄ちゃんの協力が……!?

　で、でもでも、そういうのはちゃんと想いが通じ合ってからの話で！

　けれど、そのために胸を大きくしないといけないのに、このどうしようもないジレンマが実にもどかしいです……！

「……ほ、本当に好きな人に揉まれたら胸が大きくなるの？」

　氷室さんがお湯から出てきて、そんなことを訊ねます。

「少なくとも私は信じてマスよ？　これ以上大きくなるとちょっと困りマスけど、好きな人が喜んでくれるならいいと思いマスね」

　Ｗピースさんはいつも通りの無む邪じや気きな笑み。

「……ほんと、なに言ってんだか。男に胸を揉ませるとか……！」

　春菜さんが頰ほおを染めてそっぽを向くと、

「そもそも胸を揉ませていいと思える人の存在が重要」

　秋乃さんがそう言って少しだけ目を細めます。

　……おそらく、というか間ま違ちがいなく、今この場でみなさんが思い浮うかべている人物は一いつ致ちしていることでしょう。

　そしてそれは、私が思い浮かべている人とも合がつ致ちしているはずです。

　……いけませんね。

　このままだとみなさんに胸を使ったアプローチを意識させてしまう危険性が……！

　自分で振ふったものですが、この話題は一刻も早く終しゆう了りようさせる必要があります。

「そ、それよりもこの温泉は本当に広いですね」

　なので、私は強ごう引いんに話題を変えることにしました。

　みなさんのところを離はなれて、一人で温泉の真ん中へと歩いて行きます。

　注意を他のなにかに引き付けようと、私はそこで目についた大きな岩について言げん及きゆうします。白しら々じらしく「本格的ですねー」などと言いながら、何気なく岩いわ陰かげを覗のぞき込みます。

「……………………え？」

　瞬しゆん間かん、私は本当に心臓が止まるかと思いました。

「…………っ!!」

　なぜなら、そこには真っ赤な顔をしたお兄ちゃんが、岩にもたれるようにして温泉につかっていたからです。

　私の方を見上げて、愕がく然ぜんとしたような、懇願するような、そして泣きそうな顔で、パクパクと口を動かしているお兄ちゃん。

「涼花……？　ち、ちが……っ！　こ、これには深い事情が……！」

　お兄ちゃんが何か言っていますが、私の耳には届いていません。

　なぜなら、私はお兄ちゃんの姿を見て完全に思考が停止していたからです。

　何も身に着けていない、完全に裸はだかのお兄ちゃん。

　しかし、それは私も同じことです。……いえ、お湯につかっているお兄ちゃんに対して私は立っているわけですから、私の全裸姿がお兄ちゃんに見え……、見え……？

「────────っ!!」

　そのことに気づいた瞬間、私は頭の中が真っ白になりました。

　……み、みみみみみ見られた!?　お、お兄ちゃんに、わた、私のははは裸を!?

　というかお兄ちゃんも見えてますか!?　お互たがい生まれたままの姿ですか!?　そんな恥はずかしい状態がどうして……!?　い、いつの間にか私はお兄ちゃんと裸を見せ合う仲になっていたということですか!?　ということは、私はもうお兄ちゃんと結けつ婚こんしてしまったわけですね!?　バンザーイ！　いえ、そんなわけないでしょう!?!?!?

　私はパニック状態に陥おちいって、顔と言わず全身を真っ赤に染め上げて、プルプルと身体を小刻みに震ふるえさせます。

　どうしてお兄ちゃんがここにいるのか──そんな当然の疑問を追及する余よ裕ゆうもなく、私は限界を突とつ破ぱした羞しゆう恥ち心しんに耐たえ切れず、今まさに叫さけび出そうと口を大きく開きます。

「きゃ……──」

「どうしたの涼花さん？」

　ですが、その瞬間に氷室さんから声をかけられて、寸前で悲鳴を飲み込む私。

　見ると、怪け訝げんそうな顔したみなさんが口々に「何かあったのか」とこちらに近づいて来ているではありませんか。

　それがわかった瞬間、私は無意識のうちにこう口にしていたのです。

「な、なんでもありません！　それよりみなさん、そろそろ上がりませんか!?　お、お兄ちゃんを待たせていますし！　早く身体を温めてもらわないと！」

　それを聞いていたお兄ちゃんが、横で目を見開くのがわかりました。

　というか、お兄ちゃんはここにいるんですけど！　とっくに身体を温めているんですけど！　ああもう何してるんですかあなたは！　そんなまじまじとこちらを見ないでください私の裸はそんなに魅み力りよく的ですかお兄ちゃんも魅力的だからまじまじ見返していいですかお互い裸を見せ合ったんだからもう結婚していいですよねそうしましょう夫婦だからこの状じよう況きようも恥ずかしく──ないわけないでしょう!?　ううううううううううう……!!

　私は恥ずかしさで泣きそうになりながらも、とにかくお兄ちゃんがここにいることをみなさんに知られてはいけないという一心で、その場にしゃがみ込みます。

「えー、でもまだ早くない？　もう少し温まりたいんだけど」

　しかし、みなさんの動きが止まったのはいいのですが、氷室さんのその一言で全員再びお湯に身体をつけて、もとの体勢に戻もどってしまいました。

　……うう、最悪の事態は回かい避ひできましたが、これではどうにもできません……！

　とにかく、お兄ちゃんがここにいるということだけはバレないようにしないと……！

　私はみなさんに気づかれないよう、チラリと横目でお兄ちゃんを確認します。

　一いつ瞬しゆん目が合ってしまい、途と端たんにお互い裸だということを思い出して、頭の芯しんが溶とけそうになるくらいの恥ずかしさが襲おそってきます。

　い、いけません……！　なんとか正気を保たないと……！

　……そ、そうです！　今の私は『全てを許容し、甘えさせてくれる女の子』なんですから、お兄ちゃんのことを第一に考えないといけません！

　私は羞恥心になんとか耐えながら、お兄ちゃんに目で合図を送ります。

　……みなさんが出て行くまで、絶対に気づかれないようにしてください……！

　……それと、私の方を絶対に見ないでください……！

　視線に込めた私の意図を読み取ったのか、お兄ちゃんは真っ赤な顔で何度も頷うなずくと、顔の半分をお湯に沈めながら身体を縮こまらせ、私から顔を背そむけます。

「おや？　どうしたんデス妹さん？　急に身体なんか隠かくして」

　その時、Ｗピースさんからそう指摘され、私は思わずビクッと背筋を伸のばしました。

　無意識のうちに胸を隠す姿勢になっていて、私は慌あわてて「な、なんでもありません！」と腕うでをどかします。……お、お兄ちゃん、本当にこっちを見てないですよね……！

「あ、あー……、ほ、本当にいいお湯ですねえぇ……っ！」

　私は、隣となりにいるお兄ちゃんの気配を思い切り意識しながらもなんとか平静を装おうとしますが、声があからさまに動どう揺ようしていて泣きたくなります。

　みなさんがのんびり温泉を堪たん能のう中な一方、私はお湯の熱さと込み上げる恥ずかしさからのぼせてしまいそうでした。

　……も、もう一時間くらい経たったんじゃないですか……!?

　は、早くみなさん上がってください……！　お願いですから……！

「……と、ところで話は変わるんだけどさ」

　しかし、そんな私の懇こん願がんもむなしく、氷室さんが新たな話を始めてしまいました。

「べ、別に深い意味はないんだけどね？　……祐って妹萌もえだけど、妹以外の女の子には全然興味ないのかしら？　涼花さんは祐の好みとか知らない？」

　話題が変わっても結局お兄ちゃんのことじゃないですか！

　しかもこの場には、その当の本人がいるというのに……！

「……っ!?」

　さらに悪いことに、お兄ちゃんが動揺して身を震わせたのか、かすかにパシャリと水音が響ひびいてしまいました……！

　い、いけません……！　みなさん不ふ審しんがってます……！　こうなれば……！

「お、お兄ちゃんの好みですか！」

　もう氷室さんの話題に乗って、みなさんの注意をそちらに集中させつつ時間が過ぎるのを待つしかありません！

　私はヤケになりながらも、氷室さんの問いにどう答えるべきか一瞬迷いました。

　はい！　お兄ちゃんは妹以外に興味ありません！

　……と声こわ高だかに主張したいところですが、さすがに自分の願望をさらけ出すわけにはいきませんし、なにより横にはお兄ちゃん本人がいるのです。なんとか誤ご魔ま化かさないと。

　とはいえ、お兄ちゃんのことに関してはみなさんの勘かんは本当に鋭するどい──というか、お兄ちゃんがわかりやすすぎる性格の人なので、下手へたなウソをついたところですぐに見破られてしまいます。なので私は話せる範はん囲いで正直に話すことにしました。

「こ、個々の要素についてはある程度わかりますが、女性像という意味では知りません」

　……そもそも、お兄ちゃん自身が自分で自分の理想像をわかっていないですからね。

「個々の要素っていうのはアレデスよね。先生が巨きよ乳にゆう好きだとか、ニーソは長めで絶対領域が大好物だとか」

「あとメイド好きとかもよね。……ほ、ほんと、祐はエロ魔ま人じんだから困るわ……！」

「欲よく望ぼうに忠実で素晴らしい。下手に隠して聖人面づらするよりよほど健全」

　……お兄ちゃんはみなさんの言葉をどんな気分で聞いているのでしょうか……。

　チラッと視線を向けると、泣きそうな顔でギュッと目をつぶりながら体育座りをしているのが見えて、その可愛さに思わずきゅんとしてしまう私。

　……しかも裸だからか、余計に庇ひ護ご欲よくが──って、この状況で何を考えているんですか私は!?　ちょ、ちょっと取材用のキャラが混じってます！　危険です！

「なるほど、先生の好みデスか……。では一度みんなで情報交こう換かんといきマセんか？」

「えっ!?　じょ、情報交換ってどういうことですか……？」

　私がワタワタしていると、いきなりＷピースさんがそんなことを言い出しました。

「みんなが知ってる先生は、同じようで実は違うはずデスよね？　妹さんと一いつ緒しよにいる時の先生と舞と一緒にいる時の先生は、やっぱり少しずつ違っているはずデス」

「なるほど、それらの先生像から多角的に分ぶん析せきしてみようと」

「キノちゃんその通りデス！　たとえば私の場合、よく先生にエロイラストを送っては感想を訊きいているのデスが、その時の反応で気づいたことはありマスよ！」

　……そういえば、Ｗピースさんはほぼ毎晩お兄ちゃんにイカガワシイイラストを送りつけているんでしたね。

　早くこの会話を終わらせてみなさんに出て行ってほしいのですが、かなり興味のある話題だったので、思わず先を促うながす私。

「……それで、Ｗピースさんの気づいたこととは？」

「はい。先生には毎回エロイラストのアドバイスをいただいてるんデスよ。もっと胸を大きく描かいた方がいいんじゃないかとか、もっと顔をトロけさせた方がいいとか」

「……ほう」

　お兄ちゃん、そんなことをＷピースさんに言っているわけですか。

　ほうほう、その件に関しては後でじっくり話を訊いておかないといけませんね。

　隣からバシャッと聞こえてきた気がしますが、ちょっと静かにしててください。

「胸の大きさの件なら、私も言われたわよ」

「そういえばルナちゃんも先生にエロイラストを送りつけては楽しんでるんデシたね」

「た、楽しんでないわよ！　私は単なる練習台として利用してるだけ！」

　……ほ、ほほう？　春菜さんの件も含ふくめて、訊くべきことが増えましたね……！

「でデスね、その過程で先生が反応するエロポイントを発見しマシた！　ズバリ先生は全ぜん裸らよりも着エロ派！　隠すことによるチラリズムが好きみたいなんデスよ！」

「ちゃ、ちゃくえろ……？」

　なんだか聞き慣れない単語ですが……。

「……要するに完全な裸より衣服を身に着けてた方が興奮する性せい癖へきみたいなものよ」

　氷室さんが頰ほおを染めながらも説明してくれます。

　なるほど、何となくそんな気はしてましたが、やはりロクでもない意味でしたか……。

　私が目を向けると、お兄ちゃんは体育座りのまま完全に水すい没ぼつしていました。

「あー、確かにそうかも。私も何度かそんなこと言われたわ」

「さすが永遠野先生。フェティシズムは創作の基本。こだわりがあっていい」

　春菜さんと秋乃さんもうんうんと頷いています。

　……お兄ちゃん、そんなはしたない認識を多くの人に持たれているとはどういうことですか……！　そういうことを知っているのは妹だけでいいんですよ……！

「あのさ、そういうのって確かに祐の好みではあるんだけど……、なんかズレてない？　まあ一ファンとしては面おも白しろい情報なんだけどさ……」

　氷室さんが胡う散さん臭くさそうな顔で訊きます。するとＷピースさんは、

「直接は関係ないかもデスけど、さっきも言った通りこれは情報交換デスから。知らない先生の一面を知ることで、分析が進むかもしれないじゃないデスか」

「一理あるような、ないような意見ね……」

「まあまあ、やってみるのはタダデスし、情報の交換はお互たがいにとって有益じゃないデスか。というわけで、舞には学校での先生について語ってもらいマショう」

　学校でのお兄ちゃん……!?

　私はその単語にピクッと反応します。それは私も前々から知りたかったことです。

「学校での祐って言われても……、どういうことが知りたいの？」

「お、お兄ちゃんって女の人にモテるんですか？」

　気づいたら私は前のめりになって、氷室さんに質問をしていました。

　また隣から水音がした気がしますが、今はそんなことどうでもいいです！

　私が唯ゆい一いつ知らないお兄ちゃんの日常。この機会に是ぜ非ひ訊いておかないと……！

「全然モテてないわよ。そもそもあいつが女子に話しかけられること自体稀まれだし」

「そうですかっ」

　思わず声が弾はずんでしまう私。

　まあお兄ちゃんの魅力は、わかる人にしかわからないんですからね！

　少し悔くやしい気もしますが、そのおかげで変な心配をしなくて済むのはいいことです。

「あ、あいつに話しかける女子は私くらいじゃない？」

「……そうですか」

　あからさまに声のトーンが落ちる私。

　……そうでしたね。とはいえ最大のライバルが傍そばにいるんでしたね。

「私くらいしか、あいつと一緒に休み時間にしゃべったり、あいつと一緒にお昼を食べたり、あいつと一緒に勉強したりする子なんていないわね！」

「それって舞が先生の恋こい人びとに見られてるから、他の子が寄ってこないんじゃないデス？」

　ポツリと、Ｗピースさんが呟つぶやきます。

　その瞬しゆん間かん、その場の空気がギシッと軋きしんだような気がしました。

「こ、こここ恋人!?　わ、私が祐の!?　そ、そんなわけないじゃない！　……で、でも周りからはそういう風に見られちゃってるかもしれないわねー？　わ、私はまったくそんなつもりがないからいい迷めい惑わくなんだけどねー？」

　氷室さん、顔が見ていられないくらい緩ゆるんでいますよ……。

　バシャバシャと水面を叩たたきながらうれしそうに否定する氷室さんに、なんだか周囲の雰ふん囲い気きがイラッとしていく気がします。少なくとも私はイラッとしています。

「……なんかこの子も普ふ通つうじゃないから、あいつと揃そろって変わり者として遠目に見られてるだけなんじゃないの……」

　春菜さんがボソッと呟きますが、気づいていない氷室さんを除いたその場の全員が、多分そうなんだろうなと深く頷きます。

「まあ学校での先生は舞に絡からまれて困ってるという図が想像できマシたけど、ルナちゃんやキノちゃんと先生の間はどうデス？」

　一人で興奮している氷室さんを放置して、私達は話題を神坂さん達へと移します。

「先生には常に作家としての心得を教えてもらっている。先生は優しいから、未熟な私相手にも『俺が指導するようなことなんてありませんから！』とか『秋乃さんはもう十分実力があります！』なんて言って勇気づけてくれる」

　無表情で淡たん々たんと語る秋乃さん。

　私はその話を聞いて、少し申し訳ない気分になります。

　プロのラノベ作家に指導を頼たのまれる作家志望という図は残ざん酷こくですからね……。

「わ、私は別に何もないわよ。イラストの感想をもらって、あとはお姉ちゃんに変なことさせないよう釘くぎを刺さすくらいで」

　春菜さんが目線を逸そらしながら、つまらなさそうな顔でそう言います。ですが、

「ウソ。春菜と先生はケンカ友達。言い争ってる時はお互いすごく楽しそう」

「お、お姉ちゃん!?　だからそんなことないって！」

　春菜さんが真っ赤になって抗こう議ぎしますが、秋乃さんはどこ吹ふく風といった感じです。

「ふーむ、やはりそれぞれで微び妙みように先生の印象が違うみたいデスね。初めて聞く話も多かったデスし、やはりこういう情報が先生を分析する参考になるかもデスね」

　Ｗピースさんはさらに「デスが──」と続けて、私の方を見ます。

「やっぱり一番話を訊くべきなのは妹さんデスよね」

「わ、私ですか？」

「はい。家で普ふ段だん先生がどんな生活をしているか、それが一番重要じゃないデスか？」

　私がＷピースさんの無む邪じや気きな笑顔に何とも言えないでいると、

「アッヒーの言う通り。家でどういったことをしているかが人格形成につながる」

「ま、一理あるんじゃない？　私は興味ないけど」

　と秋乃さんと春菜さんもＷピースさんに同意して私の方を見ます。

　ついでに氷室さんも「い、家での祐ですって!?　聞き逃のがせないわね！」と一人ではしゃぐのをやめて身を乗り出してきます。

　……ううん、どうしましょう。

　確かに家でのお兄ちゃんの生活を語ることはできます。それこそいくらでもできます。

　お兄ちゃんのことが大好きな私は、お兄ちゃんの全てを知りたいと思ってますから。

　とはいえ、そんな中で一番語るべき出来事は、やっぱり『日々ラノベ作家を目指して執しつ筆ぴつ活動に勤いそしんでいる』になります。

　……真しん剣けんな顔でラノベのことを考えている時のお兄ちゃんの横顔……！

　あれはもう思い出すだけで胸がきゅんきゅんしてくるカッコよさです！

　けれど、それはもちろん明かすことはできません。

　それに、明かしたところで理想像のヒントになるとも思えませんし。なので、

「お、お兄ちゃんはプロラノベ作家ですから。家ではお仕事ばかりですよ」

　と、誤ご魔ま化かすしかありませんでした。みなさんはその答えに一応納得したようですが、どことなく不満そうな影かげが見てとれますね……。

　本当は「お兄ちゃんは私の妹モノ作品に協力して、普段から私とイチャイチャラブラブな生活を送って取材を手伝ってくれています。本ほん棚だなにも妹モノラノベが大量にありますから、やっぱりお兄ちゃんの理想像はあらゆる点を考こう慮りよして私だと思います！」と言いたいところなのですが、さすがにそれは完全に私の願望丸出しなのでできません。

　……うーん、どう答えたらいいんでしょうね？　ちょっとお兄ちゃんに相談を──

「あ」

　と、その瞬間に私は思い出しました。

　……お、思わず話に夢中になってしまいましたが、隣となりにはそのお兄ちゃんがいるんじゃないですか……！　お互い裸はだかで、今までの話も全部聞かれて……！

　私は反射的に岩いわ陰かげの方に視線を向けます。ですが、そこには全身を真っ赤にしてフラフラと頭を動かしながら目を回しているお兄ちゃんの姿が！

　……そ、そういえば途と中ちゆうから物音も聞こえなくなってましたけど、のぼせてしまっていたんですね…………、ってそんなことをのん気に考えている場合じゃありません！

「み、みなさんそろそろ出ましょう！　もう十分温まりましたし！」

　私が急せかすと、少しキョトンとしながらも、今度は全員立ち上がりました。

　どうしたの？　なんで焦あせってるんデス？　とか訊きかれましたが、私は必死に誤魔化しながらみなさんを脱だつ衣い所へと押しやります。

　……ふう、これでお兄ちゃんも脱出できるでしょう。

　安あん堵どの息を吐つく私ですが、落ち着くとまたさっきのことを思い出して全身がかああぁと熱くなっていくのがわかります。

　……そ、そもそもなんでお兄ちゃんがあそこにいたんでしょうか……？

　お兄ちゃんの保護者として、後で問い詰つめないといけませんね……！

　私は湧わき上がる恥はずかしさに耐たえながら心に誓ちかいます。けれど、そんな時に一つだけ、戸と惑まどいでも羞しゆう恥ちでもない考えがふと頭の片かた隅すみをよぎりました。

　…………お兄ちゃん、私の裸を見て、どう思ったんでしょうか……？

　ですが、そう考えた瞬間、私は自分のはしたなさにぶんぶんと頭を振ふるのでした。




　　　　★




　気がついたらみんなの気配がなくなっていたので、俺はのぼせた身体からだに鞭むちを打ちながらなんとか温泉を出た。素早く着き替がえて脱衣所を後にすると、誰だれにも見つからないよう息を殺しながら自室に戻もどったのだが、その途と端たん、

「……っ！　ど、どういうことなのか説明してもらえますかお兄ちゃん……」

　真っ赤な顔で正座して待ち構えていた涼花の姿が見えて、俺は反射的にその場に土下座していた。

「ご、ごめん！　でも違うんだ！　あれは本当に事故だったんだよ！　もうみんなが入り終わったと思って温泉につかってたら、後からお前らが来て……！」

　ハッキリ言っておくが、俺は全然悪くない。むしろ被ひ害がい者しやだと断言できる。

　……けど、こういう場合はとにかくこっちが謝って身の潔白を証明するしかなかった。

　事故とはいえ涼花の裸を見てしまったのは事実だし、理り屈くつじゃないんだこういうのは！

「か、勘かん違ちがいはしないでください。私は別に怒おこってるわけじゃないんです。な、なにせ私は許容して甘やかすキャラですから。お兄ちゃんが何をしても許してしまうのです」

　しかし涼花は意外にも怒っていないようだった。少なくとも表面上は。

　こんな時までキャラ演技を続けているなんて律りち儀ぎすぎるとは思うけど、冷静に話ができるなら願ってもないことだ。

　なので俺は誠心誠意、何度も何度も正直に事情を話した。

「……な、なるほど、そういう事情なら仕方がありませんね～」

　すると涼花はわかってくれたのか、ニッコリ笑って頷うなずいてくれた。

　普段ならきっと激げき怒どしてる状じよう況きようなのに、こうもあっさり許してくれるなんて……！

　このキャラの素晴らしさが、今初めて実感としてわかった気がした。

「でも、そういうことならもっとわかりやすく、そこにいると知らせてくれないとダメですよ？　お兄ちゃんはうっかり屋さんですね～」

「す、すまん……、あの時は動転してて……。それに三十分も時間が空いたんだからもう入り終わったと思ってたんだ……」

　とはいえ、確かに振り返ってみると、咄とつ嗟さに岩陰に隠かくれるというのは最悪の選せん択たくでしかなかったな……。

「そんなにみなさんの裸が見たかったんですか？　……もう、お兄ちゃんは本当に困った人なんですからっ」

「ち、違う！　ずっと隠れててそんな余よ裕ゆうなんてなかったから！」

　俺が必死に言い訳する中、涼花は穏おだやかに微び笑しようしていた。

　どうやらからかっていただけのようで、俺はホッと安堵する。

　……いつもの涼花だったら、この程度じゃ絶対済まなかっただろうな──と、改めてキャラの取材中でよかったと考えていた時だった。

「でも」

　と、なぜかそこで涼花が不意に真顔に戻った。

　さっきまでの穏やかな雰囲気が、一いつ瞬しゆんでどこかへ消え失せる。

「お兄ちゃんのことは何でも許しちゃう私ですけど、許せないことが一つだけあります」

「そ、それは……？」

「複数の女の子とイチャイチャすること──確か『はぁれむ』と言うんでしたね？　それだけは絶対に許しませんからね……？」

　俺は涼花のすさまじい迫はく力りよくに、無言で何度も首を縦に振った。

『全てを許容し、甘えさせてくれる』ヒロインでも、その懐ふところの深さは無限大じゃないらしい。

　ただ、これだけは言わせてくれ。

「……俺は一言もハーレム願望なんて口に出した覚えは──」

「何か言いましたか～？」

　いつの間にか笑顔に戻っていた涼花の一言に、俺は慌あわてて口を噤つぐむのだった。

　……やっぱ、怒ってるんですね……。はい……。








第三章　クリエイター達のクリスマス









「それでお兄ちゃん、これまで『こあくま』や『甘えさせてくれる女の子』といった取材を続けてきましたけど、理想の女の子像はもう把は握あくできたんですか？」

　並んで歩いていた涼すず花かが、俺を見上げながらそんな質問をしてきた。

　十二月二十四日。クリスマスイブの昼下がりのこと。

　俺達はクリスマス会で必要になる食材などを手に入れるため、舞まいの別べつ荘そうがある温泉街の店に買い出しに行っていたのだ。

　事前に準備したぶんも含ふくめ、必要なものは取り揃そろえられたので、今はこうやって涼花と二人で別荘への帰き途とについている。

「うん、まあ……」

　俺は質問に対し、歯切れの悪い返事をするしかなかった。

　ツンデレ巨きよ乳にゆうとか小こ悪あく魔まとか甘えさせてくれる女の子とか、普段の涼花ではあり得ないキャラを演じて取材に協力してもらってきたわけだが、そのおかげか、可愛いヒロインの描びよう写しやという点ではかなり参考になったし、書ける自信も出てきた。……のだが、

「……その様子だと、まだみたいですね」

　涼花がジト目を向け、俺は無言でうなだれる。

　その言葉通り、まだ肝かん心じんの部分が抜ぬけ落ちているような感覚なんだよな……。

　理想像についても『主人公のことが大好きで、その好意を見せてくれる女の子』と言葉で表現するのは簡単だが、いざそれを執しつ筆ぴつに当てはめようと考えると、どこかしっくりこない部分が残ってるし。ううむ……。

　我ながら不ふ甲が斐いない限りだった。

「これからの取材はどうするつもりです？　……まさか、もう何も思いつかないなんて言わないでしょうね？」

　涼花にジト目でそう言われ、俺はぶんぶんと首を横に振る。

　何も思いつかないのは事実だが、目的を達成していない以上取材は続けないといけないし、ここまで協力してもらってきた涼花にも申し訳が立たない。

「……いろんな属性を研究して理想像を探すってのは間ま違ちがってないと思うんだ……」

　アプローチ自体は悪くないはずだ。だけどさらなる属性を研究といってもどうすればいいんだろう？　涼花に演じてもらうにしても限界があるし……。

「…………うん？」

　とその時、俺の脳のう裏りをふとある考えがよぎった。

「属性といえば、舞達も一人一人全然違うキャラだから、それぞれ研究していったら理想像把握の参考になるかも」

　それは何気ない思いつきだったのだが、口に出してみると意外と悪くない考えのような気がした。良くも悪くも個性的な面々だからな。

「ひ、氷ひ室むろさん達がお兄ちゃんの理想像……!?」

　だが、なぜかそれを聞いた涼花が愕がく然ぜんとした顔をこちらに向ける。

「ど、どういうことですか!?　ま、まさか、お兄ちゃんはあの中の誰かが、す、すすすすす、好きだとでも言うんですか!?」

「な、なんでいきなりそんな話になる!?　そうじゃなくて、あくまでも属性研究の参考になるんじゃないかって意味で言ったんだよ！」

「そ、そうですか……！　まったく、まぎらわしいことを言わないでください！」

　別に最初から誤解される言い回しはしてないと思うんだが……。

「そ、それにしたって氷室さん達をヒロインの研究対象にするなんて……！」

「キャラが濃こいのは事実だろ？　それに行き詰づまっている以上、いろんな属性を研究するしかないとも思うし」

「それは──その通りかもしれませんが……」

　歯切れの悪い反応を見せる涼花。

　俺だってどうかとは思うけど、他にこれといった方法を思いつかないんだ。

「……確かに演じるキャラクターが思い浮うかばない以上仕方がないのかも……。でも、お兄ちゃんの目をそういう形でみなさんに向けるのは危険な……。いえいえ、逆にこの機会にみなさんを研究して対策を……」

　涼花が何やらブツブツと呟つぶやきながら考え込んでいる。

　俺の考えの妥だ当とう性を検討してくれているのか？　と、そんなことを考えていると、

「お、お兄ちゃん、一つだけ確認させてください。氷室さん達の属性を研究して参考にするのはいいのですが、その……、ほ、本当にお兄ちゃんはみなさんのことが好きじゃないんですか……？　も、もちろん理想像的な意味でですよ!?」

「だから、そんなことはないって……」

　俺はそう返すが、涼花はどこか必死な様子で、

「で、ですがみなさん全員美しい人達ばかりですけど」

「まあ、美少女ばっかりってのはその通りだよ」

「それにみなさん、お兄ちゃんに好意を抱いだいているようですが……？」

「それは俺にじゃなくて永遠とわ野の誓ちかいにだろ？　代理人じゃなかったら、俺なんて見向きもされないに決まってるじゃないか」

「………………そういう認識ならいいのですが」

　なぜかものすごく複雑そうな表情を浮かべる涼花。

　確かに、舞もＷダブルピース先生も水み無な月づきさんも神かん坂ざか姉妹もみんな美少女だし、一見俺に好意を向けているように見える。でもそれは俺自身に向けられたものじゃないし、そこを勘かん違ちがいしてみんなを好きになったりはしないさ。

「……でも、みなさんのことは嫌きらいではないんですよね？」

「それはもちろん」

　俺はその質問に即そく答とうしたが、……変なことを訊きくやつだな？

　面めん倒どうな連中であることには間違いないけど、嫌いだと思ったことは一度もないぞ。

「美少女だと認め、嫌いではないということは、やはり理想像になる可能性はあるんですね……。少なくともそういった要素が……」

　また涼花は一人で何かを呟いていたが、やがて俯うつむいていた顔を上げると、

「……そうですね。次の取材はみなさんの属性研究でいいかと思います」

　そう言ってくれたので、俺はホッと安あん堵どした。

　涼花のお墨すみ付つきがもらえたのなら、この方向性は間違ってないっぽい。よかった。

「これで今回はお前に負担をかけずに済みそうで──」

「何を言っているんですかお兄ちゃんは」

　だが、なぜかいきなり言葉を遮さえぎられ、俺は「へ？」と振ふり返る。

「もちろん私も一いつ緒しよに取材するに決まってるじゃないですか」

「え？　な、なんで？　別に今回の取材は一人でもできるぞ？」

「い、いえ、お兄ちゃんだけだと不安です。一度取材に協力すると言った以上、結果が出るまで付き合う義務が私にはあるんです」

　いや、だからって責任感が強すぎじゃないですかね……。

「そ、それにこういった研究はいろんな視点が必要だと思います。お兄ちゃんだけの考えでは偏かたよる可能性があるので、私もサポートします」

「それは、ありがたいことなんだけど……」

「……それに、考えてみればこれもいい機会です……！　みなさんの中にあるお兄ちゃんの好みの要素を研究・分ぶん析せきして、それを上回れるよう努力すれば、ライバルに大きくリードすることもできます……！　いえ、いっそのことそういった要素を私が身に着ければ、お兄ちゃんの理想像へまた一歩──」

「あ、あのー、涼花？」

「ぴゅぅっ!?　と、とにかく私も一緒に取材しますから！　これもお兄ちゃんの理想像を探すためですから！　いいですね!?」

「は、はい!?」

　すごい勢いで前のめりに迫せまる涼花に、思わず直立不動になる俺。

　なんだかわけがわからないうちに押し切られたが、なにはともあれ、みんなの属性を研究するという方向で次の取材をすることは決まった。

「みなさんの魅み力りよくを研究して、それを身に着けることで私が理想のヒロインになってみせますから、がんばりましょう！」

　燃える涼花に俺は「お、おう」と返事をするのだが、取材の目的は俺の理想像の把握であってお前が理想のヒロインを演じることじゃないはずでは……。

　しかし「そうと決まれば早く帰りましょう！」と急せかす涼花にそんなことを言える空気ではなく、俺達は足早に別荘へと戻もどるのだった。




　　　　▼




「お帰り二人とも。買い出しご苦労様」

　別荘のリビングに戻ると、舞が飾かざり付けをしながら出で迎むかえてくれた。

　出てくる時にはなかったはずの大量の段ボール箱が所ところ狭せましと置かれている。

「そっちの用事が終わったら飾り付けを手伝ってよね」

　俺が「あ、ああ」と答えると、舞はまた自分の作業へと戻った。

　それと同時に、涼花がクイクイと俺の袖そでを引っ張る。

「……一人でちょうどいいです。まずは氷室さんの研究をしましょう……！」

「そ、そうだな……。って待てよ？　俺は研究って言っても、一人でみんなの特とく徴ちようとかを整理して改めて分析しようと思ってただけなんだが……」

「甘いですねお兄ちゃん。研究するなら実際に対象を前にしないと」

　な、なるほど、そういうものなのか……。

「それはともかく、特徴を整理するのはいいことです。お兄ちゃんが氷室さんの魅力と思っているのはどういった部分なのか聞かせてもらいましょうか」

　涼花は真しん剣けんな顔でそう言うと、どこからともなくメモ帳を取り出して構えた。

　その『やるからには徹てつ底てい的に』という姿勢は見習うべきだと思うけど、熱意が強すぎるのか眼光が怖こわい。ってか、睨にらまれてないか俺……？

「ま、舞の魅力か……。うーん、そうだな……。やっぱ一番は──」

「容姿と胸、なんてふざけたことは言いませんよね……？」

「そ、そんなこと言うわけないだろ……!?　お、俺を見くびるなよ……!?」

　否定しながらも冷ひや汗あせをダラダラと垂らす俺。

　もちろんそんなことは思ってないが、その二つが舞の魅力の一部というのは完全な事実なので、反論する声もどこか上ずってしまう。

　……と、とりあえずキャラとしての魅力の話だから、見た目のことはさて置こう。

「で、だ。一番は、やっぱりあの強ごう引いんな性格じゃないか？」

「ご、強引な性格が魅力なのですか……!?」

　なぜかショックを受けている涼花だが、それにはちゃんと理由がある。

「こっちの都合も考えずにストーカーになるくらいだから、基本的には困った性格だってことに違いはないんだけどさ。ほら、それに加えて舞はヘッポコだから」

「あ……」

　俺の一言に、涼花が納得したような顔になる。

　ヘッポコってのが共通認識になってるのは可哀かわい想そうな話だが仕方ない。事実だし。

「強引で自分のやりたいことを押し通す性格だけど、それとヘッポコさが奇き跡せき的にかみ合って凶きよう悪あくさがなくなってるってのがいい感じなんだと思う。それがなければただの迷めい惑わくなやつだからな」

　まあ迷惑って点では現状でもそうなのだが、それでも苦笑交じりで許せる範はん囲い内だ。

「……む、むうう、お兄ちゃんはそれを魅力と感じているのですか……」

「あ、あくまでもキャラとしての観点で見るとって話だからな？」

　そうは言いつつも、今まで漠ばく然ぜんと感じていたことを言葉にしてみると、新たな発見をしたみたいな感覚がする。

　……確かに、舞ってそういうキャラだ。ラノベの中に登場させると想定してみても、結構魅力的なキャラになるんじゃないかと思う。

「マイナスとマイナスが組み合わさって魅力になるなんて……！　こ、これは参考にするのが大変そうです……！」

　涼花は難しい顔でしきりにメモ帳に何かを書き込みながら呟いている。

　……それはいいけど、お前は何の参考にしようとしてるんだ？

「ちょっと、さっきから二人でなにをこそこそしてんの？」

「あ、いや!?　な、なんでもない」

「手が空いてるなら手伝ってよね。ツリー立てるの、一人じゃ大変なんだから」

　見ると、舞は組み立て式のツリーと格かく闘とうしているところだった。

　枝や幹みきといった部分のパーツは出来上がっているようだが、それをツリーの形にするのに手間取っているようだ。

「……手伝いましょうお兄ちゃん。いい機会です。本人から直接情報を引き出すことでライバル調査も一層進むと思いますし──」

「ライバル？」

「ま、間違えました。取材対象の調査です。とにかく私に任せてください」

　涼花にそう言われたので、とりあえず頷うなずく。

　荷物をソファに置いて舞のところへ行くと、自分は上でパーツを組み合わせるから、下で土台と幹を支えてくれと言われた。

　俺が土台を、涼花が幹を担当し、舞が脚きや立たつに乗って上で作業を始める。

「と、ところで氷室さん。ちょっとお伺うかがいしたいことがあるのですが」

「ん？　なにかしら？」

「その……、ずっと思っていたんですが、氷室さんって本当に女性として魅力的ですね」

「え？　きゅ、急にどうしたの涼花さん？」

　唐とう突とつな涼花の言葉に、舞が脚立を揺ゆらしながら驚おどろく。だがそれは俺も同じだった。

「いえ、実は私、密かに憧あこがれていてですね。お兄ちゃ──い、いえ！　氷室さんみたいな素敵な女性になるにはどうしたらいいんだろうって」

「す、素敵な女性とか、別に私はそんな」

「いえ、氷室さんはとても素敵で魅力的です。だから教えてほしいんですよ。氷室さんの魅力の秘密を、是ぜ非ひ」

　……な、なるほど、いきなり何を言い出すのかと思ったけど、そういうことか。

　どうやら舞を持ち上げる形で話にのせて、その上でいろいろと情報を引き出そうって作戦らしい。さすが涼花、上手うまいことを考えるもんだな。

「わ、私の魅力とか……！　そんな、祐ゆうの前で……！」

　俺は土台を支えたまま下を向いているから様子はわからないが、声から想像するに舞は戸と惑まどいながらもまんざらじゃない様子だ。

　本人の口から語られる魅力か……。興味あるぞ。取材としても有効そうだ。

「……そ、そうね、よくわかんないけど、裏表がないところとか？　私、思ってることはハッキリ言う性格だし？」

「う、裏表がなくハッキリですか……。私には難し──じゃなく！　そ、それは確かに美点ですね。しかも氷室さんは美しいですから、すごくモテるんでしょうね」

「ま、まあ、私が可愛いのは確かだけど？　ウザイくらい告白とかもきたし？」

「じ、自信を持ってらっしゃるんですね……」

　……まあ、舞くらいの超ちよう絶ぜつ美少女で自覚がないとか言われたら、逆に白しら々じらしいよな。

　正直に開き直る方がいっそ清すが々すがしい。舞の性格もあるだろうが。

「えっと、他の魅力となると、やっぱりラノベ作家としてバリバリに活かつ躍やくしてる点とか？　あ、あと意外と家庭的な面もあったり？　さ、最近は料理の練習もしたり!?」

「……なんだか必死にアピールしてるように聞こえなくもないですね」

　涼花が低い声でそう呟つぶやくと、舞は「そ、そんなことないわよ!?」とさらに慌あわてる。

「ほ、ほら、自分の魅力なんて自分ではよくわからないからね!?　可愛さなんて、わかってほしい人以外にはどう思われてもいいっていうか!?」

「ほう、わかってほしい人がいるということですか……」

　涼花の一言に、ますますしどろもどろになる舞。

　動どう揺ようしているのか、脚立がグラグラと揺れている──と、その時、

「きゃっ!?」

「な、なんだ？　大だい丈じよう夫ぶか？」

　頭上から悲鳴が聞こえてきたので、俺は思わず上を見上げた。

　そこには舞がツリーにしがみついた体勢で立っていて、どうやらバランスを崩くずしかけたがなんとか踏ふん張ばったらしい。

　落ちなくてよかった……と口に出そうとしたが、瞬しゆん間かん、俺は絶句する。

　なぜなら、視界の中には舞のスラリと伸のびた脚あしと、ヒラヒラした短めのスカート──そして、本来ならそれによって隠かくされているべき領域が広がっていたからだ。

　……まあ、その、あれだ。ぶっちゃけパンツが丸見えになっていたわけだが、俺はそのストレートな光景に思わず固まってしまったのだ。

「……え？　なに？　どうし──って、きゃああ!?」

　間もなく舞も自分の体勢と俺の視線の行先に気づいたらしく悲鳴を上げる。

「ど、どこ見てんのよあんた！　へ、変態！　エロ魔ま人じん！　エロ祐！」

「ご、ごめん!?」

　俺は、その声に金かな縛しばりが解けたようにすぐさま俯うつむいた。でも、目に焼き付いたあの光景はそう簡単に消えることはなく、瞼まぶたを閉じれば簡単に浮うかんでくる。……白！

「う、うう……！　し、下から思いっきりスカートの中を覗のぞくとか……！　あ、あんたはどんだけエロに忠実なのよ……！」

「ご、誤解だって！　お前が悲鳴を上げたから反射的に顔を上げただけで、そんな意図があったわけじゃねえよ！」
















「ふ、ふん、どうせちょっとは期待してたんでしょ……!?　上を向いたら見えるって思ってたんじゃないのっ！」

　まあ確かに、最初に舞が上に行くって言った時点で、そんなミニスカなのにいいのかとは思ったよ！　でも、そこでパンツが見えるかもなんて発言をしようものなら、またエロ魔人だの何だのって言われるから黙だまってたんだ！

「お、お兄ちゃん！　す、スカートの中を覗くなんて……！」

「事故だって！　お前も横で見てたから状じよう況きようはわかってるだろ!?」

「ひ、氷室さんもそんな短いスカートで高所作業をすべきではなかったんです……！」

「それはそうだけど！　こうなったのは偶ぐう然ぜんだから！　うっかりだから！」

　舞は脚立から降りて、俺と一いつ緒しよに「う～……！」と睨む涼花をなだめる。

　涼花は「う、うっかりであんなことが……！　これも氷室さんのキャラだと言うのですか……！」と呟き、舞は「べ、別にそういうわけじゃ」と首を振ふる。

「……わかりました。じゃあ次は私が上で作業をします！」

　やがて涼花はそう言って、舞の代わりに脚立に上った。

　う、上を見ないでください！　と言われ、俺は慌てて俯いて土台を支える。

「み、見てないでしょうねお兄ちゃん」

「だ、大丈夫だ。もう絶対上は向かない」

「……ほ、本当に見てませんか？」

「安心しろ。目もつぶってる！」

「…………ちょっとくらい見てたりしません？」

　なんでどことなく残念そうな声なんだ……？

　だが、俺は何と言われても俯いたまま一切動かなかった。

　やがて上での作業が終わったのか、涼花が降りてきた気配がした。

「……ほら、見てなかっただろ。さっきのも単なる事故だったんだよ」

「………………ええ、そうですね」

　俺が胸を張ると、涼花はかなりの不ふ機き嫌げん顔と声でそう返した。

　……な、なにを怒おこってるんだよ。言われた通り上は向かなかったのに……。

「くっ、私では氷室さんのキャラは無理だということですか……っ」

「や、やっぱり涼花さん、昨日からちょっと変なんだけど……」

　小声で何かを呟いている涼花を横で見ていた舞は、明らかに戸惑っているようだ。

　とその時、Ｗピース先生が段ボール箱を抱かかえてリビングへと入って来た。

「おや先生と妹さん、帰ってたんデスね。……ん？　どうかしマシた？」

　微び妙みような気配に首を傾かしげるＷピース先生に、俺と舞は同時になんでもないと返す。

「？　そうデスか？　ところで先生、物置に飾かざり付け道具がまだまだあるんデスけど、運ぶのを手伝ってほしいんデスが」

「あ、ああ、かまいませんよ。舞の方はもういいよな」

「う、うん。ツリーは立ったしね。あとは一人でできるわ」

　俺はまだブツブツと呟きながらメモ帳とにらめっこしている涼花の手をつかんで、Ｗピース先生の後をついてリビングを後にした。

「とりあえず舞の取材はもういい……よな？」

「……そうですね。あのキャラクターは一いつ朝ちよう一いつ夕せきでは身に着け──いえ！　分ぶん析せきができません……。一いつ旦たん保留で、今度はＷピースさんの研究に移りましょう」

　そ、そんな複雑だったかな……と思いながらも、真しん剣けんな顔でメモ帳を睨にらむ涼花にはそれ以上何も言えなかった。

「それで、お兄ちゃんから見たＷピースさんの魅み力りよくはなんですか？」

　前を歩くＷピース先生に聞こえないよう、小声で訊たずねる涼花。

「……やっぱ天てん真しん爛らん漫まんなところじゃないか？　いつも明るくてムードメーカーだし」

「それに胸が大きくてイヤラシイ話題に事欠かないことですか」

「そんなこと言ってないんですが……」

　涼花の責めるような視線に、受け答えがなぜか卑ひ屈くつになってしまう俺。

　胸はともかく、エロネタの方は普ふ通つうに対応に困る部類なんだぞ。

「ＴＰＯをもっと考えてはほしいけど、話しやすくて変に構えなくていいし、いわゆる壁かべを感じさせないってタイプのキャラと言えるんじゃないか？」

「壁を感じさせない……。なるほど」

　メモ帳にペンを走らせる涼花を見ながら、俺も改めて考えてみる。

　Ｗピース先生はエロネタで翻ほん弄ろうしてくるのが目立つけど、いつも笑顔で朗ほがらかな雰ふん囲い気きだし、話題を脱だつ線せんさせることはあっても邪じや魔ましたりは決してしない。

　そういう意味では、一見トラブルメーカーに見えるけど、実はすごく真ま面じ目めでいい人というギャップ系のキャラと言えるのかな……？

　実際に接していると、そんなことを考える余よ裕ゆうもなくなるんだけどね。

「あっちの段ボールがそうデスね。あと、上の棚たなにあるやつもそうらしいデス」

　物置に着くと、Ｗピース先生は指さしながら運ぶべき箱を教えてくれた。

　持ち上げてみると意外と軽い。飾りだからか、体積がデカいだけなのかもしれない。

　俺達が段ボール箱を抱えて物置とリビングを往復している間、

「あの、私、Ｗピースさんって女性としてすごく魅力的だと思ってたんですけど、そんな素敵な女性になるには一体どうやって──」

　と、涼花がまた舞の時と同じ方法で情報を引き出そうとする。

　それを聞いたＷピース先生は一瞬キョトンとした顔になったが、間もなく、

「んー、そうデスね。やっぱり先生に喜ばれるこの胸、先生に喜ばれるこのお尻しり、先生に喜ばれるこの身体からだ全部デスかね？」

「俺を引き合いに出して事実無根な主張をしないでもらえます!?」

「あれ？　じゃあ先生は私のわがままボディが嫌きらいなんデス？」

　またその否定しても肯こう定ていしても俺が損する返しを……！

「……い、イヤラシイお兄ちゃんへのお仕置きは後でするとして、そういう見た目のお話をしているのではなくてですね……！」

「でも、直接的なスキンシップを仕し掛かけるのは女性の魅力の大きな要素だと思いマスよ？　そして私は先生相手なら、全然嫌いやじゃないのデス！」

　そう言って笑顔ですり寄ってこようとするＷピース先生に、俺が後ずさっていると、

「ちょ、直接的なスキンシップですか……！　やはりお兄ちゃんに振り向いてもらうためにはそういったことを──……って、何やってるんですか！」

　メモ帳相手にブツブツ呟いていた涼花が気づいて間に割り込んできた。

「た、確かにそれも一理あるかもしれませんが、私が訊きいてるのはそういうことじゃなくてですね！　Ｗピースさんの性格的な魅力はどうなんですかということで！」

　どこか焦あせったような様子で質問する涼花。

「性格的……デスか？」

　するとＷピース先生は「んー」と少し考えてから、

「自分の魅力とか考えたことないデスねー」

　と、満面の笑みを浮かべてあっけらかんと答えた。

　そこにはウソなど一切感じられなくて、ふとこんな無む邪じや気きそのものなところもＷピース先生の魅力なんだろうなと思った。

「む、むむぅ……！　こ、これもまた強敵です……！」

　涼花はその答えを受けて唸うなりながらメモ帳に向かっているが、強敵ってなんだよ。

　そんなやり取りをしている間に段ボール箱はあらかた運び出し、最後の数箱を持って行こうとしている時だった。

「んしょ……っ！　もうちょっとなんデスが……っ！」

　俺が下にあった重めの箱を持ち上げようとしていると、Ｗピース先生が背せ伸のびをして棚の上に手を伸ばしているのが見えた。

「俺が取りましょうか？」

「いえ……っ、なんとかいけマス……っ！　……あ！」

　そう言って箱を持ち上げた瞬間、グラリとバランスを崩し、Ｗピース先生の身体がこちらに倒たおれてきた。

「あ、危な──っ！」

　俺は慌あわてて支えようと立ち上がりかけるのだが、

　──むにゅ！　ゴンッ！

　次の瞬間、前方は柔やわらかい感かん触しよくに顔全体が埋うまり、後方からは鈍にぶい音が聞こえ、俺は視界を奪うばわれたまま何が起こったのかわからず立ち尽つくす。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですかお兄ちゃ────……な、ななな何をしてるんです……!?」

　やがて涼花の震ふるえた声が聞こえてきて、顔を覆おおっていた柔らかな感触が離はなれていくと同時に視界が戻もどって来た。目の前にあったのは、

「いやー、すいマセんデシた。先生がクッションになってくれたおかげで、壁に激げき突とつせずに済みマシたよ」

　少し申し訳なさそうな笑顔のＷピース先生と、その豊満すぎる二つの膨ふくらみ。

　……ああ、つまり俺は先生の胸と壁にサンドイッチにされてたってわけか──

「お、お兄ちゃん……!?　なんでそんなに顔がニヤケているんですか……!?」

「いっ!?」

　言われて、慌てて我に返る俺。

　そ、そうだ、俺はなんつー最高の──いや！　とんでもない体勢に……！

「い、いや、ニヤケてなんかいないぞ!?　今のも事故であって！　誰だれも怪け我ががなくてよかったってところじゃないか!?」

　涼花もそれがわかっているのだろう。「う～……！」と俺を睨みつけながらも理り不ふ尽じんな責任追つい及きゆうとかはしてこない。

「ところで先生、結構大きな音がしマシたけど、後頭部は大丈夫デス？」

　Ｗピース先生の言葉を聞いて、涼花が「見せてください！」と迫せまってきた。

「そんなに大きくはないですけどこぶができてるじゃないですか！　い、痛みとかはないんですかお兄ちゃん？」

「あ、いや、全然」

　本当に痛みなんか全然なかったので、俺は平然と答える。

　そういやなんか音がしてたけど、それよりも前からの衝しよう撃げきの方が遥はるかに──

「ああ、私の胸の感触に集中してて痛みを感じずに済んだんデスね！　よかったデス！」

　その時、Ｗピース先生が俺の内心を綺き麗れいに代弁してくれたのだが、それがすさまじい爆ばく弾だん発言で、一いつ瞬しゆんその場の時が止まった。

「……………………そうなんですか？　お兄ちゃん？」

「い、いやいやいや!?」

　恐おそろしく険しい目つきでこちらを睨む涼花に、俺はぶんぶんと首を振ふる。

　……い、今のは言葉の綾あやであって!?　そ、そんな、俺がＷピース先生の胸を堪たん能のうしてたみたいに思われるのは心外というか!?

「……なるほど、ぶつかった痛みも忘れるほどの魅力ですか。これがスキンシップの威い力りよくですか。そして壁を感じさせないっていうのはこういう意味だったんですね……！」

「そ、その発想は斬ざん新しんすぎると思うんですけど!?」

「し、しかもよりにもよって胸……！　わ、私には再現できない胸……！」

「だから、そもそもそんな大した怪我じゃなかっただけだって！　別に俺は胸がどうこうとか、そんなことは全然思ってないから！」

　しかし完全にスイッチが入ってしまった涼花は、俺の話を全然聞いちゃいなかった。

　据すわった目をして自分の胸むな元もとで手をスカスカと動かし続ける涼花に、俺はなんとか誤解を解こうと必死に言葉を投げかける。

「やっぱり二人は仲良しさんデスねぇ」

　そんな俺達を見てＷピース先生はのんびりとした感想を呟つぶやくが、あなたは思いっきり当事者だってわかってるんですかねぇ!?




　　　　▼




「……秋あき乃のさんの魅力は、落ち着いた物もの腰ごしと独特な雰囲気からの奇き抜ばつな言動。春はる菜なさんの魅力は、一見素直じゃないけど実は素直なところ……ですか」

「涼花さん。何か言った？」

　秋乃さんに訊ねられ、メモ帳を見ていた涼花は「い、いえ!?」と背筋を伸のばした。

　あの後、Ｗピース先生の手伝いを終えた俺達は、キッチンでクリスマス会用の料理を作っている神坂姉妹に合流した。

　涼花もエプロンを着けて本格的に参戦し、俺も雑用として手伝っていたわけだが、もちろん取材は続いている。さっきも神坂姉妹の魅力を訊かれて、思いついたことを涼花に話したところだ。

「それで、なんだっけ？　じょ、女性としての魅み力りよくだっけ？　そんなの考えたこともないからわからないわよ」

「右に同じ」

　そして涼花はまた同じような感じで二人に質問したわけだが、返ってきた答えはＷピース先生と同じもの。……まあ自分の魅力とか、よほど自信がないと答えられないよな。

「むう、このお二人は情報が少ないので分ぶん析せきも難しそうですね……。しかしお兄ちゃんが魅力として挙げたなら、その要素を無視するわけにはいきません……」

「……確かに、その要素が理想像につながってる可能性もあるわけだからな」

「わ、私も奇抜な言動を身に着けるべきでしょうか……。でも、奇抜な言動ってどうすればいいんですか……？　あと、素直になるのはやっぱり……！」

　……なんかよくわからないけど、料理に集中してない涼花とかかなりレアだ。

　それはさておき、いつの間にかみんなから抽ちゆう出しゆつした魅力的な要素を涼花が演じるみたいな流れになりかけているけど、そこまでするとは聞いてないんですが。

「涼花さん、生地が焼きあがった」

　とその時、甘く香こうばしい香かおりとともに秋乃さんがケーキのスポンジを持ってきた。

「……はっ!?　え、ええ、次はデコレーションですね。氷室さん達を呼んでこないと」

「私が行ってくるわ」

　そう言って、神坂妹がリビングへと向かう。

「……わざわざ舞達を呼んでどうするんだ？」

「実は、女子だけで昨日のうちに決めていたんですが、クリスマスケーキも手作りすることになったんです。それで、ケーキだけはみんなで一いつ緒しよに作ろうと」

　涼花に訊たずねると、そんな答えが返ってきた。

「本当は桜さくらさんが来てからと思っていたのですが、お仕事の関係でギリギリまで来られないそうなので、仕方なく私達だけで作ることになったんです」

「へえ、そんなことになってたのか」

　涼花はもちろん意外にも神坂姉妹も料理が上手で、今でも十分クオリティの高いご馳ち走そうが用意されているのだが、さらにケーキまで手作りとは。……いいな！

　間もなく舞とＷピース先生がやってきて、涼花の指示で担当が割わり振られる。

　涼花がフルーツを用意している間、舞とＷピース先生がそれぞれボウルの中を泡あわだて器を使ってかき混ぜているのが見えた。

「あんまり凝こったものはできないので、今回はオーソドックスなショートケーキでいこうと思っています」

「なるほど。ってことは、あれにクリームを塗ぬっていくわけか」

　舞達が用意しているのはそれらしいな。

　……うーん、こんな豪ごう華かなクリスマスなんて初めてかもしれないぞ？

　しかも男は俺一人で周りは美少女ばかり。これで俺が偽にせ者ものの永遠野誓じゃなかったら完全にハーレムラノベの構成なのだが……、現実は甘くないわな。うん。

「できたわよクリーム！」

「こっちもできあがりマシた」

　そうこうしていると、舞とＷピース先生が笑顔でボウルを掲かかげた。

　涼花はそれを受け取って、ヘラを使いながら慣れた手つきでスポンジにクリームを塗っていく。あっという間にクリームが均等に広がり、白く綺麗な土台が完成した。

「さて、あとは飾かざり付けですが」

　涼花はビニールらしき袋ふくろ（絞しぼり袋とかいうらしい）を取り出し、余ったクリームを入れると角の部分を少しだけ切った。

　あの端はじっこのところからクリームを押し出して飾り付けをしていくわけか。

　俺がうんうんと満足して頷うなずいていると、突とつ然ぜん舞が手を挙げて、

「は、はいはい！　それ私がしたい！」

　と大きな声で名乗り出た。

「別にかまいませんけど……」

　そう言いながら、涼花は少しだけ怪け訝げんそうな顔で舞に袋を手て渡わたす。

「舞はこういうちまちました作業は面めん倒どうくさがるタイプかと思ってマシた」

「ま、まあ普ふ段だんはそうかもだけど、ちょっと思いついたことがあって」

「思いついたこと？」

　秋乃さんが首を傾かしげて訊ねると、舞は頰ほおを赤らめて恥はずかしそうに、

「べ、別に私はこんなことしたくないけどさ。……ほら、ラブコメとかだとヒロインがクリームで愛のメッセージとか書くシーンがあるじゃない？　せっかくの機会だし、この機会に取材でもしとこうかなって！」

　その瞬間ピシッと場の空気が張りつめたような気がした。

「こ、これは合宿だからね？　クリエイターとして取材を最優先するのが正しい姿勢だと思わない？　で、男はこの場に祐しかいないから、必然的に祐へのメッセージになっちゃうわけだけど、そういう状じよう況きようだから仕方ないわよね!?」

　そう言って舞が袋を持ったまま土台の方へと手を伸ばしたのだが──

　ガシリ──と、その瞬間舞の手首が秋乃さんによって摑つかまれた。

「……なるほど。そういうことなら、その役目は私がやる」

「な、なんですって!?」

「私もあなたと同じラノベ作家。取材の権利はある。なにより師し匠しようへのメッセージと聞いては弟で子しとして黙だまってられない」

「べ、別に私は祐へのメッセージだからやるわけじゃ──」

「なるほど、さすが舞デス！　考えマシたね！　でも、そういうことなら私だってやりたいに決まってるんデスよ！」

　と今度はＷピース先生まで参戦し、

「ちょ、ちょっとお姉ちゃん……。あんまり頭の悪いことはしないでよ……」

「そんなことはない。クリームを使って愛のメッセージを書いて『らぶらぶきゅん』ってする経験はラノベ作家なら必ひつ須す」

「んなわけあるかぁ！　もう！　お姉ちゃんにそんなことさせられるわけないでしょ！　だったら私が普ふ通つうにやるわよ！」

　いつの間にか神坂妹まで入って袋の取り合いが始まっていた。

「あ、あのー、みなさん……？」

　俺は突然の争いに恐る恐る声をかけてみるが、案の定誰一人聞いちゃいない。

　その時、ふと隣となりを見ると、涼花がワナワナと身体からだを震ふるわせながらその光景を見ていた。

　……そ、そうだ涼花。ふざけてないでちゃんとしろってここで一いつ喝かつしてくださいよ！

　と、俺はそんな妹に頼たよるクソ兄貴丸出しなことを考えてたのだが、

「そ、そういうことなら私もやります！　今の私は特に、みなさんに後おくれを取るわけにはいかないんですから！」

「えええ!?」

　なぜかトンデモナイことを口走りながら、涼花もその争いに参加してしまった。

　……な、なんか涼花のやつ、みんなのキャラを取材することになってから謎なぞの対たい抗こう心を見せていたけど、今回もその影えい響きようなのか……!?

「お、おい、みんな落ち着いて……！」

　俺は声をかけてみるのだが、もちろんそれで事態が収まるわけもなく、どうすることもできずに見守っている間にも戦いは激しさを増していく。

　そしてついに、




　──ブビュルッ！




　そんな不ふ吉きつな音がしたかと思ったら、みんながつかんでいた袋から真上に向かって勢いよくクリームが噴ふん出しゆつした。

　それは噴水のような軌き道どうを描えがきながら宙を舞まうと、女性陣じんの頭上に降り注ぎ──

「きゃあっ!?」

　誰だれともつかない悲鳴が聞こえ、後にはクリームまみれになった無残な涼花達の姿が。

　俺はその光景を見た瞬間、思わずある状況を連想してしまい、

「全身が先生から発射された白くベトべトしたモノまみれになってしまいマシた！」

　そして、それを当たり前のようにＷピース先生に代弁されてしまって、急激に自分の頰が熱くなるのがわかった。

　……な、なに考えてんだ俺は!!　というかだな！

「お、俺は何もしてないじゃないですか！」

「あ、そうデシたね。思わず頭に浮うかんだことをそのまま口に出してしまいマシた」

　俺を勝手に加害者に仕立て上げながら、シレッと笑顔なＷピース先生。

　もちろん俺には何の過失もないはずなのだが、この状況ではそんな正論など通じるはずもないと言わんばかりに、全員がこれ以上ないくらい顔を真っ赤にさせるのだった。

「……ゆ、祐、あんた、なに考えて……！」と睨にらみ付ける舞。
















「…………先生に顔がん射しやされた……？」と呆ぼう然ぜんとする秋乃さん。

「……ひ、ひぅ……っ！」となぜか泣きそうな神坂妹。

「ち、違ちがうんだ……！　俺は別に何も……！」

　一いつ瞬しゆんでもヨコシマなことを考えてしまったのは事実だったので、どうしてもしどろもどろになってしまう俺。

「いやー、身体中がオスのにおいに包まれてしまいマシたねー」

「いや単なるクリームのにおいでしょ!?」

　さらに事態を煽あおるような発言をするＷピース先生に反射的にツッコむ俺だったが、そんな状況ではなかったことにすぐに気づく。

「……お兄ちゃん……」

「は、はいぃっ!!」

　ずっと黙ったままだった涼花の声に、俺は思わず直立不動の姿勢をとる。

　……や、ヤバイ！　ここは無条件に謝罪しないと──……と思っていたのだが、

「こ、こういう時どういう反応をするのがお兄ちゃんの理想なんですか……？」

　なぜか呆然とした様子で涼花がそんなことを呟つぶやいたので、俺も言葉を失った。

　……ま、まさか他人のキャラ研究に没ぼつ頭とうするあまり、自分を見失ったとか……？

　いつもなら「お兄ちゃんは最低の変態です！」といった反応をするはずなのだが、涼花はクリームまみれのままワタワタと焦あせるばかり。

　そしてどうすればいいのかわからなくなったのか「あうあう……」と呟きながらじわりと目め尻じりに涙なみだを浮かべた瞬間──空気がさらにピキリと軋きしんだ。

　その後、俺は全員から『変態』の上に『純真な妹を泣かせた』という枕まくら詞ことばまで付けられて非難されることになるのだが──

　……今回ばかりはなぜか反論する気にもならないよ。ううう……。




　　　　▼




「飾り付けは完かん了りよう……と」

　あの後、当たり前のようにキッチンから追い出された俺は、今は一人寂さびしくリビングの飾り付けの続きをしていた。

　すっかり変態扱あつかいされてしまったわけだが、真っ向から反論できなかった自分が悪いんだと諦あきらめて、もうさっさと忘れるしかないな……。

「……なんか呪のろわれてんじゃないのかな俺」

　そんなことを呟きながらリビングでたそがれていると、不意にチャイムが鳴った。

　来客が来たらしく、俺が玄げん関かんまで向かうと、

「あ、先生！　やっと会えましたねぇ！」

　そこには水無月さんが満面の笑みで立っていた。

　うっすらと雪のかかったコートを着込み、肩かたには大きなバッグを担かついでいる。

「こんにちは水無月さん。どうぞ上がってください。仕事はもう終わったんですか？」

「超ちよう速そくで終わらせてきましたよ！　みんなで一いつ緒しよのクリスマス会なんて絶対に外せませんからね！　本当は昨日から来たかったんですけど、すごく悔くやしいです！」

　そう言って本当に悔しそうに頰を膨ふくらませる水無月さんに、俺は苦笑する。

　水無月さんを連れてリビングに戻もどると、涼花がキッチンから料理を運んで並べているところで、いよいよクリスマス会といった雰ふん囲い気きになっていた。

「あ、桜さん、こんにちは」

「こんにちは涼花ちゃん！　このお料理は涼花ちゃんが？　すっごく美味おいしそう！」

　涼花は「あ、いえ私一人じゃなくて」などと答えているが、なぜか水無月さん相手には舞達にしたあの質問をする素そ振ぶりがない。

　なので気になって小声で訊たずねてみると、

「……いえ、なんとなく桜さんは分ぶん析せきするまでもないような気がして」

「らしくないな。取材なんだから完かん璧ぺきにって言うかと思ってたけど」

「わ、わかりました。では桜さんにも取材をします」

　涼花はそう言って、やはりどこか気乗りのしない様子で水無月さんに訊ねる。

「え？　私の魅み力りよく？　そんなの決まってるよ！　お兄ちゃんに対する妹としての底なしの愛情！　これだね！」

　そして自信満々で返ってくる即そく答とう。

　もちろん「お兄ちゃん」って単語を口にする時は、思いっきり俺の方に笑顔を向けて。

「……やっぱり予想通りでした」

　ゲンナリした様子で呟く涼花に、俺も「そうだな……」と返す。

　水無月さんはキャラがわかりやすすぎるから、分析もなにもなかったぜ……。

　もちろんこれが水無月さんの魅力といえばそうなのだが、今回は妹キャラはＮＧなので参考にはならない。

「お、桜さんじゃないデスか！　到とう着ちやくしたんデスね！」

　その時、Ｗピース先生が水無月さんの姿を見て、笑顔で近づいてきた。

「あ、Ｗピースさん！　はい！　遅おくればせながらやってきました！」

「ちょうど準備も全て整ったところデスし、実にナイスタイミングデスよ桜さん！　それでは早さつ速そくみんなで着き替がえに行くとしマショう！」

　かと思ったら、急に変なことを言い出した。

「着替えに、ですか……？」

　ちょうど料理を並べ終えた涼花もキョトンとした顔をしている。

　どうやらこれは、前もってみんなと打ち合わせしていたことではないらしい。

　……にしても着替えるって……、Ｗピース先生の発案で……？

　俺がいつものようにそこはかとなく嫌いやな予感を抱いだいていると、Ｗピース先生はさっさと女性陣を集めてリビングから出て行ってしまった。

「……まあ、まず間違いなくまたコスプレの類たぐいなんだろうな」

　いい加減こういう状じよう況きようにも慣れてきたので、俺は落ち着いてソファに座って待つ。

　すると間もなくリビングのドアが開いて、涼花の声が聞こえてきた。

「お兄ちゃん……」

「またＷピース先生になんかのコスプレをさせられたのか？」

　俺はそんなことを言いながら何気なく振ふり返ったのだが、

「────」

　涼花の姿を見た瞬しゆん間かん、口をぽかんと開けたまま言葉を失った。

「は、恥はずかしいんですから、あんまりまじまじと見ないでください……！」

　涼花は内うち股またになって、スカートの端はしを摑つかみながらモジモジと恥ずかしそうに身体を動かしていた。その衣装は──そう、一言で表すならこれ以外ない。

「み、ミニスカサンタ……!?」

「だ、Ｗピースさんが、クリスマスは絶対にこの衣装じゃないとダメだって……」

「確かにクリスマスといえばサンタではあるけど……」

「へ、変でしょうか……？　この格好……」

　もちろん全然変じゃなかった。それどころか、赤を基調にした服に白いモコモコのついたあのデザインが、涼花の女の子としての可愛さを強調しているように見える。

「……いや、その、すごく似合ってると思うぞ」

「に、似合って……!?　そ、そうですか……！」

　俺が正直に感想を述べると、涼花は一層顔を赤らめながらも、うれしそうに笑った。

　……涼花はなにを着たって似合うんだから、もっと自信を持てばいいのにな。

「そうか、なるほど……。どうせまた変なコスプレだろうなと思ってたけど、サンタ衣装だったのか。……うん、クリスマスっぽくていいと思う」

「そ、そうですか。お兄ちゃんに喜んでもらえてよかったです……！」

　と、俺達がそんなやり取りをしていると、他の女性陣も続々とミニスカサンタ姿でリビングに戻ってきた。

「ど、どう祐？　この衣装は結構イケてると思うんだけど!?」

「この時期しか着れない限定衣装デス！　どうデスか先生！　エロいデスか！」

「可愛い衣装だね！　桜、クリスマスっぽくてすっごく楽しい！」

「……ミニスカサンタ。まさに性夜。……ふふふ」

「あーもう、なんで私までこんな格好……っ」

　クリスマスという状況もあり、元が美少女達だということも相まって、その可愛さにちょっとたじろいでしまう。

　みんなから衣装の感想を求められ「似合う」「可愛い」を連発する俺。

「お、お兄ちゃん……？　みなさんのどういう部分が可愛いのか、詳くわしく教えてもらいましょうか……！　も、もちろんこれも取材のためです……！」

　そして涼花はこんな時でもメモ帳を手放さない。

　その眼光に俺が怯ひるんでいると、間もなく全員の手にクラッカーが配られた。

「それでは『永遠野誓の集つどい』主しゆ催さいのクリスマス会を始めるとするわよ！」

　やがて舞が中心に立ってそんな号令を口にすると、

『メリークリスマス!!』

　みんな一緒にお決まりの文句を口にして一いつ斉せいにクラッカーを鳴らし、俺達のクリスマス会は始まったのだった。

　……ところで、この集まりって『永遠野誓の集い』だったんだな……。




　それはともかく、クリスマス会は思っていたよりもずっと和なごやかな雰囲気だった。

　涼花や神坂姉妹からどの料理が一番美味しいか訊きかれたり、舞やＷピース先生に迫せまられて涼花に睨にらまれたり、昨日参加できなかったぶんを取り戻すかのようにくっついてくる水無月さんを見て涼花が無理に対たい抗こうしようとしたりと──

　……うん、まあいろいろあったことはあったけど、それでも想定内のことばかりで、少なくとも身の危険を感じるような事態にはならなかった。

　取材の件も続いており、俺と涼花は合間合間に観察を続けて、みんなのキャラとしての魅力についてさらに分析を深めた。涼花はその結果を熱心な様子でメモしていたが、そこからまた俺の理想像候補を探り出そうとしているのかもしれない。

　そんなこんなで時間が経たち、料理も順調に減っていき、場がいよいよまったりした空気に包まれてきていた時だった。

「それでは、そろそろプレゼント争そう奪だつ戦せんを開始しマショう！」

　Ｗピース先生が唐とう突とつにそんなことを言い出して、急にその場の雰囲気が一変した。

　のんびりした気配はどこへやら。いきなりピリピリとした緊きん張ちよう感が辺りを包む。

「あ、あの、Ｗピース先生……？　プレゼント『争奪戦』ってどういう意味です……？」

　俺は冷ひや汗あせを流しながら訊ねる。

　……ってか、そんな話は聞いてなかったんですけど？　俺が聞いてたのは、クリスマス会でプレゼント交こう換かんをするから、各自で一つずつ用意しておくってだけで。

「交換会じゃなかったでしたっけ……？」

「いやー、最初はそのつもりだったんデスけどねー。ほら、交換会だと単なる運任せになっちゃうじゃないデスか？」

「いや、でも交換会って言ったらそういうものでは？」

「そうなんデスけど、どうせみんな先生のプレゼントが欲しいに決まってるじゃないデスか。そう考えたら、運だけで決まるのは納得がいかないという話になりマシて」

「は、話にって……、いつの間にそんな」

「サンタコスにみんなで着替えてる時にデス！」

「ついさっきじゃないですか!!」

　その言葉に俺が女性陣じんを見み渡わたすと、全然悪びれた様子もなくうんうんと頷うなずいていた。

　涼花まで……！　わかってたことだけど、とことん俺の意思は尊重されないな！

「というわけで、みんなで勝負をして、その優勝者が先生のプレゼントをゲットするということで話がついたのデス！」

「な、なんてことを……！」

　俺は勝負という単語に戦せん慄りつする。

　この人達が争いだすとロクなことにならないのは既すでに身をもって知っているからだ。

「お、おい涼花……！　なんでお前がいたのに止めなかったんだよ……！」

　俺は小声で涼花にそう問いただしたのだが、

「そ、そんなの決まってるじゃないですか。これはいい機会だからです」

「え？」

「勝負に勝つということは、みなさんの魅力を上回るということです……！　今までの研究成果を発揮するチャンスじゃないですか……！　この戦いに勝つことで、お兄ちゃんの理想像にまた一歩近づくのです……！」

　……む、むしろ率先して燃えているんですが……！

　真顔でメモ帳を見つめる涼花に、もはや俺には何も言えなかった。

「そ、それで勝負って、どんなことをするつもりなんですか……」

　落ち着くんだ俺……。とにかくなんとか回かい避ひ策を考えないと、このままだとよくわからないけど絶対に俺が悪者になるいつもの流れになっちまう……！

「もちろん先生のプレゼントを巡めぐって戦うわけデスから、誰だれが一番先生を喜ばせられるかの勝負に決まってマス！」

「ま、待った！　その勝負には異議があります！」

「ちなみに祐以外の全員は、この勝負に了りよう承しようしてるから異議は却きやつ下かよ」

　軌き道どう修正を図はかろうとした俺だったが、直後の舞の一言に見事に撃げき沈ちんする。

　……くそ、まるっきり数の暴力じゃねえか！

「い、いやそもそもさ、俺を喜ばせるとか基準が曖あい昧まいすぎて勝負としてはどうなんだろうって思うわけですよ！」

「逆ですよー。そこが一番大事な部分なんですからね」

「そう。むしろわかりやすい」

　俺の反論も水無月さんと秋乃さんの一言で簡単に抑おさえ込まれ、

「わ、私は嫌なんだけど、お姉ちゃんにだけ変なことなんてさせられないから、仕方なく付き合うしかなかったのよ……！」

　すがるように視線を向けた神坂妹にも睨まれてしまった。

　……うう、永遠野誓の集いなら、せめて永遠野誓の意見くらい聞いてくれよ……。

　と思ったが、本物の永遠野誓である涼花が乗り気である以上、どっちにしろ俺には拒きよ否ひ権なんてないことに改めて気づくのだった。……ヒドイ話だ。

「それで今日のテーマなんデスが、そのものズバリ『クリスマス』デス！　幸い全員ミニスカサンタコスなので、衣装についてはイーブン！　純じゆん粋すいな実力が試されるのデス！」

　おおーっ！　となぜか盛り上がる女性陣。

　……い、いかん。このまま流されているわけにはいかないぞ俺よ……！

　今までそういう日和ひより見み主義的な考えでヒドイ目に遭あってきたんだから、ここは毅き然ぜんとした態度で最悪の事態だけは回避しないといけない！

「しょ、勝負をすること自体は仕方ないにしても、その内容については再検討するべきだと思います！　お、俺を喜ばせるとかそんなのは……！」

　俺が再び女性陣に反論すると、なぜか全員キョトンとした顔になった。

　……な、なんなのその反応？

「お兄ちゃんは、私達が一体どういう勝負をすると思ってるんですか……？」

　ジト目でそう訊たずねる涼花に、俺は嫌な予感がしつつも答える。

「だ、だからそれは……、俺を喜ばせるってことはつまり、また俺に迫ったりくっついたりして萌もえさせようとしてるとか、そういうことなのでは……？」

「ば、バッカじゃないの!?　そ、そんな勝負なんてするわけないじゃん！」

　俺の言葉に、神坂妹が真っ赤になって睨んでくる。

「ゆ、祐、あんたそんなこと考えてたわけ!?」

「あはは、先生はやっぱり男の子なんですねぇ」

「その欲よく望ぼうに正直なところ、嫌きらいじゃない」

　舞と水無月さんと秋乃さんも怒おこったり笑ったりしてるが……、あれ？

「え？　ち、違うの……か？」

「違いマスよ。クリスマスにちなんで、誰が一番先生に喜ばれるプレゼントを渡せるかって勝負をしようと思ってたんデス」

　Ｗピース先生のその言葉に、俺は「へ？」と気の抜ぬけた返事をする。

　……あ、プレゼント対決なの……。ふーん、そうだったのか……。

「いやー、さすが先生デスね！　どんな時でもエロに対する欲よつ求きゆうを持ち続けているとか、それでこそ私の尊敬する先生デス！」

「こういう時に火に油を注ぐようなことを言わないでくれます!?」

　ってかなんなのこの空気は!?　俺が変な勘かん違ちがいしてたみたいな空気になってるけど、違うからな!?　別に俺の欲求とかそういうのじゃなくて！

「そ、そもそも今までこういう流れの時はそんな勝負ばっかりだったじゃないですか!?　コスプレ対決とか妹対決とか！　だから今回もそうだと思って……！」

「なんだ、そうだったんデスか。期待を裏切ってしまってすいマセん」

「期待なんてしてませんから!!」

　……うう、結局また俺が悪者になってるよ。しかも始まる前から。

「ま、まったくお兄ちゃんは……！　これは絶対にみなさんの魅み力りよくを上回って、お兄ちゃんの目を私に釘くぎ付づけにしないといけません……！」

　涼花もなにやら小声で呟つぶやきながら俺を睨む。視線が痛い……。

「さてさて、それではプレゼント対決を始めるとしマショう！　順番に先生にプレゼントを渡していって、一番喜ばれた人が勝ち！　先生のプレゼントをゲットできるということでＯＫデスか!?」

　おおおーっ！　と再度テンションを上げる女性陣。

　……はぁ、でもまあいいか。そういう勝負なら今までと違って平和だから、特に理り不ふ尽じんな目に遭わなくて済みそうだしな。

「ちなみに、プレゼントを渡す状じよう況きよう込みの判定をしてもらうので、迫ったりくっついたりするのもＯＫデス！」

　おおおおーっ！　……って、

「それだと結局俺が想定してたのと同じじゃないですか!!」

「まあまあ先生、やはり勝負となると真しん剣けんに取り組まないとデスからね？」

　さっき白い目で見られたのは何だったんだ？　完全に俺が損しただけじゃねえか！

　もはや言い返す気力も湧わかず俺がズーンと肩かたを落としていると、女性陣は気にした様子もなくプレゼントの用意を始める。……あれ？

「……そう言えばそのプレゼントって、交換会用のものなんですか？」

「違いマスよ？　勝負用のものデス」

「え？　でもこの勝負はついさっき決まったはずじゃ」

「実は偶ぐう然ぜん、全員先生用のプレゼント持ってきてたんだよね」

　俺の疑問に、水無月さんが笑顔で答える。

「そう。それが判明したからプレゼントで対決しようということになった」

　秋乃さんも続いてそう言うが、俺の頭上には？マークが浮うかぶ。

「俺用のプレゼントって……？」

「つ、つまり、全員交換会用とは別にあんたへのプレゼントを用意してたってことよ」

　舞が頰ほおを染めて睨んできたので、俺は「なんでまた？」と訊き返す。

「やっぱり先生は特別デスから。それにこれは永遠野誓の集いデスからねー」

　いまいち意味がわからない。涼花に目を向けても「そ、そういうことです」とそっぽを向くだけだし。少なくとも知ってはいたようだが……。

「でも俺、そんなの知らなかったからお返しとか用意してないぞ……？」

「……ふん、三倍返しで許してあげるわ」

　神坂妹の言葉に、俺は「マジか……」と唸うなる。

　ようするに、みんな永遠野誓のファンだから特別にプレゼントを用意してたということらしい。完全に想定外だった。

　ってか涼花もわかってたのなら教えてくれればよかったのに。それに、お前はファンじゃないのになんでプレゼントを用意してたんだ？　よくわからんな……。

「さて、では一人ずつ先生にプレゼントを渡していきマショう！　誰から行きマスか！」

　と、俺が首を傾かしげている間にさっさと勝負は始まってしまっていた。

　いつの間にか司会をしているＷピース先生の呼びかけに「はいはい！」と水無月さんが勢いよく手を挙げる。

「にゅふふ、桜が一番手だよ！」

　そう言って水無月さんはなぜか自分のスマホを取り出すと、俺の前でなにやら操作し始めた。すると、間もなく、

『メリークリスマスお兄ちゃんっ！』

　スマホから録音された水無月さんの声が聞こえてきたじゃないか。

「桜のプレゼントは音源集です！　いろんなところで使える台詞せりふをいっぱい録とってきたから、後でデータで送りますね！」

　その言葉通り『おはよう、朝だよお兄ちゃん』とか『おやすみなさいお兄ちゃん……』とか『メールが届いたよお兄ちゃん！』などなど、確かにいろいろなシチュエーションを想定した音声が次々と再生されていく。

　……なるほど、これは実に声優さんらしいプレゼントだった。どれもこれもさすがにクオリティが高いし、ファンにしてみればたまらないプレゼントだろう。

　だがそんなことを考えていると、急に音声の気配が変わった。

『はぁはぁ……。だ、ダメだよお兄ちゃん。そんなことされたら桜……！』

「ちょっ!?　な、なんか変なのが混じってるんですけど!?」

「変なのじゃないですよ？　妄もう想そう用の台詞もちゃんと用意したんです！　恥はずかしかったけど、がんばってチュパ音にも挑ちよう戦せんしました！」

「こんなの何に使えって言うんです!?」

「もう、わかってるくせにー。使用後はちゃんと感想も聞かせてくださいね？」

　そう言って満面の笑みを浮かべる水無月さん。一方で俺は、全員からの刺さすような視線に晒さらされて、針の筵むしろに座っているような気分だった。

「人気声優の生録音とかズルイ。でも私も負けない」

　続いて前に出てきたのは秋乃さん。で、俺に手て渡わたしてきたのは──

「……え？　何ですこれ？　原げん稿こうの束……？」

「私の新作。内容は師し匠しようと弟で子しの禁断の愛を綴つづったドロドロの恋れん愛あい小説。もちろんモデルは先生と私」

「俺と秋乃さんの間にそんな小説のモデルになるような要素はないですよねぇ!?」

「しかもなんと十八禁。私にこんな官能小説が書けるとは知らなかった。意外な才能に目覚めたのも先生のおかげ。気づかせてくれてありがとうございます」

　深々と頭を下げる秋乃さん。もちろん俺はそんな指導などした覚えはない。

　神坂妹を中心に犯罪者を見るような目を向けてきてるが、冤えん罪ざいにもほどがある！

　俺が必死に身に覚えのないことを主張する中、秋乃さんは「ふふふ、勝った……」と無表情だけどどこか満足そうな顔で引っ込んでいく。

「あーもう、なんで私がこんな変態に……！」

　次に出てきたのは神坂妹で、押し付けるような感じで俺に紙かみ袋ぶくろを渡す。

「中身は……、服か」

「言っとくけど手作りとかじゃないからね。値札も付いてるでしょ？」

　その言葉通り、それは市し販はんのセーターだった。

「夏のお詫わびも兼かねて用意してたけど、特別な意味とかはないからね？」

「あ、ありがとう……。でもあの時のことはもう気にしてないぞ？」

「先生、春菜のそれは口実。純粋にプレゼントを渡したかっただけ。その証しよう拠こにその服もネットとか雑誌で何日も調べて厳選した──」

「ちょおっ!?　お、お姉ちゃん変なこと言わないでよ!!」

　神坂妹が慌あわてて秋乃さんに飛びかかって口をふさぐ。下着が見えそうになったので目を逸そらしながら、俺は心の中で再度お礼を言っておくのだった。

　……よかった、ごく普ふ通つうのプレゼントで。さっきまでがアレすぎたから余計に安心できる。今後も是ぜ非ひこの流れで進行してくれればいいんだが──

「さあ、次は私が行かせてもらいマショうか！」

　あ、吹ふっ飛んだ。安心があっという間に吹っ飛んだぞ！

　Ｗピース先生はいつもと違った妖よう艶えんな笑みを浮かべながら、なぜか俺が座っていたソファの横に腰こし掛かけると、いきなりその身体からだを密着させてきた。

　ほのかに甘い香かおりと豊満な感かん触しよくに、俺の油断していた気分が一気に張はり詰つめる。

「ちょ……っ！　な、なんでくっついてくるんですか……！」

「渡す状況込みの勝負だと言ったデショう？　私が用意したのはアダルトなプレゼントデスから、雰ふん囲い気きも重要なのデスよ。ふふふ……」

　そう言ってＷピース先生が耳元に息を吹きかけてくる。……うひゃ、ゾクゾクした！

　外野が「ズルイ！」とか「しまった！」とか叫さけぶ中、Ｗピース先生は気にした様子もなく俺にプレゼント箱を手渡す。

　相当大きくて重量もあるけど、アダルトなプレゼントって……！

　俺がごくりと喉のどを鳴らしながら箱を開けると、そこには大量の──

「って、やっぱエロゲじゃないですか!!」

「先生が喜ぶアダルトなプレゼントといったらこれしかないデスから！」

　あははーと、いつもの笑顔で一切の迷いもなくそう言い切られた。

　……なんだろう。善意しかないはずなのに思いきり人格を貶おとしめられた気分だぜ……。

「つ、次は私だから！」

　と、今度は舞が真っ赤な顔で俺の前にやってくる。

　そしてバッと勢いよく何かを両手で持って突つき出してきた。

「……？　これは、手紙か……？」

「そう、それが私のプレゼントよ……！」

　赤い顔で真剣に俺を見つめる舞。手紙は封ふう筒とうに入れられていて、ハートマークのシールで封がされている。……こ、これはまさか……？

　俺だけじゃなく、その場にいた全員が緊きん張ちようしているのが伝わってくる。

　そんな中舞は、覚かく悟ごを決めた様子でゆっくりと口を開いた。

「それは私からあんたへの………………………………………………ファンレターよ!!」

「……へ？」

　だが、想定していたものとズレた単語が聞こえてきて、思わず気の抜ぬけた声が出た。

「ふぁ、ファンレター……？」

「そう！　まだまだ沢たく山さんあるから！」

　そう言って舞は目を輝かがやかせながら部屋の隅すみっこから段ボール箱を抱かかえてくる。

　ドサッと音がして床ゆかに降ろされた箱の中には、大量の手紙が入っていた。

「……ま、まさかこれが全部……」

「もちろん、永遠野誓宛あてのファンレターよ！　今まで私が書き溜ためてきた！」

「なんでそんなものがある!?　直接会えるだろお前は！」

「そ、それとこれとは別口なのよ！　でも一番のファンの心のこもった手紙とかうれしいでしょ!?　うれしいわよね！　ほ、ほら、遠えん慮りよなく受け取っていいのよ！」

　舞の笑顔に邪じや気きがなさすぎて、俺は思わずその大量の手紙を受け取ってしまった。

　……そういや忘れてたけど、こいつは筋金入りのストーカーだったな。

　このプレゼントも実に舞らしいといえば舞らしいといえる。でもラノベ作家を目指す俺は『ファンレター』って響ひびきだけでちょっとうれしかったりするから救えない。

　俺宛じゃないのになぁチクショウ……。

　はぁ……と、俺がため息を吐ついていると、最後に涼花が前に出てきた。

　顔を俯うつむけて恥ずかしそうに身体を縮こまらせているが、その手にはプレゼント箱がちゃんとある。涼花はなにをくれるんだろうと思っていると、

「え？」

　なぜか涼花はいきなり箱のリボンを解くと、自分の首元にそれを結んだ。

　そしてこれ以上ないくらい真っ赤になった顔を上げ、

「い、いきます……！」

　そう言って、いきなり俺の胸に抱だき付いてきた。

　軽い衝しよう撃げきとふわりと漂ただよう涼花の香り。そして柔やわらかく温かな感触、俺は一いつ瞬しゆん何がどうなったのかわからなかった。が、すぐに我に返ると、

「す、すすす涼花!?」

　俺の腕うでの中にすっぽりと収まっている涼花に慌てて声をかける。

「こ、これは一体……っ!?」

「ぷ、プレゼントです……！　クリスマスの……！」

　涼花の震ふるえる声が返ってきたが、もちろん意味がわからない。

「つ、つまり、その……！　わ、私自身がプレゼントということで……！　あぅ……！」

　わ、私自身がプレゼント……だと!?

　その言葉の意味を理解した瞬しゆん間かん、俺の顔がカッと一気に燃え上がった。

　……な、ななな、なんてことを……！　お、お前いつの間にそんな……！

「……け、研究の成果です……！　みなさんの魅み力りよくや性格を上回るため、より積極的に、より大だい胆たんにならないといけないと思ったから……！　あううううぅ……っ！」

　涼花が真っ赤になりながら、小声でそう囁ささやく。

「こ、これも取材のためですから……！　お、お兄ちゃんの理想像のため……！　それにお兄ちゃんのプレゼントは誰だれにも……！」

　……な、なるほど、取材の一いつ環かんでこういうことを……！

　それにしたって、これは意外すぎて冷静な思考ができない……！　俺の理想像を探すためにこんなことまでしてくれるとか、お前はどこまで責任感が強いんだよ……！

「も、もちろん普通のプレゼントも用意してます……！　あ、あくまでもこれは取材の一環で、私の願望とかじゃありませんから……！」

　そう言って、さっきリボンを解いた箱をそっと差し出す涼花。

　俺は反射的に受け取りながらも、中身を確認する余よ裕ゆうさえない。至し近きん距きよ離りで感じる涼花の気配に、頭も身体もまともに働いていなかった。

「う、うそ……っ!?　ま、まさか涼花ちゃんがこんな積極的に!?」

　しかしやがて、水無月さんが驚おどろきの声を上げて、固まっていた時間が動き出す。

「おお、さすが妹さんデスね……！」「やられた」「う、うわ……っ、マジなの……？」「ああ！　それ私が祐の誕生日にやろうと思ってたのに……！」

　などなど、涼花の思いがけない行動に、その場にいた全員が動どう揺ようを隠かくしきれない。

「……ど、どうですかお兄ちゃん？　わ、私、魅力的ですか……？」

　ちょっと涙なみだ目めな上うわ目め遣づかいで訊きいてくる涼花に、俺はコクコクと何度も頷うなずいた。

　すると涼花は安心したように「よかった……」と言って、また身体を俺に預ける。

　取材の一環とはいえ、この状じよう況きようで萌もえないやつがいるのかよ……！

「まさか涼花さんが『プレゼントはわ・た・し』をやるとは思ってもいなかったわ……！　どうやらパワーをセーブしていた私達は裏をかかれたようね……！」

　舞のその言葉に「次の対決は全力で……っ」「今度は負けない」などといった不ふ穏おんな反応も聞こえたが、ぶっちゃけ俺はそれどころじゃなかった。

「で先生、一応訊きますけど、対決の勝者は誰デス？」

　Ｗピース先生にそう訊たずねられたが、もちろん答えは決まっていた。

　どのみち取材のこともあるし、こういう場合は涼花を選んで穏おん便びんに済ませようと思っていたのだが、純じゆん粋すいな勝負としても結果は明白だった。

「え？　じゃ、じゃあお兄ちゃんのプレゼントは……！」

「仕方ないデスね。優勝者は妹さんということで、好きなプレゼントを選んでくだサイ」

　やれやれと苦笑するＷピース先生の言葉に、涼花が弾はじかれたように立ち上がってツリーのところへ行く。そして迷わず俺の用意したプレゼント箱を手に取ると、

「本当にうれしいです……！　あ、開けてもいいですか!?」

　震える手で中身を取り出し、入っていたうさぎの抱き枕まくらを見た瞬間、それに思いっきり抱き付いたのだった。

「みなさんに勝てて、しかもお兄ちゃんのプレゼントが私のものに……！　えへへ！」

　真っ赤な顔でだらしない笑みを浮うかべながら、抱き枕に頰ほおずりする涼花。

　どうやら恥はずかしさが振ふりきれてバグってしまっているらしい。

「や、やっぱり涼花さん変じゃない……？　いつもと全然違ちがうし……！　パーティー中もなんかずっとメモ帳とにらめっこしてたし……！」

　そのうち、いつの間にかやけ食いのようにパーティーの料理を食べていた舞が、不満そうにそんなことを呟つぶやいた。

　涼花は抱き枕に夢中で聞いてなかったが、俺はギクリと身体を強こわ張ばらせる。

「でも妹さんはいっつも対決では強いデスけどね？」

「そうだけど、今日の涼花ちゃんはちょっといつも以上だった気もするかなぁ」

「それだけ負けられない勝負だった。私ももっと本気でいくべきだった」

「お姉ちゃん、真性のブラコンと張り合わないでよね……！」

　他のみんなも飲み食いしながら涼花について語り合っていた。

　一方で俺は、密かにみんなのキャラを取材してたことがバレないかどうかヒヤヒヤしていた。特に舞が疑わしそうな目で「う～……」と唸うなりながらこっちを睨にらんでいたので気が気じゃない。

「ああもう納得できないぃ！　我々は再勝負をぉ要求するぅ!!」

　だがそのうち、舞がいきなりそんなことを言い出して、俺は別の意味で驚く。

　なんか顔が真っ赤で目がトロンとしてるし、呂ろ律れつが回ってない気がするんだけど、今はそんなことより言ってることのトンデモさの方が重要だ。

「さ、再勝負!?　今から結果を覆くつがえすのはさすがに無茶だろ！」

「プレゼントのことはもういいわよぅ！　でもやっぱり悔くやしいから、もう一度祐をかけた勝負を要求するのぉ！」

　……は、はぁ!?　舞のやつ、一体何を……！

「そうだよぉ！　お兄ちゃんはいつも涼花ちゃんばかり可愛がってズルイ！　桜もお兄ちゃんの妹なんだからいい子いい子してぇ！」

　ええ!?　み、水無月さんまで様子がおかしいんですけど!?

　俺が戸と惑まどっていると、秋乃さんが水無月さんの頭にチョップをズビシとかまし、

「落ち着く。先生にいい子いい子してもらえるのは勝者のみ」

　などと意味不明なことを言っている。……見た目はいつも通りなんだけど、

「ど、どうしたんですか秋乃さん……？」

「大だい丈じよう夫ぶ。酔よってない。ところで先生が三人いるけど、どれが正解？」

　……や、やっぱなんか変だ！　おかしい！

「こらあんた！　お姉ちゃんに迫せまってんじゃないわよこの変態！」

「か、神坂妹、お前はまともか？　みんな一体どうなってんだ……？」

「うう……、でも悪いのはお姉ちゃんを守り切れない私なんだ……！　罰ばつとして私はあんたに手て籠ごめにされちゃうんだ！　わあああん！」

　な、なんでいきなり泣き出す!?　ってか、やっぱ四人とも様子が変だ！　妙みように顔が赤いし言ってることはおかしいし呂律は怪あやしいしで──

　と、その時ふと気がつく。そういえば秋乃さんは酔ってないとか何とか……。

「…………」

　俺が恐おそる恐る振り向くと、いつの間にかテーブルの上には見慣れない瓶びんが数本。

　さっきまで、全員が思い切りガブガブやってたやつだ。

　手に取ってみると、ラベルには思いっきりシャンパンという表記があった。

「……こ、これか!!　ってかいつの間にこんなものが!?」

「あー、それなら私が持ってきたんデスよ。みんなで飲もうと思って。というか、最初からみんなグビグビ飲んでマシたよ？」

　自ら名乗り出る犯人！　そして全然気づいてなかった俺！

「こ、これが原因でみんな酔っ払ぱらっちゃってるじゃないですか！　そもそも俺達は未成年なのにアルコールなんてダメでしょ!?」

「もちろんデスよ。だからノンアルコールのものばかりのはずデスけど」

「え？」

　言われて、もう一度瓶を確認する。……本当にノンアルコールばかりだ。

「……じゃ、じゃあみんなのこの酩めい酊てい状態は……？」

　俺が振り向くと、そこでは赤い顔をした舞達がケラケラ笑いながらさらにシャンパンの入ったグラスを傾かたむけていた。……明らかに酔っ払ってるようにしか見えないんだが。

「あー、あれじゃないデスか？　みんな勝負で熱くなって、そこにシャンパンなんて飲んだから、いわゆる雰ふん囲い気き酔い的な何かで」

「ふ、雰囲気酔い……」

　あの様子は完全に出来上がってるようにしか見えないんですが!?

　……確かにこの場はあらゆる意味で雰囲気が乱れてるけどさ！

「こら祐ぅ！」

「うわっ!?　な、なんだよ舞！　いきなり驚くだろ！」

「あんたはどこまで妹萌えなのよぅ！　私だってがんばってるんだから、たまにはこっちを見てくれたっていいでしょぅ！」

「お、落ち着け！　お前は今正気じゃないんだ！　いつもそうだけど今は特に！」

　俺は迫ってくる舞を制止しようとするが、

「桜ももっとお兄ちゃんにかまってほしいぉ！　最高の妹になるんだもん！」

「違う。年上こそ至高。十八歳でピチピチで妖よう艶えんなこの私に、先生はメロメロ」

「うう……、こんなダメな私はあんたにボロボロに弄もてあそばれればいいんだぁ！」

　続いて水無月さんや秋乃さんや神坂妹まで迫ってきて、俺は途と方ほうに暮れる。

「待ちなさい！」

　とそこに突とつ然ぜん声がかかり、振り向くと涼花が抱だき枕を片手に立っていた。

　……た、頼たのもしい！　涼花ならなんとかこの場も鎮しずめてくれるに違いない！

「お兄ちゃんとイチャイチャできるのはこの私だけです！　なぜなら私こそがお兄ちゃんの理想像だからなのですえへへへへへへ！」

「ええええ!?」

　おまっ！　ちょっ！　何を言ってるんです!?

　……ってか、よく見たら涼花の様子もおかしい。

　ま、まさか、こいつまでこの場の雰囲気に吞のまれているのか……!?

「お、おい涼花！　目を覚ませ！　本当は酔ってなんかないんだから！」

「はい、私は酔ってません。私は正気です。私は正気だから主張します。私こそがお兄ちゃんに相応ふさわしい女の子なのだと！　えへへへへ！」

　……ああ、完全に酔ってますねこれは。

「何言ってんのよぅ！　妹が恋こい人びとになれるわけないでしょぉ！」

「私は妹だけど妹じゃないんです！　一人の女の子として愛されてるんですえへへへ！」

「お、おい、落ち着けお前ら！」

　完全に酔っ払い同士のケンカみたいになっている二人を引き剝はがしながら、しかし全然事態が収束しそうにないこの状況に頭を抱かかえる俺。

　……ただでさえ厄やつ介かいな連中なのに、酔っ払ってるとかどうすりゃいいんだ……！

「うーん、これはみんな、完全に出来上がってマスねぇ」

　とその時、Ｗピース先生が苦笑しているのを見てハッと気がつく。

　そ、そうだ、とりあえず素面しらふな人が俺以外にも一人いるんだから、協力してこの惨さん状じようを鎮めるしかない！

「だ、Ｗピース先生！」

「はい、わかってマス！　私も一いつ緒しよに酔っ払いマスから、みんなで楽しみマショう！」

　だが返ってきたのは予想外なんてレベルじゃない言葉で、俺はもう声も出ないくらい度ど肝ぎもを抜ぬかれた。

「な……っ！　んな……っ！　なんで、そうなるんです……っ!?」

「だって素晴らしいじゃないデスか！　酔ってタガが外れた状況とか、エロシチュエーションとしても最高デス！　というわけで先生も一緒になって、酒しゆ池ち肉にく林りんのエロエロハーレムイベントにその身を委ゆだねるのデス！」

　そう言って、みんなと一緒になって迫ってくるＷピース先生。

　……う、迂う闊かつだった……！　この人は普ふ段だんからタガが外れたような思考の持ち主なんだから、素面も何も関係ないんだ！　アホか俺は！

「祐！　祐ってば！　私を見てよぅ！」

「ハァハァ！　先生は誰だれから毒どく牙がにかけるんデスか!?　ああ、想像しただけでも身体からだが熱くなってきマスね！」

「お兄ちゃんお兄ちゃん！　桜は何されてもいいよ！　だって私は妹だから！」

「師し匠しようの望むがままに。大丈夫、シミュレーションはバッチリ。なんなら今から私の官能小説を再現するのも悪くない」

「はは……、こんな状じよう況きようこそバカな私に相応しいのよ……。あはは……」

　それぞれ好き勝手なことを言いながら詰つめ寄ってくる女性陣じんに、俺は顔を引きつらせながら後ずさる。

　そこに涼花が俺を守るように割って入ってくるのだが、

「お兄ちゃんは私のものなんですから、誰にも渡わたしません……！」

　こっちもこっちでこの調子だから、もちろん場がクールダウンするはずもない。

　そして間もなく始まった支し離り滅めつ裂れつな言い争いを眺ながめながら、俺は無言でガクリと肩かたを落とすことくらいしかできないのだった。




　　　　▼




「クリスマス会って、もっとこうリア充じゆうで楽しいイベントだったはずなんだがな……」

　そんなことを呟つぶやきながら深く深くため息を吐つくと、それは白く曇くもってすぐに冷たい風に乗って消えて行った。

　あの後、幸いなことに（？）女性陣同士でヒートアップしたため、俺は蚊帳かやの外に置かれて直接の被ひ害がいは免まぬかれた。けどそのおかげで延々と狂きよう瀾らんの様子を見せつけられ、クリスマスの雰囲気なんて吹ふっ飛んでしまった。

　具体的に何がどうなったかは──……まあ、言げん及きゆうしない方がいいんでやめとく。

　姦かしましいって字を体現したような状況だったって説明で許してくれ。

　とにかく、そんなこんなで最後にはみんなぶっ倒たおれたり酔いつぶれたりしたので、俺はようやくあの場を抜け出すことができたってわけだ。

　んで、今はこうやって二階のテラスで夜風に当たって気分を落ち着けようとしている。

　もちろん寒いが、逆にその寒さが頭をスッキリさせてくれて気持ちがよかった。

「お兄ちゃん……？　ここにいたんですか？」

　その時、背後から声がして振ふり向くと、涼花がテラスに出てくるところだった。

　俺が「お、起きてたのか」と声をかけると、涼花はコクリと頷うなずいて俺の横へ並んだ。

「……はぅ、冷たい空気が気持ちいいですね」

「ちょっとは酔いも醒さめたか……？」

　そう言うと、涼花はぷくーっと頰ほおを膨ふくらませて「よ、酔ってなんかいません！」と返した。さっきみたいな酩酊状態はある程度脱だつしたらしいが、まだ余よ韻いんは残っているみたいで目はトロンとしてるし身体もフラフラと揺ゆれている。

　……大丈夫かな？　夜風に当たって落ち着いてくれればいいけど。

「ふわぁ……、星がすごく綺き麗れいですよお兄ちゃん……」

　両手をいっぱいに広げて夜空を見上げる涼花。

　俺も同じようにすると、無数の星が空に輝かがやいているのが見えた。

「そうだな……。こんなの俺達の街じゃ見たことないぞ」

「きっと空気がすごく澄すんでるんでしょうね……」

　俺達はそのまましばらくの間、無言で星空を眺める。

　しかしふと視線を感じて振り向くと、いつの間にか涼花が俺の方を見つめていた。

「それでお兄ちゃんは、理想の女の子像を把は握あくできたんですか？」

「え？　いや、まあ、その……」

　唐とう突とつに訊きかれて、俺は答えに詰まる。

「……はぁ、まったくお兄ちゃんは仕方がない人ですね。みなさんの魅み力りよくを研究して、私がそれを上回ろうとがんばったのに、まだダメなんですか」

　俺は涼花のその一言に、申し訳なさでうなだれる。しかし涼花の口調に非難するような響ひびきはなくて、まるで夢の中で呟いているようなふわふわした感じだった。

「でも心配しないでください。私が最後まで協力しますからね」

　そう言って、酔いで赤くなった顔でふわりと笑う涼花。

　そして俺から視線を外すと、再び星空を見上げて目を細めた。

「……涼花」

　俺は涼花の言葉に温かい気持ちになると同時に、自分自身への不ふ甲が斐いなさに苛さいなまれる。

　……あー、くそっ！　なんでまだしっくりきてないんだ俺は……！

　涼花にいろんなキャラを演じてもらって、舞達の魅力を改めて整理してみて、そしてそれを基もとに涼花にさらに頑がん張ばってもらって……。

　情報も体験も集まってるはずなんだ。取材は確実に進んでる。

　でもなにか、肝かん心じんな『なにか』をまだつかめていないような感覚が残ったままだ。

　……涼花にここまで協力してもらっておきながらこれとか、ひょっとして俺って感性が鈍にぶいんじゃないか？　マジで凹へこみそうになるぜ……。

「…………」

　隣となりで空を見上げながら佇たたずむ涼花を見ながら、俺は心の中で謝る。

　ごめんな涼花、頼たよりない兄貴で……。でも弱よわ音ねを吐はいたところで何の解決にもならないから、お前にこれ以上迷めい惑わくをかけないよう、もう一度真しん剣けんに考えてみるよ。

　……さて、マジで何が不満なんだ俺は？　満足したうえでさらに溢あふれそうなくらい涼花に可愛いヒロインを演じてもらったじゃねえか。それでもまだ足りないのか？

　……いや、違ちがうな。むしろ過か剰じようなくらいだった。そこまでしなくても涼花は十分可愛いのに。まあそれもこれも、全部俺が理想像を把握できないせいだ。

　……ほんと、わざわざツンデレ巨きよ乳にゆうとか小こ悪あく魔まとか甘えさせてくれる女の子とか、挙あげ句くの果てに自分をプレゼントとかしてくれなくても、俺の妹はそのままでもう十分すぎるほど可愛い。涼花以上のキャラなんて、そもそもそうそういないだろ。

　ただ、俺は嫌きらわれてるからその可愛さを向けてはもらえないけど──

　と、

「……ん？」

　その時ふと、何かがカチリと頭の中でハマり込んだ気がした。

　……そうだよ。俺は別にツンデレを演じてくれなくても、普段の真ま面じ目めで厳きびしい涼花に今よりほんの少し和なごやかに接してもらえればって思うくらいで。

　……小悪魔チックに迫せまられなくても一緒に穏おだやかな時間を過ごして、甘えさせてくれなくてもごく普ふ通つうに話をしたりできれば、もうそれで満足できるじゃないか。

「ああ、なんだ」

　そこまで思考が至った瞬しゆん間かん、俺はスッとごく自然に理解した。

　違い和わ感かんの根源──それは、俺が本当に望んでいたものとの乖かい離りだったんだ。

　俺はなにか特別に可愛い女の子のイメージを求めてたわけじゃなくて、いつも通りの涼花でよかったんだよ。

　別にキャラなんて演じなくても、涼花は普段通りで十分可愛いんだから、それでよかったんだ。なーんだ。

　……ほんとにバカだな俺は。今まで何やってきたんだって感じだよ……。

　やれやれとため息を吐きながら、俺は「はは……」と思わず笑ってしまった。

　普段通りの涼花をイメージして書けばそれでもう十分可愛いヒロインになるとか、灯台下もと暗しってレベルじゃねえよ。マジで間ま抜ぬけな話だな。

　でもまあこれで、俺も自分の理想像がわかったから作品を書いていけるってもんで──

「…………え？」

　そんなことを考えていると、俺はハッと我に返った。

　……待てよ？　俺、今何を考えてた……？

　ふ、普段通りの涼花を書けば可愛いヒロインになる……だと？

　いや、それ自体はその通りだと思うんだけど、そうじゃなくてだな……。

　その、あれだ……。それってつまり……？　かいつまんで言うと……？




　よ、ようするに、俺の理想の女の子像って…………、涼花だってこと……か？




　…………。

　………………。

　…………………………え？

　えええええええええええええええええええええええええええええええええ!?!?!?

「な……っ!?　んな……っ!?」

　俺は自分自身の考えに対し、あまりの驚おどろきに声も出なかった。

　だが一番驚きよう愕がくするのは、そのトンデモな結論に対して、俺自身が一切の疑問も違和感も抱いだいてないって点だ。

　つまり────俺の理想の女の子像は、普段接している涼花だということ。

　異論なし。納得。

　俺の心はそう告げているが、逆に俺の理性は恐きよう慌こう状態だった。

　……いやいや、いやいやいや!!

　す、涼花は妹だぞ……!?　な、なのに俺の理想の……!?

　女の子。

　……マジで？

　俺はその場に立ち尽つくしたまま、何度も何度も激しく頭を振り続ける。

「……？　お兄ちゃん、どうかしましたか？」

「うおわっ!?!?!?!?」

「きゃっ!?　な、なんですか急に大声を出して……？」

　そんなことを考えている時に当の涼花から声をかけられ、俺は心臓が飛び出さんばかりに驚いた。

　ななななんでもない！　と誤ご魔ま化かすが、当然涼花は不ふ審しんそうな顔をしている。

　……だけど、こんなこと言えるわけないだろ!?

　俺はそろそろ部屋に戻もどろうと言って、足早にテラスを後にする。

　とにかく、今さっきの考えは気の迷いだ。そんなことはあるはずがない──

　俺は必死になってそう否定しようとするのだが、

「もう、お兄ちゃん！　待ってください！」

　それでもなお、その考えは俺の中から消えることなく、間違いなんかじゃないとでもいうように、いつまでも脳内を回り続けるのだった。








第四章　大人デートと兄の告白









「うう、ううーん……」

　十二月二十五日の夜。

　冬季合宿から無事帰宅した俺は、さっきから自分の部屋でずっとこんな感じで腕うでを組みながら唸うなり続けていた。

　考えているのは、もちろん昨夜俺が辿たどり着いたあのことについてだ。

「涼すず花かが……、理想の女の子とか……」

　んなわけがないだろと、頭に浮うかぶたびにその思考を打ち消そうとする俺。

　だが、それにも負けずに何度も何度もこいつは浮かび上がってくるのだ。

　おかげで昨晩はほとんど眠ねむれなかったし、今朝から帰宅中にかけても悶もん々もんと悩なやみ続けていたし、そのせいで全員から変な目で見られっぱなしだった。

　特に涼花相手には、心配されるたびに「うわっ!?」とか「な、なんでもないぞ!?」とかいったあからさまな反応を返していたため、その度たびに怪け訝げんな顔をされたもんだ。

　……でも、言えるわけないだろ？

　リアル妹が理想の女の子像かも──なんて頭の沸ふつ騰とうしたような話を！

　だから俺は、さっさとこんなバカな考えを忘れようと……したんだけど、

「……う、ううむ……」

　脳内から出て行ってくれる気配がまるでないんだよな……。

　それどころか、時間が経たてば経つほど逆に深く根を下ろしていってる気さえする。

　……だから、俺もいい加減根負けして、認めざるを得ないんじゃないかって思えてきたんだ。否定しても否定しきれないってことは、心のどこかでそれは正しいんだって思ってるんじゃないかって。

「いや、もちろん俺が涼花のことを好きとかそういうのではなくてだな……」

　俺は自分で自分に思わずツッコみを入れる。一人でなにやってんだと思われるかもしれないが、それだけ動どう揺ようしているということで許してほしい。

　で、認めるってのはどういうことかというと、実に単純なことに気がついたのだ。




　──あれ？　妹ってことを抜ぬきにすれば、涼花ってマジで理想の女の子では……？




　いや、待ってくれ！　いろいろと言いたいことはあるだろうがちょっと待って！

　まず、前提としてこれだけは知っておいてほしいが、俺は涼花を異性として好きとかそういうことは一切ない！　当たり前だろ妹なんだから！

　……けど、けどだ。

　仮に、妹とかそういうのを抜きにして、一人の女の子として涼花を見た場合は？

　超ちよう絶ぜつ美少女で、成績優ゆう秀しゆうで運動神経も抜ばつ群ぐんでカリスマ性もあって家事までこなす完かん璧ぺき超人。それに性格だってすごくいい。嫌きらいな俺には辛しん辣らつだけど、それでも気づかってくれるくらい心優しいやつなのだ。

　真ま面じ目めで融ゆう通ずうが利きかないところはあるけど、逆にそういうお堅かたいところも美点の一つだと俺は思う。それに、そういう女の子だからこそ、時折見せる笑顔が本当に可愛くて、思わず守りたくなってしまうってのもある。

　つまり、要するにだな……、




「涼花こそ、俺の理想のヒロインなんじゃないか……？」




　と、口に出して言った瞬間、自分でも驚くくらいすんなりと納得してしまった俺。

　けど、……う、ううん、やっぱこの事実はさすがにダメージがデカい……。

　何度も言うが、これは妹萌もえとかそういうのじゃないんだ。

　妹がどうのこうのってのとは無関係に、涼花が女の子としてすごく可愛くていい子だっていう客観的な事実を述べているだけで──

　……だぁもうっ！　つまりは俺の妹が可愛すぎるのが悪いんだよ！

　あんな可愛い女の子だったら男の理想になって当たり前だろ!?　だから俺は兄貴とかそういうのを抜きにして、公平な男の視点で判断したってだけなんだ！　以上、１００％客観的な意見でした！

「はぁはぁ……！」

　俺はいつの間にか荒あらくなっていた息を整える。

　とにかく、認めてしまった以上は仕方がなかった。

　俺の理想は涼花みたいな女の子………………らしい。

　その是ぜ非ひについてはこの際一いつ旦たん置いとくとして、つまりラノベのヒロインについては涼花をイメージしていけば、きっと可愛く書けるに違ちがいない。

　俺はようやく、ここ数日頭を悩ませていた問いに答えを見つけたわけだ。

　なので早さつ速そくその成果を原げん稿こうにぶつけようとＰＣを立ち上げ──ようとしたのだが、

「…………」

　電源を入れる姿勢でなぜか固まってしまう俺。

　勢いのまま突つっ走ぱしろうとしたものの、心のどこかがブレーキをかけているのに気がついたからだ。

　それが何かはすぐにわかった。なんのことはない、やっぱり俺は涼花をモデルにヒロインを書くことに抵てい抗こうがあるのだ。

「涼花は俺のことを嫌ってるわけで……、そんな妹をモデルにするってのは、たとえ妹キャラじゃないにしても、その、マズイよな……」

　別にそんなのはバレなきゃいいし、バレたとしても涼花に何か損害があるわけでもないし、そもそも涼花自身が俺の取材に協力してくれてたんだから、今いま更さらそんなことを悩むのはおかしい──と、そう思われるかもしれない。

　俺だって、端はたから見てたらそう思うさ。

　でも、これは理り屈くつじゃなかった。

　……なんというか、自分の中で納得いかないのだ。今まで散々涼花相手に取材してたにもかかわらず、いざ書くと決めると、正体不明の抵抗感が俺の動きを止めてくる。

　それが一体何なのかもわからないが、さらに同じくらい気が進まない理由がもう一つあったりするんだ。

　それは、一人の女の子として見た場合、涼花が理想的な女の子だってことには間違いないけれど、それでもやっぱり涼花は俺の妹であることも変わりないという点。

　俺は涼花の兄貴であり、完全に客観的な視点だけで涼花を見ることはできそうになかった。だからこそ、涼花をモデルにラノベのヒロインを書くとしても、それが本当に可能なのかどうか──……正直自信がない。

「ううむ……」

　どうすればいいんだろうと、俺は再度腕を組んで唸る。

　理想の女の子像が判明したにもかかわらず、状じよう況きようは全然好転してないってところが情けない話だった。

「お、お兄ちゃん、今大だい丈じよう夫ぶですか……？」

「……っ!?!?!?!?」

　とその時、涼花が少しだけ開けたドアの隙すき間まから顔を覗のぞかせてきて、俺はマジで心臓が止まるんじゃないかと思うくらい驚おどろいた。

「す、すいません。声をかけたんですけど返事がなくて」

「あ、いや、その！　……べ、別に大丈夫だ。ちょっと考え事をしてたから……！」

　本当はちょっとどころじゃない考え事だったため、突とつ然ぜんの涼花の登場にメチャクチャ動揺してしまう俺。

　しかもその内容が理想の女の子だったもんだから、涼花の顔がまともに見られない。

　……くそ、そんなキョトンとした顔で小首を傾かしげてんじゃねえよ！

　そういう仕草にどれだけ男が可愛いと思うかとかわかってないんだろ！

　まったく、俺の妹さまはそういうところが無防備だから困るぜ……！

「で……、な、なな、なにか、その、用事でもっ？」

　俺は内心の焦あせりを出さないよう、努つとめて冷静に振ふる舞まう。

　……そこ、できてないだろとか言わない！　自分でもわかってるから！

「え、えっと、あの、……と、特に用事というわけではないんですけど……！」

　俺の質問に、なぜか涼花がほんのり頰ほおを染めてモジモジしだす。

　今は変に意識しているせいか、そういう姿も可愛いと思ってしまう俺がいて、今すぐに壁かべかどこかに頭をぶつけたい気分になってしまった。

「……どうしたんですお兄ちゃん？　なんだか悲ひ愴そうな表情になってますけど……」

「なんでもない！　と、ところで用事がないならどうして？」

「な、ないというわけでもないんです。……その、今日合宿から帰ってきたばかりだし疲つかれも溜たまっているとは思うんですけど、あの……」

　人差し指と人差し指を合わせたりして、やたら言い出しにくそうな涼花。

　普ふ段だんは兄貴の尊厳を叩たたき壊こわすことだって躊ちゆう躇ちよしないのに。

「あ、明日あしたのことなんですけど！」

「明日？」

「そ、そうです！　お兄ちゃんの明日の予定とかを訊きいておこうかなーって思って！　別に深い意味はないですし！　ただ単に冬休みですから!?　お食事の用意の都合などもあるので確認をしておくべきと思いまして!?」

　顔を赤くしてなぜか前のめりな涼花に、俺はちょっと身体からだを引く。

「な、なるほどな。でも、明日の予定か……。バイトもないし、特に何も予定はないからいつも通りラノベを書くくらいしか──」

　と、そこまで言いかけて、俺はふとあることを思い出した。

　……そうだ、明日は十二月二十六日──涼花の誕生日じゃないか！

　合宿だ取材だクリスマスだと、いろいろありすぎて忘れてた……！

「あ、あのですね、明日の話でふと思い出したんですけど！　本当にふと思い出しただけで別に最初からその話をしに来たわけじゃないんですけど！　……その、明日は実は私の誕生日なんですよね！　今思い出しました！　本当に今まで忘れてました！」

　そう言ってあはあはとどこか不自然な笑い声を上げる涼花。

　しかし、涼花だったら自分の誕生日を忘れててもあんまり不思議じゃない気もする。

　こいつは親におねだりとかもしないだろうし、クールなやつだから淡たん々たんと過ごしてそうなイメージだ。

　一いつ緒しよに暮らしててなんでイメージなのかというと、前も言ったけど去年までは涼花との関係がギスギスしていたため、誕生日を祝うなんてことはあり得なかった。

　だから、涼花が毎年誕生日をどういう風に過ごしていたかも知らないのだ。

「わ、私としては、別に誕生日だからといって特別何かをするというつもりもないんですけどね!?」

　やっぱり、こいつ自身は特に自分の誕生日を意識してはいないらしい。

　話題を振ったのも、本当にふと思い出したからというだけなのだろう。

　だとしたら、今年は少し関係が改善したからといって、本人が意識もしてないのに、俺の方から是非祝わせてくれなんて言うのはマズイのでは……。

　俺がそんなことを考えていると、

「で、でも、たまには何か特別なことがあってもいいかなーなんて思ったりもしているんですけどね!?　べ、べべべ別に今まで疎そ遠えんだったぶん、お、お兄ちゃんに誕生日を祝ってほしいとかそういう意味じゃなくてですね!?　その……、ただ単に気まぐれでそう思っただけなんですけど！」

「え……？」

　思いがけず、涼花が誕生日を祝わせてくれそうな話になってきた。

　……こ、これはチャンスだ！　涼花がかまわないと思っているなら、是非祝わせてくれと言えばいい！　せっかくそのつもりでいろいろと準備もしていたわけだし、喜ばれないまでも拒きよ否ひされることはないはず！

　俺はそう思って、明日は涼花の誕生日を祝おうと言おうとした。……が、

「……ど、どうしたんですお兄ちゃん？　なんか固まってますけど……」

　なぜか、頭が真っ白になって声が出せなかった。

　その時脳のう裏りをよぎったのは、ずっと昔、俺が涼花から投げかけられたあの言葉。




　──お兄ちゃんなんて嫌い！




「あ──」

　そして俺は、唐とう突とつに気がついた。

　自分がなぜ何も言えなかったのか。

　自分がなぜ、涼花をモデルにヒロインを書くことに抵抗があったのか。

　わかってみれば、単純な話。でも単純なだけに、その原因を取り除くことは相当勇気のいることでもあった。なにせ、数年という時の重みが加わっているのだから。

「お、お兄ちゃん……？」

　それでも、そんな俺の頭に浮うかんできたのは、ただ一つ。




　──このままじゃいけない。




　その言葉と同時に、俺は閃ひらめいた。この状況をなんとかする唯ゆい一いつの方法──

　……け、けど……、いや！　もうこうなったらやるしかない！

　俺は躊躇しようとする心を振り切って覚かく悟ごを決める。

　結果がどうなろうと、突き進むしかないだろもう！

「……涼花」

「は、はい？」

　俺はゆっくりと息を吐はきながら、重々しく口を開く。

　改まった様子の俺に、涼花は困こん惑わくしているようだ。

　だが俺はそんなことを気にする余よ裕ゆうもなく、




「明日のお前の誕生日！　……っ！　お、俺と一緒にホテルに行ってくれ!!」




　緊きん張ちようと使命感と必死さが混じり合い形になっていない心の内を、無理矢理言葉に変へん換かんしながらそう言い切った。

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………え？」

　俺の言葉に固まる涼花。

　目をこれ以上ないくらい見開き、たっぷり一分近く石像と化していたが、

「え、えええええええええええええええええええええええええええええええぇっ!?」

　間もなく、いつもの涼花とは思えないほどの驚きよう愕がくぶりを見せた。

「ほ、ほほ、ホテっ!?　ホテルっ!?　どどどどどどういう!?」

　その反応に俺はハッとして、今いま更さら自分が何を口走ったのかを思い出す。

　……な、なに言ってんだ俺は。言葉足らずにもほどがあるだろ……！

「い、いや！　そ、そうじゃなくてだな！　……だからその、つまり……！　ほ、ホテルってのは変な意味じゃなくて、そこで俺とデートしてほしいって意味で……！」

　しどろもどろになりながら訂てい正せいする俺だったが、涼花はそれを聞いて「でっ!?」とさらに慌あわてる。

「で、ででででで、でででデートっ!?　わた、私と、お、おに、お兄ちゃんが……、誕生日に……デート!?　し、しかも、ほ、ホテルとか……！　ホテルとかそんな……！　な、な、んにゃ……っ！　にゃんにゃにょ!?!?!?!?!?」

　爆ばく発はつしそうなほど顔を赤くし、目をグルグルと回しながら呂ろ律れつの回らない舌を必死に動かそうとしている涼花。

「で、デート……！　誕生日にお兄ちゃんと、よりによってホテルでデートとか……！　そ、そこまで期待なんてしなかったのににゃんで……!?　おおおおお落ち着くんです私……！　こ、これはきっと夢です……！」

「あの、涼花……」

「ぴゃいっ!?　にゃ、にゃんですか!?　ももも申し訳ないんですけど！　ちょっとお兄ちゃんが何言ってるかわからなくてですね……！　も、もう一度お願いしてもいいですか!?　今度はちゃんと理解できるように！」

「だ、だから、明日のお前の誕生日に、俺とデートしてほしいってことで……！　行先はホテルを考えてるってことを──」

「にゃんにゃんですか!?!?!?!?!?」

　また顔をボンッと爆発させながら、足元をふらつかせる涼花。

「ほ、ホテルデートとか……！　お兄ちゃんからそんな提案があるはずないのに……！　こんな最高で幸せな……！　い、いえいえ油断してはいけませんよ私……！　お兄ちゃんのことだからまた何か裏があるに決まってるんです……！　そ、そうです！　これもきっと取材の一いつ環かんに決まってるじゃないですか！　そうなんですねお兄ちゃん!?」

　頭をグラグラさせながらも、ズビシと俺を指さす涼花。

　俺はその質問にコクリと頷うなずいて、ハッキリとこう返す。

「ああ、確かに取材って意味合いはある」

「や、やっぱり！　……そ、それでもデートはデートだから私は別に……！」

「……ただし、もう特別にキャラを作ってくれなくてもいい。いつも通りの涼花でいてほしいんだ」

「い、いつも通りの私……!?　そ、それって……！　えへ、えへへへへ……！」

　そう、これは妹である涼花じゃないと意味がない。

　キャラを作っていない、涼花そのものの可愛さを確かめるためのデートだからだ。

　本当に俺の理想像が涼花なのか、それを最終確認するのが大きな目的。

　……なのだが、

「でも、それだけじゃないんだ。もっと大切なことがある」

「……えへ、えへぇ!?　も、ももももっと大切なことって……!?」

　俺の言葉に、ほとんどバグっていた涼花が、さらにテンパったように両手をワタワタとさせる。

「それは……、悪い。今は言えない。……とにかく俺は、明日お前と二人きりの誕生日を過ごしたいんだ！　ダメか!?」

　俺は熱心に涼花に頼たのみ込む。

　涼花にとってみれば無茶苦茶な話だろうけど、それがわかっていても押し通してしまうくらい、今の俺は必死だった。

「そ、そんにゃ……！　お、お兄ちゃんがそこまで真しん剣けんな顔で私の誕生日を……!?　しかもデート……！　ホテル……！　そ、そんにゃの、そんなの……！　ダメなわけがないじゃないですか!!」

　すると涼花は、まるで怒いかりを爆発させるかのような勢いでそう返した。

　俺はそれを聞いた瞬しゆん間かん、ほっと肩かたの荷にが下りたような気分だった。

「……ありがとう涼花。せっかくの誕生日の時間を俺にくれて」

「お、お礼なんて言わないでください……！　も、もともとそのつもりでしたし……！　なのにお兄ちゃんの方から、こんな思ってもみなかったお誘さそいが……！　えへ、えへへ、えへへへへへへへへへへへへへへ」

　なぜか満面の笑みでクネクネと身体からだをクネらせる涼花。

「か、勘かん違ちがいしないでくださいね!?　私は別にうれしいわけじゃないんです！　これも取材だから仕方なく……！」

「わかってる。ありがとう」

「……せ、せめて一緒の時間を過ごせれば程度に思ってたのに……！　お兄ちゃんからホテルデート……！　こ、こんなの、幸せすぎてこんなのいいんですか……！」

　涼花はなにやら小声で呟つぶやいていたが、やがてふらふらとその場で足あし踏ぶみしていたかと思うと、そのまま倒たおれそうになった。

「お、おい、大だい丈じよう夫ぶか!?」

「だだだ大丈夫です！　ちょっと幸せすぎて──違います！　意外すぎて気が遠くなったというか、気を失いかけただけですから！」

「全然大丈夫に聞こえないんだけど!?」

「し、心配いりません！　あ、明日あしたがデートだというのに気を失ってなんていられませんから……！　ば、万ばん全ぜんな準備をしないといけません……！　最高の思い出に──じゃなくて！　最高の取材にするために、今から綿密な準備を……！」

「じゅ、準備って……。しかも今から……」

「そういうわけなので、私は部屋に戻もどって明日の準備をしますから失礼します！　お、お兄ちゃんも万全の態勢で臨のぞんでください！　私は決して楽しみにしているわけではありませんが……！　その……！　失敗は許されませんから!!」

　涼花は一気にそうまくしたてた後、ドアをぶち破りそうなほどの勢いで俺の部屋から出て行ってしまった。

　俺はしばらく呆ぼう然ぜんと開いたままのドアを見ていたが、大きく息を吐くと、

「よかった……。なんとかＯＫをもらえて……」

　と、改めて涼花に了りよう承しようしてもらえたことに安あん堵どするのだった。

　……これで、第一関門は突とつ破ぱか。

　考えがあったとはいえ、リアル妹を誕生日にデートに誘うなんて犯罪的なことをしてしまったわけだが、今はそれで凹へこんでいる場合じゃない。

　涼花からもらったこの機会を大切にしよう。

　そしてそこで、俺の為なすべきことをするんだ。

「このままじゃ、いけないからな……」

　俺はあの時頭に浮かんだことを呟きながら、静かに拳こぶしを握にぎりしめる。

　心の中で、こう決意しながら。




　──明日俺は、涼花に告白する。




　　　　★




　私は下着姿で姿すがた見みの前に立ちながら、今世紀最大の悩なやみに対たい峙じしています。

　……こんな重い悩みは、もしかしたら生しよう涯がいで初めてのことかもしれません……！

「な、何を着ていけばいいんでしょうか……！」

　そう、私はお兄ちゃんとのデートに着ていく服が決められず、かれこれもう二時間近くは着ては脱ぬぎ、着ては脱ぎを繰くり返していたのです。

　部屋の中は、タンスや押し入れから引っ張り出してきた服が散乱し、ベッドの上はおろかテーブルや机の上まで占せん領りようされてしまっています。

　それでも決まらないんですから、これはなんという難問なのでしょうか……！

「い、いえ、ここは一度冷静になるんです私。今回のデートの内容を頭に浮うかべ、それを基もとにベストの判断をするんですよ」

　私は一度クールダウンするべく、大きく深呼吸をします。

　今日は私の誕生日です。お兄ちゃんはそんな日にデートに誘ってくれました。

　しかも、重要なのはその時間帯なのです。

　今まで取材などでのデートは常にお昼から夕方にかけてしていたのですが、なんと今回は夜にデートをしようとお兄ちゃんが提案してきたんですよ！

　……よ、夜にデートとか、こんなことは初めてです……！

　もちろんそういったシチュエーションの妄もう想そうは何度もしてきましたが、まさかそれが現実になるとは思っていませんでした。

　なので、いざ実際に夜デートをするとなると、何をどうすればいいのかまったくわからないのです。しかも行先は、……ほ、ホテルなんですよ!?　よ、夜にデートでしかもホテルなんて……！
















「ま、まさかやっぱりそういうことなんですか……!?　い、いえ、でもそんな！　もちろん私はＯＫなんですけど！　拒こばむ理由はなに一つないんですけど！　で、でもまだそういうのは早いと言いますか……！　心の準備ができていないんですけど……！」

　私はそんな独り言を口にしながら、両手で頰ほおを包んでイヤイヤと頭を振ふります。

　姿見に映ったそんな私の姿は、もうとろけそうなほど崩くずれた表情をしていて、自分でも呆あきれてしまうくらいでした。

　……まったく、あなたはどれだけ幸せなんですか……！　えへへ……！

「と、いけません。今は妄想で幸せになっている場合じゃないです。お兄ちゃんとの夜デートを完かん璧ぺきなものにするため、万全な準備をしないといけないんですから……っ」

　私はこほんと咳せき払ばらいをして、再度冷静になろうと努つとめます。

　その時ふと、自分の下着姿を見て気づいたことがありました。

　……あれ？　そもそも服を選ぶ前に、し、ししし下着を選ぶ方が先なのでは!?

　そうです！　今回はただのデートではなく、夜のホテルデートなんですよ!?

　そんなことは私達にはまだ早いですし、そういうことはもっと大人になってからだと思ってますけどっ！　で、でもホテルということはそういう可能性はもちろんあるわけですよ……ね？

　だったら……！　やっぱりそうです！　服よりもまず下着選びからじゃないですか！

「はっ!?　……待ってくださいよ？　そ、そういう話なら、下着よりもさらに重要なのは私自身ということになりますよね……!?　ど、どうしましょう!?　やっぱりもう一度だけシャワーを浴びてきた方がいいんでしょうか!?　で、でももう朝から三回もお風ふ呂ろに入ってますし、これ以上入ると風邪かぜをひきそうな……！　でもでもでも！　やはり念のためもう一度くらいは……！」

　と、私は下着姿のまま頭を抱かかえて悶もん絶ぜつします。

　それからおよそ十分近くその状態が続いたのですが、デートの時間が近づいてきていることもあり、これ以上時間をかけてはいられないと本気でクールダウンを図はかります。

　……と、とりあえずシャワーはもういいでしょう。下着も……、ごく普ふ通つうの清潔なもので──いえ！　や、やっぱりここはレースの大人っぽいものを選せん択たくしておきます！

　下着を替かえて、ようやくスタートラインに戻った私。

　問題の、何を着ていくかという課題は依い然ぜんとして残ったままです。

　時計を見ると、もうすぐ午後六時になろうかというところでした。

　お兄ちゃんが言っていたデート開始の時間まで、もう少ししかありません。

　……ですが、依然として何を着ていけばいいのかわからないのです……！

　ああ、私は一体どうすればいいんですか……！

「……あれ？」

　とその時、視界にチラッと入ったのは、クローゼットの中にあったあのお洋服。

　お兄ちゃんとヒロイン取材のデートに行った時に、似合うと言ってもらえたことがうれしくて、思わずヒロイン役のことも忘れて購こう入にゆうした黒いジャンパースカート。

「あ、あれです……！」

　私はその存在に気がついて、急いでクローゼットから引っ張り出します。

　お兄ちゃんとの誕生日デートなんですから、お兄ちゃんに選んでもらった服を着るのがベストな選択に違いない──と、私はそう確信しました。

　服を着て、ストッキングもはいてから再度姿見の前に立つ私。

　……あの時はお兄ちゃんから似合っていると言われましたが、今もそうでしょうか？

　私はいろんなポーズをとりながら、念入りに着こなしを確認します。

「ちゃんと可愛く見えるでしょうか……？」

　私の容姿について、よく他人から褒ほめてもらえるのですが、実は興味がありません。

　ただ、お兄ちゃんの目からどう見えるのかだけが重要なのです。

　たとえ世界の全ての人が私を可愛いと言ってくれても、お兄ちゃんがそう言ってくれなければなんの意味もありません。だからこそ、

「お、お兄ちゃんは可愛いって思ってくれるでしょうか……」

　何度確認しても不安は払ふつ拭しよくしきれません。自分では上手うまく着こなせていると思うんですけど、どうしてもこれでいいのかと迷ってしまうのです。

　ですが時間は有限です。私はお兄ちゃんに選んでもらったこの服を信じて、着き替がえについては完かん了りようせざるを得ませんでした。

　もうすぐ出発の時間です。……他に、なにかし忘れたことはありませんか？

「あ、念のためリップクリームを……」

　そうでした。私は急いで机の引き出しを開けると、リップクリームを取り出して薄うすく唇くちびるに塗ぬっていきます。

　……べ、別に深い意味はありません。

　あれです、冬場ですから、乾かん燥そうしてはいけませんからね。ただそれだけです。

　決して、その、アレを想定しているわけではなくてですね、万が一そうなって唇がカサカサだったら嫌いやだからとかそういうのではなく……、その、だから私は別にき、きき、ききききき……っ！　……のことなんて、全然これっぽっちも考えてませんからね!?

「こ、こんなものでしょうか？　……他になにかしないといけなかったことは？　って、もうこんな時間じゃないですか！　早く玄げん関かんに行かないと……！」

　ふと時計を見ると、もうデート開始時間がきてしまっていました。

　私は慌あわててコートを摑つかむと、急いで部屋から出て階段を下ります。

　……つ、ついにお兄ちゃんと……夜のお誕生日デート……っ!!

「お、来たな。もう準備はＯＫか？」

　玄関には既すでにお兄ちゃんがいて、私を待ってくれていたようでした。

　ジャケットを着てフォーマルな雰ふん囲い気きのお兄ちゃん。

　普ふ段だんよりもはるかに凜り々りしく見えるその姿に、私は一いつ瞬しゆん見とれてしまいます。

　……ああ、お兄ちゃんはどこまでカッコイイんですか……！

　ダメです！　けしからんことです！　こんなお兄ちゃんを私以外の女の人に見せるわけにはいきませんね！　みんながお兄ちゃんに一目ぼれしないよう、私が隣となりに位置してハッキリと恋こい人びとがいるということを知らせなければいけません！

「ん……？　どうした涼花？」

「……はっ!?　い、いえ、なんでもありません！」

　私がウットリとお兄ちゃんを眺ながめていると、不思議そうな顔をされてしまいました。

　……あ、危ないです。ただでさえ誕生日デートで気持ちがフワフワして今にも天に昇のぼってしまいそうなんですから、気を引き締しめないと……！

「い、いえ、お兄ちゃんのキチンとした服装に、少し驚おどろいただけです」

「ああ、一応ちゃんとしたところに行く予定だから、服装もそれ相応にってな。……お前のその格好は、あの時買ったやつだよな？」

「そ、そうです。べ、別に深い意味はなくて、ただ単に気に入っているから着ただけなんですけど！」

　……ああ、また私は素直じゃない言い訳を……！

　でもでも「せっかくのデートですから、お兄ちゃんに可愛いって思ってもらいたい一心でこの服装に決めたんです！」なんてストレートに言えるわけないですよ……！

　そんなの、考えただけで顔が恥はずかしさで燃え上がりそうになります！

「なるほどな。でもまあ、よく似合ってるよ」

　するとお兄ちゃんは、ふわっと優しい笑みを浮かべながらそんなことを言いました。

　……な、な、なんてことをサラッと言ってくれるんですかお兄ちゃんは……！

　ほ、本当にお兄ちゃんは困った人です。

　私がその一言でどれだけ幸せな気分になるかわかってなさすぎです。

　し、しかもそんな、私の大好きな笑顔でそんなこと言ったら……！

「お、お兄ちゃんは、そういうことを軽々しく言わないでください！」

「えええ!?　素直に褒めただけなのに!?」

　私はもうわけがわからなくなって、この緩ゆるんで真っ赤になった顔を見られまいと、必死にお兄ちゃんから顔を背そむけます。

「……ま、まあやっぱり、俺なんかに褒められてもうれしくないよな……」

　お兄ちゃんがなぜか泣きそうな顔で何かを呟つぶやいていますが、私はそれどころではありません。デートはまだ始まってもいないのに、幸福感で気を失うわけにはいかないんですから、気をしっかり持つんです私……！

　ひっひっふー……、ひっひっふー…………と。

　……ふう、少し落ち着きました。この呼吸法だと気を確かに持てるらしいのです。

　Ｗダブルピースさんから教わったのですが、なるほど、よく効きますね……、ふう。

「と、とにかく、もう予定時刻です。そろそろデート──取材を開始しましょう」

　私は抑おさえきれない楽しみをなんとか抑えながらそう言います。

　するとお兄ちゃんは「そうだな」と頷うなずいて、靴くつを履はいてから玄関のドアを開けます。

　私も続いて外に出ると、冷たい夜気に一瞬身体からだが震ふるえてしまいました。

「外を歩くから、温かくしろよ。ほら、コートを着て」

「わ、わかっています」

　いつもは私が注意する側なのに、なんだか調子が狂くるってしまいますね……。

　でも、お兄ちゃんに注意されるのは、実はものすごく好きです……！

　私のことを心配してくれているのが伝わってくるし、なにより頼たよりがいがあって本当にカッコよく見えるからです！

　……普段からこれくらいしっかりしてくれているといいんですけどね。

　いえ、でもそうすると、お兄ちゃんのカッコよさにみんなが気づいてしまうかもしれません。これ以上ライバルを増やすわけにはいかないので、うーん、悩なやみどころです。

　少なくとも、私の前ではいくらでも凜々しい姿を見せてほしいので、私は何度でもその度たびに注意することにしています。

　……お兄ちゃんはもうちょっとしっかりしてください──と。

「本当に、夜は冷えるな……」

　私がコートを羽織ると、お兄ちゃんは星のない空を見上げながらそんなことを呟いていました。そして何かを決意するかのように「……うん」と小声で頷くと、私の方を振り返って右手を差し出しながらこう言いました。

「……じゃあ、せっかくのお前の誕生日だけど、俺とのデートに付き合ってくれるか？」

　真しん剣けんな顔で、ジッと私を見つめるお兄ちゃん。

　どこか緊きん張ちようしているようにも見えて、でもそれは私も同じだったので、私は差し出されたお兄ちゃんの手にそっと触ふれながら、

「は、はい……。取材ですから仕方ないです……！」

　と、やっぱり素直じゃない言葉を返すのでした。

　こんな時でもこんな可愛くないことしか言えない私。

　でも、そんなどうしようもない私に向かって、お兄ちゃんは優しく笑いながら、

「ありがとうな」

　と、お礼を言ってくれたのです。

　私はかああぁと頰ほおを赤らめて俯うつむきます。恥ずかしくて恥ずかしくて、本当はお兄ちゃんとの誕生日デートをすごく楽しみにしていたと言いたいけど言えません。

　でも私は勇気を振り絞しぼって、せめてそんな気持ちの欠片かけらだけでも伝えようと、お兄ちゃんの大きな手をギュッと握にぎりしめます。

「じゃあ、行こうか」

　するとお兄ちゃんも、私の手を握り返してくれました。

　こうやって、私の十五歳の誕生日──その夜のデートが始まったのです。




「そ、それでどこに行く予定なんですか？」

　夜の街をお兄ちゃんと並んで歩きながら、私は緊張気味にそう訊たずねます。

　こんな遅おそい時間にお兄ちゃんと二人で歩くなんて経験は初めてだったので、どうしても意識してしまいますね……。

　普段から学校に迎むかえに来てもらうことがあるので、陽ひが落ちた後の時間帯にお兄ちゃんと二人で歩くことはあるのですが、それとこれとはまったく別物です。

　あれはあくまでも『お迎え』ですからね……。それに比べて今は『お出かけ』で、しかも『デート』なんですから、緊張しないでなんていられません……！

「ああ、臨海都市に行こうと思ってる」

　そんな私とは対照的に、お兄ちゃんは普段通りの口調で答えます。

「臨海都市……。海ですか？」

　臨海都市とは、その名の通り海に臨のぞむ都市のことです。

　都市といっても私達の住む街の一部ですし、特に区切りもありません。

　ただ単に、海辺を埋うめ立てて開発された一角をそう呼んでいるだけです。

「あの辺も店とかがいろいろできたらしいからな。最近じゃシーサイドシティとかいう触れ込みになってるらしい。遊園地みたいな施し設せつもあるとか」

「そうなんですか。……じゃ、じゃあデートもそこで？」

「いや、遊園地じゃなくて、そこに建ってるホテルに行くつもりで──」

「い、いきなりホテルですかっ!?」

　私は思わず大きな声を出してしまいます。

　……て、てっきりホテルはデートの最後だと思っていたんですが、まさか最初からとは意外でした……！　どうしましょう、心の準備が……！

　それにしても、ホテルに直行するということは、デートの主体はそこだということになりますよね……？　ということはやっぱり……!?

　ま、まさかとは思っていたのに本当にそうだったなんて！　ああ、こんなことならもう一度お風ふ呂ろに入って来るんでした！　せめてシャワーだけでも！　い、いえ、シャワーはホテルにもあるはずです！　落ち着くんですよ私！

　はぁ……、これは想定外すぎますよお兄ちゃん……。いえ、厳密には少しは想定していましたけど、まさかそれはないだろうと思っていたんです……。

　なのに……、なのにそのまさかが起こってしまうなんて……！

　ど、どうしましょう？　こういう時はどうすればいいんですか？　も、もちろん嫌いやじゃないんですけど、やっぱり、その、心の準備といいますか、思っていたよりもはるかに早すぎて、何をどうすればいいかわかりません。

「お、お兄ちゃんはホテルに私を連れて行って、どうするつもりなんですか……！」

　なので私は混乱した頭で、今いま更さらそんなことを問いただしていました。

　いえ、何度も言いますけど嫌なわけじゃないんですよ!?

「ホテルにあるレストランに行くんだよ。もともとお前の誕生日はどこかで外食でもと思っていろいろ調べてはいたんだ。それでいい感じだなって覚えてたから、あの時咄とつ嗟さにホテルなんて言っちまって……」

　お兄ちゃんは「言葉足らずだった」と、恥ずかしそうに顔を赤らめながら続けます。

「ま、まあそんな感じで、人気がある店みたいで心配だったけど、昨日の夜に申し込んでもなんとか予約はとれたってわけだ。これでダメだったら相当格好悪いことになってたからよかったよ」

　その答えに、私は「な、なるほど」と動どう揺ようを隠かくしながら頷きます。

　れ、レストランですか……。確かに、まずはそうですよね……。

　お食事はデートの基本です。も、もちろんその後もあるんでしょうけど……！

「……どうした？　なんか顔が赤いみたいだけど」

「な、ななななんでもありませんが!?」

　お兄ちゃんに訊ねられ、私は慌あわてて誤ご魔ま化かします。

　お、お兄ちゃんは意地悪です。わかってるくせに平然とそんなことを。

　……い、いえ、もしかしたらその後の予定はサプライズにしておきたいのかもしれませんね。だからこんな何でもないふりをしてるに違ちがいないです。

　し、仕方ないですね。お兄ちゃんのサプライズに付き合ってあげるために、私も気づいていないふりをしてあげましょう。

　ま、まったく、デートでホテルなんて……。ホテル……！

「えへ、えへへ、えへへへへへへ……！」

「……な、なんかよくわからない反応だけど、とにかく行くぞ」

　そう言ってお兄ちゃんは私の手を引いて進んでいきます。

　ですが、私はホテルという単語の威い力りよくで、完全に妄もう想そうの世界へと旅立っていました。

　……考えてもみてください？　夜のデートというだけでももう雰ふん囲い気きがあるのに、そのうえホテルのレストランで夕食ですよ……？　し、しかもその後は……！

　こ、これは完全にアダルトです！　そう、言うなればこれは『大人デート』です！

　その大人デートという言葉が頭に浮うかんだ瞬しゆん間かん、それまでの妄想がさらに膨ふくらんで、脳内に一瞬で広がっていきます。

　夜景の見えるバーで、お兄ちゃんと二人でカクテルを飲んでいる私──……いえ、未成年ですからお酒は飲めないんですけど。

　そんないい雰囲気の中、お兄ちゃんが「部屋はとってあるから、今夜は帰さない」なんてそっと耳元で囁ささやいてきたら──!!

　ああ、ダメです！　考えただけでもうお兄ちゃんノート数百ページ分の物語が頭の中で勝手に綴つづられていきます！

「……涼花？　なんかふらふらしてるけど大だい丈じよう夫ぶか？」

「えへ？　な、なんですか……？　お兄ちゃんが揺ゆれてるみたいに見えますけど、どうかしましたか……？」

「いや、揺れてるのはお前の方だと思うんだけど……。とりあえず着いたぞ」

　お兄ちゃんに言われて、かすかな潮の香かおりが夜の風に乗っていることに気がつきます。

　どうやら妄想にふけっている間に、いつの間にか臨海都市に到とう着ちやくしていたみたいです。

「このホテルだよ」

　見上げると、そこには壁かべのようにそびえ立つ大きな建物がありました。

　推定で……およそ三十階建てくらいの新しいホテルです。

　私はそれを見て、いよいよ大人デートの雰囲気にかああぁと顔を赤らめるのでした。

　ホテルに入りロビーを抜ぬけて、エレベーターで二十七階まで上がります。

　そこはレストランフロアらしく、多くのお店とお客さんがいましたが、賑にぎやかさは控ひかえめで落ち着いた雰囲気でした。さすが夜の大人デートです……！

「よ、予約していた永なが見みですけど」

　お兄ちゃんに案内されたのは、フランス料理のお店でした。

　緊張した面おも持もちで店員さんと話すお兄ちゃん。

　そんなお兄ちゃんの可愛さに見とれていると、間もなく私達は席に案内されました。

「わぁ……、夜景がきれいですね……」

　私はそこからの景色に思わず感かん嘆たんの声を上げます。

　ガラス窓の向こうには街の光がまるで星をちりばめたように輝かがやいています。

　また海に面してもいるので、臨海都市の施設も見み渡わたせます。

「ほら、あそこがさっき言ってた遊園地だよ。観覧車が見えるだろ？」

　お兄ちゃんが指さす方を見ると、確かにライトアップされた観覧車がゆっくりと回転しているのが見えました。

　……こ、こんな素晴らしい場所でお兄ちゃんと二人きりでお食事……！

　しかもお兄ちゃんの選んでくれたところだということもあって、私はもうこの時点で幸福感からどうにかなりそうでした。

「……涼花、涼花ってば」

「ひゃ、ひゃい……？　ど、どうかしたんですかお兄ちゃん？」

「だから、注文は同じコースでいいかって訊きいてるんだけど」

「え？　あ、はい！　そ、それでお願いします」

　見るといつの間にかボーイさんがオーダーを取りに来ていました。

　……うう、ちょっとボーッとしすぎていましたね……。せっかくのお兄ちゃんとの大人デートなんですから、妄想は後回しでちゃんと克こく明めいに記き憶おくしないと……！

「じゃあこのコースを二人分……。あと飲み物は未成年なんでノンアルコールの──」

　私のぶんまでテキパキと事を進めるお兄ちゃん。

　ど、どうしたんでしょうか？　今日のお兄ちゃんはいつにも増してカッコイイ気がしますね……。これも大人デートの魔ま力りよくなんでしょうか。

「あ、あの、一つ訊いていいですかお兄ちゃん？」

　ボーイさんが立ち去ったところで、私はお兄ちゃんに質問をします。

「ん？　どうした？」

「そ、その……、どうしてこんなデートをしようと思ったんですか……？　い、いえ、もちろん取材の一いつ環かんだというのはわかってるんですけど！」

「あ、ああ」

　私の問いかけに、お兄ちゃんはちょっと戸と惑まどった様子で、

「まあ、その……、いろいろと思うところがあってさ」

「お、思うところ、ですか……？」

「……うん。それについては、後で話すよ」

　そう言って、少しだけ困ったような笑みを浮かべるお兄ちゃん。

　その顔は、私が大好きなお兄ちゃんの表情の一つで、見るたびにこうやってきゅんきゅんしてしまうのですが、私はその含ふくみのある言い方が気になりました。

　……な、なんでしょうか？　なにか意味深な雰囲気です。

　しかも後でって、や、ややややっぱりそういう意味なんでしょうか……！

「ま、まあそれより、今は食事だ。ここの料理は美味おいしいって評判らしいぞ？　まあ俺もネットで調べたんだけど」

「でも、高そうなお店ですけど大丈夫なんですか？」

「そりゃそれなりの値段だけど、そんな心配するほどじゃないよ。俺のバイト代でも十分な程度だからさ」

「え？　いえ、もちろんお金は私も──」

「いやいや、今日はお前の誕生日だろ？　なのにお前に金を出させられるわけないじゃないか。もちろん俺がご馳ち走そうするから、遠えん慮りよはするなよ」

　私はちょっと恥はずかしそうな顔でそう言うお兄ちゃんを見て、また胸の奥がきゅぅんと甘く締しめ付けられる感覚になりました。

　……お、お兄ちゃん、カッコよすぎます……！

　お金のことは心苦しいですけど、私はお兄ちゃんのその言葉に甘えたいと思ってしまいました。本当は、原げん稿こう料などをいただいている私が払はらうべきなんですが、今日は私の誕生日ということで、お兄ちゃんにご馳走になろうと思います。

　その代わり、お兄ちゃんの誕生日にはこの何倍ものお返しをしてあげるんです……！

「あ、ありがとうございます」

　私はお兄ちゃんにお礼を言って、今日という日を心から楽しもうと心に決めます。

　そうこうしているうちに前菜が運ばれてきて、大人デートの夕食が始まったのでした。

　結論から言いますが、この体験は本当に夢のようでしたね……！

　こういったフォーマルな場で二人きりでお食事というのは初めてのことだったので、最初はお互たがいガチガチに緊きん張ちようしていました。

　特に私は大好きなお兄ちゃんと夜の大人デートということを意識してしまって、幸福感と緊張感でどうにかなりそうでした。

　でも、やがて緊張がほぐれてくると、あとは美味しい食事とお兄ちゃんとの素敵な時間が純じゆん粋すいに楽しめて、本当に最高の体験ができました。

　……今日の出来事は生しよう涯がい絶対に忘れません……！　既すでに脳に深く刻み込んではいますけど、帰宅したら即そく座ざにお兄ちゃんノートに克明に記録しないといけません。

　そんなことを考えていると、夢のような時間はあっという間に過ぎ去って、いつの間にか私達の前には食後のコーヒーが運ばれていました。

　……むぅ、こんな幸せな時間なら永遠に続けばいいのに……！

　というか、時間の流れが早すぎませんか？

　私の体感ではまだ一分くらいしか経たってないように思えるんですが……。

「……ふう、どうだった涼花？　ここの料理は」

　お兄ちゃんがコーヒーを飲みながらそう訊たずねます。

「す、素晴らしかったです。どれもすごく美味しくて……」

　私がそう返すと、お兄ちゃんは本当に安心したように「そうか」と言ってふにゃっと笑います。これもまた私の大好きなお兄ちゃんの表情で、私はうれしさと高こう揚よう感から、普ふ段だんでは言えないようなことを少しだけ素直になって言います。

「そ、その……！　今日はこんな素敵な時間を過ごせて、本当にうれしかったです……！　お兄ちゃんのおかげで最高の誕生日になりました！」

　私は恥ずかしさで崩くずれそうになる顔を必死に保ちながら、かろうじて笑顔を見せます。

「…………っ！」

　するとお兄ちゃんは、なぜか驚おどろいたような顔で私を見つめると、やがて顔を赤くして目を逸そらしてしまいました。

　……ど、どうしたんでしょう？　まさか、ものすごく変な顔にでもなってましたか？

「…………やっぱ、思った通りだ……」

「え？」

「な、なんでもない！」

　お兄ちゃんが小声で何かを呟つぶやいたので、私は訊き返したのですが、なぜかお兄ちゃんは真っ赤な顔でブンブンと手を振ふります。

　……なんでしょう？　思った通りとか聞こえた気がしましたが……。

「と、とにかくだ。喜んでもらえてよかったよ」

「は、はい。今日のことは忘れません。ありがとうございました」

　……もう少し気の利きいたことを言えばいいのに、我ながら呆あきれてしまいますね……。

　でも、今日は自分を責めるのはなしです。

　この最高の時間をそんなことで台無しにはできませんし、そ、それに、この後の予定がまだ残っているはずですからね……！

「と、ところで涼花」

　その時、お兄ちゃんがどこか緊張した様子で口を開きました。

「悪いけど、もう一か所だけ付き合ってほしいんだけど……、構わないか？」

「っ!!」

　そしてその一言を聞いた瞬間、私は全身に緊張が走るのを感じました。

　……き、きました！　きてしまいましたよついに!!

「その……、今日のデートは実はこれで終わりじゃなくて、まだ続きがあるんだ」

「つ、続きって……？」

　私はドキドキとうるさい心音を努つとめて無視しながら訊き返します。

　溢あふれんばかりの期待感で裏返りそうな声をなんとか抑おさえるのに必死です。

　……お、落ち着くんですよ私……。部屋を取ってあると言われても落ち着いて返事をするんです……。ああ、でもそんなこと言われたら私は……！

　今にも気を失いそうになりながらも、次のお兄ちゃんの言葉を待つ私。

　そして──

「あれに、俺と乗ってくれないか？」

「も、もちろんです!!　………………え？」

　私はほとんど条件反射のように、身を乗り出しながら頷うなずいたのですが、すぐに何かおかしいことに気がつきます。

「あ、あれにって……、ええ……？」

　想定していた台詞せりふと違ちがっていたので混乱する私に、

「だから、あそこに見えるあれだよ」

　お兄ちゃんは窓の外を指さします。

　私がその方向に視線を向けると、光を発しながら回る観覧車がありました。

　……いえ、あの、それはいいんですけど……、あれ？

「ほ、ホテルの一室は……？」

「ホテルの一室？　なんのことだ？」

　思わず漏もれた私の呟きに、お兄ちゃんは不思議そうな顔をしています。

　…………………………………………。

　……………………………………………………………あ、ふーん……。

　な、なるほど……？　ど、どうやら私の早とちりといいますか……？　そういう感じだったみたいですね……？　べ、別に本気で期待なんてしてませんでしたけど……？

　ほ、本当ですよ!?　そ、そんなの私達にはまだ早すぎますからね!?

　べ、別に期待がハズレて残念がってなんかいませんからね!?　ううう……！

「あの……、だ、ダメなのか？」

　私はしばらく放心していたのですが、お兄ちゃんが不安そうな顔でそう言うのを見た瞬しゆん間かん、ハッと我に返ります。

　……な、なにをしてるんですか私は……。確かに期待してた展開じゃなくて気落ちしましたけど、もともとそれは無茶な妄もう想そうだったんです。

　そんなことより、せっかくお兄ちゃんがお誘さそいしてくれてるのになにをボーッとしてるんですか！　し、しかもお兄ちゃんを不安にさせて！　観覧車に乗ろうって言ってくれたのだって涙なみだが出るくらいうれしいのに！

「そ、そんなことありません!!」

　私はブンブンと音が鳴るくらいの勢いで首を横に振ります。

　ダメなはずがないです。お食事の後に二人きりで観覧車とか、そんな素敵なデートをダメだなんて言って断る女の子なんていません！

　私が了りよう承しようしたことで、お兄ちゃんは安あん堵どしたようにホッと息を吐はきます。

　ホテルでお泊とまりという夢は持ち越こしになりましたが、それでも私はお兄ちゃんのその素晴らしい提案に感動していました。

　……ま、まさかお兄ちゃんがこんな素敵なデートプランを用意してたなんて……！

　もちろんこれも取材の一環なのでしょうけど、それにしたってうれしすぎますよこんなの……！　本当に最高の誕生日です……！

「ありがとう涼花。……じゃあ、行こう」

　私達はレストランを出て、ホテルを後にすると、観覧車のある遊園地へと向かいます。

　観覧車はこの臨海都市の目玉ということで、遊園地のアトラクションではありますが入園しなくても利用できるそうです。

　そのせいなのか、並んでいる人達が……、その、大人のカップルばかりです。

　夜だからというのが大きいんでしょうけれど、私とお兄ちゃんもその中の一員だと思うと、改めて全身が熱くなってきます。

　……私達ももちろんカップルに見えてるんですよね……？

　私とお兄ちゃんがカップルでしかも観覧車……！　ううう～……っ！

「……寒いのか？　なんか震ふるえてるけど？」

「い、いえ！　大だい丈じよう夫ぶです！」

　まさか歓かん喜きに打ち震えていたなんて言えるわけないです……！

　そうこうしているうちに、すぐに私達の番になりました。

　ゆっくりと回転しているゴンドラの一つに、係員さんの誘ゆう導どうで乗り込みます。

　観覧車の回転は非常にゆっくりで、それがまたいい雰ふん囲い気きを出しています。対面座席に向かい合って座る私とお兄ちゃん。この構図は、もう完全に恋こい人びと同士です……！

「……や、夜景がきれいだな」

「…………そ、そうですね」

　私は窓の外を眺ながめつつ、緊張に身を強こわ張ばらせます。

　誕生日にお兄ちゃんと二人きりでレストランというだけでも最高だったのに、こんな素敵な体験までさせてもらえるなんて……。

　今日の大人デートは本当に一生の思い出になりますね。

　私がそんなことを考えていると、ふと視線に気がついて振り向きます。

「お、お兄ちゃん……？」

　すると、なぜかお兄ちゃんがジッと私の方を見つめていました。

　それはとても真しん剣けんな面おも持もちで、私は今までこんなにも真まっ直すぐなお兄ちゃんの瞳ひとみを見たことがありませんでした。

　……ど、どうしたんでしょうか？

　そ、そんなに見つめられるとドキドキが止まらなくなってしまうんですが……！

「……なあ、涼花」

「は、はい！」

　改まった口調のお兄ちゃんに、私は思わず背筋をピンッと伸のばします。

　そしてお兄ちゃんは、

「その……、大事な話が、あるんだ」

　と、どこか迷いを振り切るような感じに言葉をつなぎます。

　……だ、大事な話……ですか？

　な、なんなんでしょうか？　お兄ちゃんがここまで真剣な様子になるような大事な話なんて、私にはまるで見当もつかないのですが──

「……っ!!」

　とその時、私の頭の中に雷かみなりが落ちたような衝しよう撃げきが走りました。

　…………い、いえ、待ってくださいよ……？

　ま、まさか、まさかとは思うんですけど……、も、ももももしかしたら……？

　今私達は観覧車のゴンドラの中で二人きりです。

　窓の外にはロマンチックな夜景が広がり、とてもいい感じの雰囲気です。

　今日は私の誕生日で、今は大人デートの真っ最中でもあります。

　……つ、つまりですね、私が何を言いたいかというと、その……。

　この状じよう況きよう、そしてこのタイミングで口にするべき大事な話といったら、もうアレしかないのではないですか……？

　……その、アレですよアレ！　自分の気持ちを──あ、愛する気持ちを愛する人に伝えるという神聖な行こう為いです！　つ、つまり、一言で言い表すならですね……！




　告白。




　その単語が脳のう裏りに浮うかんだ瞬間、

「ひぅ……っ！」

　私の脳神経全てに、キャパシティのオーバーした電流が大量に走り抜ぬけます。

　こ、こここ、こここここここここここここここここここここここここ告白!?!?!?

　お、おおおお兄ちゃんが私に、こここここここここここここここここここ……っ!!

　その時の私は、比ひ喩ゆではなく本当に脳内回路がショートしていました。

　でも……、だって告白なんですよ!?

　お、お兄ちゃんが！　大好きで大好きでたまらないお兄ちゃんが！

　私に！　他でもないこの私に！　こ、こくっ、こくっはくっ!!

「あう、あぅ…………っ!!」

　私は、まるで全身がお兄ちゃんの視線に搦からめとられたかのように動けなくなりました。

　言葉も忘れ、意味のないうめき声がかすかに口から洩もれるばかり。

　……き、気をしっかり持つんです私！

　一生に一度の最高に幸せな出来事を前に、気を失いそうになってどうするんですか！

　と、とにかくお兄ちゃんの言葉を待つんです！　そして、即そく座ざに返事をするんです！

　──私もずっとずっと、あなたのことが好きでした！

　ちゃんとそう返すんですよ私！　それまでは、どんなに幸せでも気を失ってはいけませんからね！　もう既すでに泣きそうになっていますけど、それもちゃんとお兄ちゃんの告白を聞いてからですからね！　勢い余って先に自分から告白してもいけませんよ!!

「う、ううう……っ！　な、なんでしょうかお兄ちゃん……！」

　私は、口を開けばそれだけでほとばしり出そうなほどの激しい気持ちをなんとか抑え込みながら、かろうじてそう訊きき返します。

　するとお兄ちゃんは「実は──」と、私を真っ直ぐに見て口を開きます。

　そして次に私の耳に届いた言葉は──




「涼花、ごめん!!」




「…………………………………………………………………………え？」

　…………………………………………………………………………え？

　は……？

　……い、今、なんて言いましたお兄ちゃんは……？

　ご、ごめんとか聞こえましたけど……？　え？　き、気のせい、ですよね……？

　ええ？　それとも「ごめん」って「好きだ」って意味でしたっけ……？　あれ？

　な、なんだか脳細さい胞ぼうが痺しびれているのか、上手うまく思考が回らないんですが……。

「本当にごめん！　俺が悪かった……！」

「えーと……」

　しかし、そんな私の困こん惑わくとは裏腹に、お兄ちゃんは頭を下げて再度同じような意味の言葉を繰くり返しています。

　……これって、もしかして、告白とかじゃなくて………………、謝罪……？

　え……、えええええええええええええええええええええええ!?

「ど、どういうことですか!?」

　ようやく目の前の出来事の意味を把は握あくした私は、その瞬間愕がく然ぜんとします。

　え？　え？　なんですか？　なんなんですかこれは？

　なんで私は大人デートの最高に素敵で幸せの絶頂という場面で、お兄ちゃんから頭を下げられてるんですか!?

「な、なんでそんな……！　そもそも、お兄ちゃんは何を謝っているんですか!?」

　本気で状況が理解できず、私は思わず声を荒あらげて詰きつ問もんします。

　するとお兄ちゃんは頭を上げて、さっきと同じくらい真剣な目で、

「あの時の、ことだ……」

　と、苦しげな顔で呟つぶやくように言いました。

　……あの時の、こと……？

「昔、俺がお前を泣かせて『お兄ちゃんなんて嫌きらい！』って言われた時のことだ！」

「え……？」

　しかし、次にお兄ちゃんの口から出た言葉に、私はハッと息を吞のみます。

　それは私にとっては最低の思い出。

　私の罪をかぶってくれたお兄ちゃんに、あろうことか私は最悪の言葉を投げかけます。

　──お兄ちゃんなんて嫌い！

　当時、まだ子供だったとはいえ、どうしたらいいかわからなかったからとはいえ、私は言ってはならないことを言ってしまったのです。

　そのせいで私は、その後何年もお兄ちゃんと疎そ遠えんになり、今年の四月にラノベ大賞を取ったことがきっかけでこうやってまたお話しできるようになるまで、長く辛つらい時間を送り続けることになりました。

　そんな思い出したくもない出来事が、不意にお兄ちゃんの口から語られたことで、私はものすごく動どう揺ようします。

　……ど、どうしてお兄ちゃんがそんなことを、急に……！

「あの時、俺が無神経だったせいでお前を泣かせちまった……。そのことをずっと謝ろうと思ってたんだけど、今までできなかったんだ……。あの出来事でお前から嫌われるようになったけど、そのことをどうか許してほしい……！」

　お兄ちゃんはそう言って、また頭を下げます。

　私は驚おどろきのあまり、一いつ瞬しゆん本当に呼吸をするのも忘れてしまいました。

　……な、なにを言ってるんですかお兄ちゃんは！　あの出来事で謝らないといけないのは私の方なのに……！　なのにどうしてお兄ちゃんが謝罪してるんですか！

　私が素直になれないから……！　あんな心にもないことを言ってしまったから……！

　だからお兄ちゃんを傷つけてしまったというのに、なんでお兄ちゃんが……！

　……そうです、本当に謝らないといけないのは私の方なんです。

　私がずっと謝罪できなかったから、今こうやってお兄ちゃんにこんなことをさせているんです！　そんなの、許されるわけがありません……！

　なので、私は勇気を振ふり絞しぼります。この素直になれない性格を、せめて今だけは抑おさえ込んで、本当の気持ちを伝えないと！

　……でないと、私は最低な妹になってしまいます！

「お、お兄ちゃんっ!!」

　この機会はお兄ちゃんが与あたえてくれたものです。

　ここまでお膳ぜん立だてしてもらって、私が何もできないなんて……！

　そんなこと、絶対にあってはならないんです！

「お兄ちゃんはなにも謝ることなんてありません！　だ、だって……！　だって悪いのは私の方なんですから！」

「す、涼花？」

　お兄ちゃんは突とつ然ぜんの私の言葉に驚いた様子でしたが、私はそんなことを気にする余よ裕ゆうもなく必死に続けます。

「そうです！　むしろ謝らないといけないのは私の方なんです！　……なぜなら、あの時言ったことは……！　お兄ちゃんが嫌いなんてのは、全然まったくこれっぽっちも本心なんかじゃなかったんですから!!」

「……え？」

「だから！　あれはウソです！　あの時、混乱していた私が思わず心にもないことを口にしてしまっただけなんです！」

　お兄ちゃんは目を丸くして「そ、そうなのか……？」と返します。

「そうですよ！　だから、お兄ちゃんはなにも悪くないんです！　許すもなにもないんです！　だって私は、お兄ちゃんのことが────嫌いなんかじゃ全然ないんですから！」

　私はハァハァと荒い息を吐はきながら、そう言い切りました。

　ずっと昔に自分でかけた呪のろいを、今になって自分で断ち切るかのように。

「俺のことが、嫌いじゃないって……。俺はあの時のことで、お前からは嫌われちまったもんだとずっと……」

「ですから！　それは間ま違ちがいです！　私は今も昔も、あの時からもずっと、お兄ちゃんを嫌いになったことはありません!!」

　そして私は、再度ハッキリとそう宣言しました。

　本当はその後に「それどころか今も昔もずっとずっとお兄ちゃんのことが大好きです」と言えればいいのですが、それはさすがに無理でした。

　それでも、私はこの素直になれない性格を初めて乗り越こえて、自分の正直な気持ちをお兄ちゃんに伝えることができたのです。

「そう、だったのか……」

「そうだったんです……！」

　で、でも、やっぱり恥はずかしい……っ!!

　自分の気持ちをお兄ちゃんに吐と露ろするのがこんなに恥ずかしいなんて……！

　しかもお兄ちゃんがなんだかうれしそうに微び笑しようしているのが見えて、それがまたすごくカッコイイんですけど！　なんだか余計に恥ずかしくなってきます……！

「な、なにがおかしいんですかお兄ちゃん……！」

「え？　あ、いや、おかしいことなんて何もないけど？」

「で、でも笑ってるじゃないですか！」

「ああ、これは……。なんつーか、実はお前に嫌われてなかったのかってわかったら、なんだかすげーうれしくてさ」

「……なっ!?」

　な、なんて恥ずかしいことをサラッと言ってるんですかこのお兄ちゃんは!!

　しかもその笑顔で最高にきゅんきゅんさせられてしまってるのが悔くやしいです！

「そ、そんなことよりも、どうしてお兄ちゃんは急にこんなお話をしたんですか！」

　とはいえ、この件に関してはどうやってもイニシアチブをとれそうにないので、私は微び妙みように話題の方向性を変えます。

　すると思いがけず、お兄ちゃんはまた真ま面じ目めな顔になって私を見つめます。

「ああそれはな……、このままじゃいけないって思ったからなんだ」

　……な、なんなんですかその意味深な発言は。

「このままじゃ、お前に伝えられないって思ったからさ……」

　え？　つ、伝えられないって何を……？

　って────……ま、まさか!?

　こ、こここ今度こそ本当に、こ、告白ですか!?

　か、考えてみたら、さっきの謝罪の意味も、私と仲直り（仲なか違たがいなんてそもそもこっちはした覚えがないんですけど！）するためのものでしたよね!?

　仲直りしないと伝えられないこと……！

　それって、やっぱり愛の告白以外ないんじゃないですか!?　そうですよね!?

　決定です！　今度こそ、今度こそお兄ちゃんからの告白がきます……！

　私はその瞬間、目の前に天国が広がるのを確かに見ました。

　頭の中では天使のラッパが鳴なり響ひびき、この世界の全ての存在が私を祝福してくれているのを確信したのです……！

「そ、そそそ、それは一体……!?」

　私は前のめりになる気持ちを懸けん命めいに抑えながら、お兄ちゃんに訊たずねます。

　するとお兄ちゃんは、深呼吸を一つしてから口を開きます。

　……ああ、ついに私達は恋こい人びと同士に────




「お前をモデルにラノベヒロインを書かせてくれ!!」




　なっ──………………………………………………………………………………え？

　………………えっと？

　も、モデル……？　ヒロイン……？

　あれ？　……あれ？　こ、告白……は？　恋人同士は……？

「か、勘かん違ちがいしないで最後まで聞いてくれ！　妹であるお前自身を俺がどうこうって意味じゃないんだ！　そういう意味じゃなくて、その……、一人の女の子として見て、俺は涼花をモデルにラノベのヒロインを書いてみたいと思ったんだ！」

　真っ赤な顔でそうまくしたてるお兄ちゃん。

　そこで私はようやく事態を把握します。

　…………これは、どうやらまた肩かた透すかしをくらったみたいです。

　で、ですが待ってくださいよ？　私をモデルにヒロインを書くっていうのは……！

「そ、それはどうしてです……？」

「いや、その、どうしてと言われてもだな……。これはあくまで客観的な意見で、変な意味はまるでないんだけど、その……」

　お兄ちゃんは恥ずかしそうに口ごもります。しかしやがて意を決したように、

「い、妹としてじゃなく一人の女の子として見たら、お前はすごく可愛くて俺の理想像にも、その……、合がつ致ちしてるようなアレなんで……。だからお前がモデルならヒロインも上手うまく書けるんじゃないかとそう思いまして！」

　言いながら、お兄ちゃんの顔がどんどん真っ赤になっていきます。

　……ですが、それは多分私も同じことです。

　だって……！　だってお兄ちゃんが私のことを……、一人の女の子として見たら可愛いって！　理想像だって！

　うう、ううう～……！　なんですか！　なんなんですかこのうれしさは！

　なんだか感動して、全身が甘く痺しびれているみたいです……！

　よくわからないけど、最高の気分……！　ううう～……っ！

「だ、だからそういうわけで、純じゆん粋すいな意味でお願いしたいんだ！　……その、ダメか？」

　なのにお兄ちゃんは、まだ不安そうにそんなことを訊きいてきます。

　ダメかって？　……そんなこと、あり得るわけがないじゃないですか!!

「し、仕方ないですね！　そ、そういうことなら不本意ですが、私をモデルにヒロインを書いてもらってもかまいませんにょ!?」

　でも結局、私の答えはいつも通りの素直じゃないものになってしまいました。

　……けれど、今はそれを後こう悔かいしている暇ひまはありません……！　だってだって、こんなにも幸せなんですから！　この幸福感を味わうだけで今の私は精せい一いつ杯ぱいです！

「そ、そうか！　……よかった。……ありがとうな涼花」

　お兄ちゃんは安あん堵どしたように、ふわりと優しく笑います。

　……こ、困ります！　今そんな最高の笑顔を見せられたら、思わずお兄ちゃんに抱だき付いてスリスリしたくなるじゃないですか！　まったくお兄ちゃんは……！

「……そ、そのためだったんですか？」

「ん？　なにがだ？」

「その、私をヒロインのモデルにしたいから、謝罪をしようと思ったんですか？」

　私はそこで、今回の大人デートの根本的な疑問を投げかけます。

　そのことを頼たのむために、取材も兼かねてこんなお誘さそいをしてくれたのでしょうか。

「あー……、もちろんそれもあるんだけど、もう一つ理由があってだな」

　しかしお兄ちゃんは、また少し頰ほおを赤らめながら言葉を濁にごします。

　……もう一つの理由？　私が不思議に思っていると、お兄ちゃんはコートのポケットから手のひらサイズの何かを取り出しました。

「その理由ってのが、これなんだ」

　それは、よく見ると箱のようでした。

　でも、こんな手のひらに載のるようなサイズの箱ですか？

「……あ」

　その時、私はある可能性に思い至ります。まさか、これは──

「今日はお前の誕生日だろ？　今までずっと祝えてなかったから、今年こそはって考えてたんだ。……でも、妹に嫌きらわれてる兄貴が誕生日を祝う資格なんてないんじゃないかって思って、そしたら仲直りしないとってさ……」

　──だから、謝って許してもらおうと思った。

　お兄ちゃんはそう言いながら、そっとその箱を開けます。

　すると中には、あの時アクセサリーショップで見たあの指輪が──

「……実は、あの日の取材の後に買っておいたんだよ」

　……え？　つ、つまりお兄ちゃんは、その時から私の誕生日のことを気にかけてくれていたんですか……？

「今までの分も合わせて、誕生日おめでとう涼花」

　そう言って、お兄ちゃんが照れながら最高の笑みを浮うかべた瞬間、私は本当に気を失うんじゃないかと思いました。

　……こんな、こんなの……！　幸せすぎて……！　私、どうすれば……！

「こ、婚こん約やく指輪……！」

　気づいたら、私は呆ぼう然ぜんとしながらそんなことを口走っていました。

　するとお兄ちゃんは、かあっと一気に顔を赤く染めて、

「ち、違うぞ!?　これはそういうアレじゃなくてだな！　ただ単にお前が欲しそうにしてたから選んだってだけで……！　そもそも俺はお前のことを女の子として可愛いと思ってるけど、俺にとっては妹であることに変わりないんだからな!?　だからそんな目で見ることはないから、そこだけは安心してくれ！」

　と、これ以上ないくらい早口でそうまくしたてました。

　私は幸福感でそのまま天にも昇のぼろうとしていたのですが、その一言で冷や水をかけられました。

　……むう、そこまで強調しなくていいじゃないですか……。

　私としては、その……、そういう目で見られることが大だい歓かん迎げいなのに……。

「そ、それに指輪っていっても安心してほしい。さすがにプレゼントとはいえ指輪のままで贈おくるのはマズイと思ったから、こうやってネックレス型にしたんだ！」

　さらにお兄ちゃんはそう言って、箱の中を何度も指さします。

　確かに、よく見ると指輪に細い銀色のチェーンが通してあって、首からかけられるようにしてあるのがわかりました。

「俺が自分で通したんだよ。これなら安心して受け取ってもらえると思って」

　必死な様子でそう説明するお兄ちゃん。その言葉通り、よかれと思ってそんなことをしたのでしょうが、私はそれを聞いて小さくため息を吐つきます。

　……もう、私としてはそのまま指輪という形でプレゼントしてほしかったのに、どうして余計なことをするんですか……。

　でも、まあいいです。お兄ちゃんが私のことを考えてそうしたということが伝わってきますし、今はそんな不満も覆おおい隠かくすくらい幸せですからね。

　なにせお兄ちゃんは私を、一人の女の子として可愛いって思ってくれているんですよ？　それに妹好きですし！　今回のことで長年のわだかまりも消えましたし！　お兄ちゃん攻こう略りやくの大きな一歩を刻んだと言っても過言ではありません！

　それに何よりこの指輪です……！　ネックレスにされてしまってはいますが、お兄ちゃんが私に指輪を、しかも誕生日プレゼントに贈ってくれるんですよ……!?

　ああ、もう幸せすぎて死んでしまいそうです……！

「あの、お兄ちゃん……！」

「な、なんだ？」

「せ、せっかくですから、お兄ちゃんの手で首にかけてほしいんですけど……」

　気がついたら、私は素直にそんなお願いをしていました。

　お兄ちゃんは一いつ瞬しゆん顔を赤くして戸と惑まどったような表情になりましたが、それでもすぐに指輪を手に取って、チェーンを私の首にかけてくれました。

　胸むな元もとで揺ゆれる小さな指輪。

　大好きなお兄ちゃんからの誕生日プレゼント。

　それを眺ながめていると、私は改めて言いようのない幸せを感じます。

　私はそっと指輪を手に包み込みながら、そんな幸福感を少しでもお兄ちゃんに伝えようと顔を上げて、

「……本当にありがとうございます、お兄ちゃん！」

　精一杯の笑顔で、精一杯の感謝の言葉を口にするのでした。

　……いつの日か、この指輪をお兄ちゃんの手ではめてもらうことを夢見ながら──




　　　　★
















「えへへ、えへへへへ……」

　デートからの帰り道。

　俺達は行きと同じように、臨海都市から家の近くまで徒歩で帰ってきたわけだが、

「お兄ちゃんお兄ちゃん、もう一度言ってくださいよ」

「……っ！　だから！　もう何度も言ってるじゃないかよ……！」

「な、何度でも聞いたっていいじゃないですか。ほ、褒ほめ言葉なんでしょう？」

「[image: ～][image: ～][image: ～]っ！　……お、お前は女の子として可愛いよ……」

「えへ、えへへ！　お、お兄ちゃんは困った人ですね！　妹に向かってそんなことを！」

「お前が言えって言ったんですよねぇ!?」

　……とまあ、こんな感じでずーっと涼花からからかわれ続けているわけだ……。

　ああもうチクショウ！　そりゃ言ってることは真実だけどさぁ！　こんな何度も何度もリピートさせられるとか、罰ばつゲーム以外の何物でもないんですが!?

「お、お兄ちゃんは妹好きでもありますし、これはいつか私自身の魅み力りよくにも気がついてくれる日が来るに違いないですね……！」

「だから！　あれは単なる客観的な意見であって、妹のお前をそういう目で見ることはないってことを何度もだな！」

　しかも、俺が妹萌もえだってことも引き合いに出されるし……！

　くそ……っ！　これじゃ完全に俺は、リアル妹を好きな変態兄貴扱あつかいじゃねえか！

　言っとくけどそんなことは絶対にないからな！　涼花は超ちよう絶ぜつ可愛い女の子だけど、俺にとっちゃ妹なんだよ妹！　そこんところ誤解のないように頼むぜマジで！

「[image: ～][image: ～]♪　[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♪」

「……ったく」

　でもまあ、涼花が上じよう機き嫌げんならそれでいいよ。今日は誕生日だし、俺が引き下がるさ。

　……それに、涼花と仲直りができたのは、その……、素直にうれしいことだ。

　ずっと嫌われてると思ってただけに、あの言葉は本当にグッときた。

　──お兄ちゃんのことが嫌いなんかじゃ全然ないんですから……、か。

　その一言に俺がどれだけ救われたか、こいつはきっとわかってないんだろうな……。

「……あ、そういやさ」

「？　なんですかお兄ちゃん？　もう一度言ってくれるんですか？」

「言うか！　……そうじゃなくて、疑問が一つあるんだけど」

　俺の言葉に、涼花は「疑問ですか？」と返す。

「そう。……お前さ、俺のことが嫌いってあの言葉は本心じゃないって言っただろ？」

「はい、その通りですけど」

「じゃあさ、なんでそんな本心じゃないことをあの場で言ったんだよ」

　俺はちょっと不満を込めてそう訊たずねる。

　あれさえなければ、長年涼花とギスギスした関係になることもなかったんだ。

　そう思うと、その理由は是ぜ非ひとも知っておきたいと思った。

　だが、

「…………お兄ちゃんは」

「ん？」

「お兄ちゃんは、あの出来事以前のことは覚えてないんですか？」

　なぜか涼花は、少し拗すねたように唇くちびるを尖とがらせながら、俺を睨にらんできた。

　……あの出来事以前のこと？　何のことを言ってるんだ……？

「その様子だと覚えていないみたいですね」

　涼花はぷいっと視線を外し、また歩き出す。

　俺はそれについて行きながら「なんのことだよ」と訊ねるのだが、

「前言撤てつ回かいです」

「え？」

「私はお兄ちゃんのことが嫌いじゃないですけど、ちゃんと昔のことを思い出さないと完全には許してあげません」

「……はぁ？」

　涼花はそんなわけのわからないことを言って、さっさと歩いて行く。

　……昔のことを思い出せって言われても、何のことだか全然わからんぞ……。

「お、おい涼花」

「その話はおしまいです。……そ、その代わり、私のことを褒めてくれる話なら何度でも伺うかがいますけど!?」

「それはもう勘かん弁べんしてくれ！」

「……デート中はあんなに情熱的でしたのに……」

　あの時はテンションＭＡＸで振ふり切ってたからこそできたんだよ！

　あんな恥はずかしいこと、平常時にできるか！　ただでさえ誤解されてるってのに……。

「お、お兄ちゃんはもうちょっと自分に正直になるべきでは？」

「……ふ、ふん！　あれはさっさと可愛いヒロインのラノベを書きたいから言ったことだからな！　あんまり勘かん違ちがいはしないように！」

「じゃ、じゃあ私は可愛くないですか……？」

「さあ、さっさと家に帰って原げん稿こうに取り掛かかるかなー！」

「あ、お兄ちゃん！」

　俺はこれ以上不利な話題を避さけようと、足早に家へと向かう。

　……お前もわかってることをわざわざ訊きくなってんだよ！




「……ふう、やれやれ」

　家に戻もどり、自室で一息吐くと、俺は早さつ速そくＰＣを起動して文書作成ソフトを立ち上げた。

　いろいろあったけど、これでようやく可愛いヒロインが書けると思うと、今までの苦労も報むくわれるってものだ。

　……にしても、自分で選んだ道とはいえ、リアル妹をモデルにラノベのヒロインを書くことになるとはな……。

　俺がガシガシと頭をかいていると、不意にさっきまでの涼花との会話が浮かんでくる。

　思い返してみても、完全に妹萌えな変態兄貴な俺だった。

「くそ……っ、涼花が可愛い女の子なのは事実なんだから仕方ないだろ……！　妹なんだけどさ……！」

　俺は独り言を呟つぶやきながらも、頭を切り替かえて白紙のドキュメントに挑いどむ。

　さあ、こっからは余計な考えは捨てて、作品に集中しよう。

　意識するのは可愛いヒロイン。

　ここ数日で俺が培つちかってきた経験を生かす。

　そしてコンセプトは──

「もしも涼花が妹じゃなく……」

　……一人の女の子だとしたら────かな……。








エピローグ









「……受賞できますように……っと！」

　俺は、そんないつもの願がん掛かけをしながら、送るアイコンをクリックする。

　年が明けた一月の下げ旬じゆんのこと。

　俺は自室のＰＣから、流りゆう星せい文庫大賞へ応おう募ぼ用原稿を送信しているところだった。

「ふう……、締しめ切りギリギリだったけど、なんとか間に合ったな」

　課題だったヒロイン描びよう写しやの強化──その取材で得た成果を全てつぎ込んだラノベの執しつ筆ぴつは、思いのほか難航してしまった。

　だが、それでもようやく完成にこぎつけて、最後の推すい敲こうを済ませた後、こうやって無事投とう稿こうが完かん了りようしたというわけだ。

　宣言通り涼すず花かをモデルにしたヒロインを書いたつもりなんだけど……、可愛く書けているかどうかは正直わからない。

　いつもなら「今度の作品は超ちよう面おも白しろく書けたぜ！」と完成直後はハイになるところなのだが（まあそれで毎回落選してたんだけどな）、なぜか今回はそういう気分にはなれず、本当に面白く書けたのだろうかと不安だけが残る。

「俺としては涼花の可愛さをできる限り盛り込んだつもりなんだがなぁ……。あ、もちろんモデルとしてという意味でだぞ？」

　と、誰だれに言ってるのかわからない言い訳をする俺。

　……まあバカな独り芝しば居いはさておき、送っちまったもんは仕方ないよな。

　とりあえずこれで一区切りはついたのだ。今まで誰かをモデルにキャラを描写したことなんてなかったから、いつもの倍くらいの時間がかかった。さすがにラノベ執筆をライフワークにしている俺でも、今回ばかりは少し疲つかれてしまった。

「……んー、一段落したし、少し休きゆう憩けいだな」

　俺はそんなことを呟つぶやきながら、椅い子すに座ったまま思いっきり伸のびをする。

　とその時、ノックの音がして、涼花の声が聞こえてきた。

「お、お兄ちゃん、今大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ああ、どうした？」

　遠えん慮りよがちに俺の部屋へと入ってくる涼花。

　涼花の誕生日に仲直りできて以来、俺達の関係は劇的に変わった──というわけでは全然なく、大体以前と同じような距きよ離り感のままだった。

　そりゃまあ、俺も涼花ももう小さな子供じゃないし、仲直りしたからってすぐに昔みたいな関係に戻もどれるってわけでもないからな。

　それでも、少なくとも俺は、今まで感じていた壁かべみたいなものが薄うすれたような気はしてるんだ。まあ何年もギスギスした関係だったわけだし、その辺りはこれから少しずつ改善していけばいいことだと思う。

「あ、執筆中でしたか？」

　涼花が、俺がＰＣの前に座っているのを見て言う。

「いや、原稿が出来上がって、大賞に応募したところだよ」

「あ、完成したんですね。……わ、私がヒロインのモデルになった作品ですよね？」

　涼花が顔を赤らめながら言うので、こっちの頰ほおまで熱くなってくる。

「そ、そうだ。おかげで完成できた」

「あ、あの……、私も見たいんですけど、その原稿……」

「俺は見せたくないんですけど……。は、恥ずかしいから……」

　モデルになってもらっておいてどうかと思うけど、俺の正直な意見である。

　……だってさ、考えてもみてくれよ。リアル妹の可愛さを参考にしたヒロインの物語をリアル妹に読まれるんだぜ？　想像しただけでも悶もん絶ぜつするわ！

「そ、そうはいきません！　モデルになった以上、私には読む権利がありますから！」

　けれど、そんな俺の羞しゆう恥ち心しんも涼花の正論の前では役に立たない。

　……まあ、どう考えても涼花の言ってることの方が筋が通ってるからな。

「うう……、わかったよ……。部屋に来たのはその件か……？」

　俺が泣く泣く了りよう承しようすると、涼花は「あ」と何かを思い出したかのような声を上げた。

「ち、違ちがいます。原稿の件はまた後で結構です。……お兄ちゃんの部屋に来たのは他の用件なんです。ちょっとお願いがあって……」

「お願い？」

「はい、明日あしたのことなんですけど、私をお兄ちゃんの学校に案内してほしいんです」

「……へ？」

　涼花のその言葉があまりにも意外だったので、俺は気の抜ぬけた声を出した。

　……え？　ど、どういう意味だ？　涼花を俺の学校に案内って……？

「な、なんで？」

「そんなの受験のために決まってるじゃないですか。今は一月末ですよ？　お兄ちゃんも去年経験したんでしょう？」

　そう言われて、俺は思わず「ああ」と頷うなずいた。

　そういや、明日は学校が受験会場になるからって休みになったんだったな。

　……そうか、いやなるほど、受験ねー。

　確かに一月末っていうと、そういうシーズンだったわ。すっかり忘れてたぜ。

　俺はその答えに納得して、もちろんＯＫだと言おうとしたのだが──

「……………………え？」

　その直前に、ピシッと身体からだが固まった。

　……待てよ？　受験？　……それも涼花が？

　……え？　ええ!?

「えええええええええええええええええええええええええええええええ!?!?!?」

「わっ!?　ど、どうしたんですかお兄ちゃんいきなり！」

　涼花が突とつ然ぜん大きな声を出した俺に驚おどろくものの、驚きよう愕がくの度合いでいったら俺の方が遥はるかに上だった。だって──

「お、お前が受験!?　し、しかも俺の高校に!?」

「……そ、そうですよ」

「いや……！　……ええ!?　な、なんでそんなことに!?」

「お、落ち着いてくださいお兄ちゃん。私は中学三年生で、この四月から高校生になるんですよ？　受験するのが当然じゃないですか」

　確かに、普ふ通つうの中学生ならそれが当然とも言えるんだけど、

「いや待てよ！　だ、だってお前の通ってる白はく桜おう女学院って中高一いつ貫かんだろ!?　なのになんでお前が高校受験を──」

「私は高等部に進学するなんて一度も口にしていません」

　涼花のその一言で、俺は続く言葉を失った。

　……た、確かにそうだけど……！　で、でも普通、中高一貫の学校に通ってたらそのまま上に行くと思うだろ!?　他の高校に行くにしても、涼花の成績なら進学先はいくらでもあるはずなのに、なんで俺の高校に……!?

「お父さんやお母さんにも話してありますし、もう願書も提出しています」

　俺が混乱しているのをよそに、涼花はぴしゃりとそう言った。

　そしてなぜかモジモジしだすと、顔を真っ赤にしてこう続けたのだった。




「四月からは同じ学校に通えるよう、がんばりますね、お兄ちゃん」








あとがき






　はじめましての方ははじめまして。そうじゃないという方は、またお会いできて本当にうれしく思っています。恵え比び須す清せい司じです。

　さて「俺が好きなのは妹だけど妹じゃない」の五巻はいかがだったでしょうか？

　少しでも楽しい時間を過ごしていただけたなら幸いです。

　先にあとがきを見る派の方々には、これから楽しく読んでいただければと思います。

　今回は祐ゆうの受難（？）に対する涼すず花かの協力という、いつもとは逆のパターンになっていますが、それでもこの面めん倒どうくさい兄妹きようだいのやり取り自体はあんまり変わってなかったりするので困りものです。

　やっぱりまだまだ素直になりきれない涼花。一方で祐の方は、前回に引き続き少しずつ前に進んでいるようです。そして最後にもたらされた涼花の意外な言葉で、次巻以降はまた今までとは違った状況になっていくかも……？

　作者としても、今後この兄妹がどんな道を歩んでいくのか楽しみでなりません。

　と、本編の話はこの辺りで切り上げるとして、ここで重大なお知らせがあります。

　既すでに発表はされていることですが改めて。




　この度、本作「俺が好きなのは妹だけど妹じゃない」のアニメ化企き画かくがスタートすることになりました!!




　……いやー、全然まったく想定していなかっただけに、ぶっちゃけ作者である私自身がいちばん驚おどろいてると思います。完全にまさかって感じでした。

　実際、アニメ化が決まったと連れん絡らくをもらった時にも「本当ですか!?　やったー！」ってテンションではなく「……は？」と素すで訊きき返したくらいです。

　意外すぎて素直に喜ぶ機会を逸いつしてしまい、こうやってあとがきを書いている今でも、いまいちピンときてないという情けなさ。

　とはいえ、自分の作品をアニメにしていただけるなんて本当に幸せなことで、これからも一層がんばっていこうと改めて心に誓ちかっている次第であります。

　アニメ化についての詳しよう細さいはまた続報を待っていただくとして、メディアミックスといえばコミカライズ企画の方も無事始動しました！

　掲けい載さい媒ばい体たいは月刊ドラゴンエイジ。

　コミカライズを担当していただくのは成なり田たコウさんです。

　当初は「コミカライズってどういう風になるんだ？」などと思っていたのですが、成田さんのキャラデザを見てビックリしました。

　本作のイラストレーターであるぎん太た郎ろうさんの素晴らしいデザインを、ご自分のタッチでまた違ちがった可愛さで表現しているじゃありませんか！

「あ、これはイイな……！」と直感的に思ったわけですが、その感覚は第一話のネームを見て確信に変わりました。その時点で既にもう素晴らしかったからです。

　自分の作品がコミックになっているという不思議さ。

　それでいて、自分の作品なのに自分の作品ではないような奇き妙みような感覚。

　いや、それを差し置いて客観的に見ても素晴らしい出来になっていました。

　なのでみなさん見てください！　この際もう下手に体てい裁さいを取とり繕つくろうことはせず、思いっきりダイレクトマーケティングしたいと思います！

　読んで！　是ぜ非ひ！　お願い！　ほんとに！

　絶対に面白いですから！　（＊この表現は主観的なものです）




　……とまあ、恥はじも外聞もなく宣伝させていただいたわけですが、やっぱり私は人に恵めぐまれているなあと思わざるを得ません。

　今回もぎん太郎さんにはすさまじく可愛いイラストを描かいてもらいましたし、アニメ化やコミカライズも立て続けに決まり、原作者である私自身もこの流れに負けないようますます精進していきたいと思います。




　さて、最後になりましたが、本書が世に出るにあたってご尽じん力りよくいただいた全ての方々にこの場でお礼を述べたいと思います。

　そしてもちろん読者の方々にも。

　一巻からずっとシリーズを追いかけてるという方はもちろん、五巻だけたまたま手に取ってみたという方も、本当にありがとうございます。

　アニメ、コミックと、広がりつつある「妹」シリーズの世界に、これからも付き合っていただけると幸いです。

　それでは、またお会いできる機会があることを願って──





二○一七年十月十八日　恵比須　清司










恵比須清司

●えびすせいじ



第26回ファンタジア大賞で金賞を受賞してデビュー。この度、幸いなことに本シリーズのアニメ化企画が立ち上がりました！　コミカライズの方も動き出し、うれしい反面、メディアミックスという未知の分野に気後れしている小心者ですが、これからもがんばっていこうと思っています。


















カバー・口絵・本文イラスト／ぎん太郎

カバーデザイン／草野剛










俺おれが好すきなのは妹いもうとだけど妹いもうとじゃない５








恵え比び須す清せい司じ
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